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　プロローグ




　蒼そう穹きゆうの一いち日じつ、シェイクトエリア直属軍合同練兵場においてぼくらは身の引ひき締しまる思いで閲えつ兵ぺい式しきに臨んでいた。

　全軍式典用に装そう飾しよくされた外がい套とうを羽織り、正装の帽ぼう子しをかぶり、戦せん闘とう部隊は肩かたから自動小しよう銃じゆうをかけている。

　石いし畳だたみで舗ほ装そうされた会場には、兵士が規き範はんとして備えるべき《情熱と冷静》を暗あん喩ゆする《双子の月ルナ・マルダ》を模したシェイクトエリア軍旗が幾いく本ほんもはためき。

　それらに混じって《想そう念ねん士し》の紋もん章しよう《歯車を貫つらぬく剣けん》の旗もまた風にたなびいていた。

　整然と隊列を組み直立不動の姿勢を取るシェイクトエリア直属軍、総勢一〇〇〇〇余名、ただし諜ちよう報ほう活動や対《無む窮きゆう領りよう域いき》対策防衛部隊として外がい壁へきの見張りに就つく者を除く、が、この一ひとつ処ところに集結していた。その内訳は。

　軽装の軍服を身につけた、今日この日まではエリアの治安維い持じを主な任務としてきた第一、第二、軽歩兵連隊、概がい数すう二五〇〇ずつの計五〇〇〇名。

　軽歩兵連隊にくらべランチャーや機き銃じゆうを自分に固定するための重装具が肩かた当あてや膝ひざなど部位パーツ各所についている、重歩兵と特とく殊しゆ装そう甲こう車両による混成部隊、攻こう撃げき力りよくに秀ひいで機動力に劣おとる第三、第四、機き甲こう連隊、概数五〇〇ずつの計一〇〇〇名。

　隠おん密みつ行動に適した地味な色合いの軍服をまとった破は壊かい、特殊工作専門の第五連隊およそ二〇〇名。

　戦闘部隊とは大別され肩がけの小銃は持たず、負傷兵の救護や治ち療りようの役割を担う衛生部隊、通つう称しよう《戦場の乙女おとめのドレス》と呼ばれる勇気と母性の象しよう徴ちよう、特殊軍服を装着した女性看護兵主体の第六連隊およそ一〇〇名。

　軍事物資の補給運うん搬ぱん担当である、第七連隊約二〇〇〇名。

　名義上は連隊の名を取るものの実務は軍事研究開発部門に該がい当とうする、白衣を基調とした制服の第八連隊、約一〇〇名。

　おなじく後方支し援えん担当、制服が事務系のスーツに近い、総務兼通信情報処理主体の第九連隊、約六〇〇名。

　そしてこのぼくカイム・クイントと。その一つ年上の上官、ぼくの隣となりに佇たたずむアイリーシュ・シエラールの所属する二桁連隊ダブルナンバー想念士団。

　シェイクトエリア軍の最前線を担う主力部隊、以下、第一〇から第一五連隊までの概数二〇〇ずつ計一二〇〇名──

　これら精せい鋭えい二桁連隊ダブルナンバーの隊列のさらに隣に。

　おおよそ二〇〇名くらいの、シェイクトエリア直属軍の軍服は着ていてもまだどこの連隊にも属していない少年少女たちの一群があった。

　ぼくもまだ一六歳でシェイクトエリア軍のなかでは若じやく輩はいのほうなんだけど、彼らの顔にはもっとあどけなさが残っている。それもそのはず。

　この子たちは、みんなぼくより年下かせいぜいぼくとおなじくらいなんだ。

　ぼくらはいままさに迎むかえようとしていた。

　始まりの刻ときを。あるいは終しゆう焉えんの入り口を。切って落とされようとしていたのは城じよう塞さい型都市国家ウルバス史上初のエリア間戦争──

　その、火ひ蓋ぶただった。

　泥どろ沼ぬまの戦乱への序曲。閲兵式会場中央正面に設けられた映画館のスクリーンほどもある巨きよ大だい有機ディスプレイに電源が入り、場内の兵士たちは固かた唾ずを呑のんで様子を見守る。

　これから流されるのは謎なぞ多き軍事国家、最高指導者《継けい承しよう者しや》によって治められしカラルモからそれ以外の四大エリア、シェイクト、プラセータ、エイズナ、アッダルに向けて数日前同時配信された無線通信の録画映像だ。

　当日はシェイクトエリア中のテレビが、強制電波侵しん入にゆうを受けて画面が切きり替かわり。

　今日ここに集つどった面々はたぶん全員がおなじ映像をもう視みていて、ぼくも家で妹のセレーナと視て驚おどろいた。

　それでも今日この場でもう一度視し聴ちようするにあたってぼくらは再び初見に等しい緊きん張ちよう感かんに包まれている。そのくらい衝しよう撃げき的てきな動画内容だったんだ。

　有機ディスプレイの中央に重厚な木目の演説台が映しだされ、そこに画面のサイドから《翡ひ翠すいの仮面》をつけた一人の人物が現れる。細身のかなりの長身で、しかもヒールの高い軍ぐん靴かを履はいているからなおさら背が高く見える。

　凜りんと背筋を伸のばし、音の出やすい履き物でありながら足音一つ立てない所作が、この人物の高貴な生まれと身につけた礼れい儀ぎ作法を示していた。

　アイリーシュが唸うなる。

「ガルシア・ウィンフォード……」

　腰こしにかかるほど長い、白くてまっすぐな髪かみ。それを靡なびかせカメラに正対した映像の主ぬしは黒を基調とした軍服を着ていて、同系色の外套で上半身をくるみ、胸の膨ふくらみの有無をも隠かくしていた。腰には儀ぎ礼れい用とおぼしき剣を帯びている。

　と、やおら仮面の人物は顔に手を伸ばし自らの翡翠の覆おおいをはずす。

　すると場内がどよめき、ぼくもアイリーシュも画面に視線が釘くぎづけとなった。

　初めて──正確には、数日前の映像同時配信で全エリアに公開されたその素顔は、視ている者たちの心を捕とらえて。思わず息を呑んでしまうほどの白はく面めんの美女だった。

　目鼻立ちは凜り々りしく練れん磨まされ、そうありつつも強大な軍事国家を束ねる最高権力者とは思えないほど表情は物もの柔やわらかい。

　歳の頃ころならせいぜいぼくやアイリーシュの一回り上、二〇代後半といったところだ。

（あの《継承者》が、こんなに若い女性だったなんて……）

　ガルシア・ウィンフォードの名前はアイリーシュから充じゆう分ぶん聞かされていたけど。

　何度見ても、違い和わ感かんを覚える。

　ぼくの脇わきで映像に見入るアイリーシュも初めて出で逢あった時には綺き麗れいな娘こと思ったけど、《継承者》ガルシアはタイプが全然違ちがっていた。

　アイリーシュをあくまで現実世界に生きる生なま身みの女の子とするなら。

　ガルシアは世せ俗ぞくを超ちよう越えつした、内面的な高潔さが面おも立だちに滲にじみ出ているとでもいおうか。そんな魂たましいの神性がぼくには感じられた。

　その一番の源泉は美の結実ともいえる彼女の双そう眸ぼうだ。力みも猛たけりもなく。

　限りなく涼すずやかなのに、どこかそこはかとない哀かなしみを湛たたえている。

　その色しき彩さいは生きつ粋すいのものならあまりにも神々しすぎる、深みのある紫水晶アメジストの輝かがやきを帯びていた。アイリーシュはぼくにだけ届く潜ひそめた声で、

「──三年前、わたしが《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》から助けられた際も、彼女がシェイクトエリア直属軍にいた時も、あの人の両目は普ふ通つうの蒼あおい眼めをしていたのだ。髪もあんな白しら髪かみではなくただの金きん髪ぱつだった」

「……もしあの姿こそが《真の姿》なら《継承者》ガルシア生来の姿では、あまりにも目立ちすぎたんだろうね」

　だから身分を隠して活動をしていた時には、容よう貌ぼうを地味に変装していたんだ。

　それがいよいよ世の表おもて舞ぶ台たいに立ち、

（もう偽いつわりの仮面は必要ないってことか）

　化け粧しよう気けなど皆かい無むで。むしろ不自然な人工物など塗ぬりたくればかえって彼女の美を損ねてしまいそうな、そんな形のよい唇くちびるがおもむろに動く。



　──ウルバスに住まうすべての者たちに伝える。

　我が名は、ガルシア・ウィンフォード。

　……。カラルモ最高指導者、《継承者》ガルシア・ウィンフォードである──



　物静かだけど、聴きく者の耳によく染しみ透とおる声だった。

（《継承者》ガルシア……）

　彼女は一体なにを継承せし者なんだ……？

　ガルシアはカメラの向こうのぼくら、一人一人の存在を見み透すかすように、こちらを直視していた。いままでの彼女を《静》とするなら、それは燃え盛る炎ほのおの《動》へと移り変わる瞬しゆん間かんだった。



　──いま我々は死に直面している。

　人類という一つの種族の確実なる死だ。

　我々はこれまで、自らの生きる術すべを模も索さくすることを曖あい昧まいに放ほう棄きしてきた。

　五大エリアは各おの々おの互たがいの利己のみを追求し、国境で別れ、真に手を結び相対すべき敵に対して力を結集させられずにきた。すなわち。

　暴ぼう虐ぎやくと、明確なる征せい服ふくの意志をもってこのウルバスを害し、人間世界すべてを併へい呑どんせんとする《無窮領域》およびその下僕たち。悪逆たる《掃そう討とう者しや》に対してである。

　ゆえに、わたしは決断した──



　画面のガルシアの声こわ音ねは次第に熱を帯び、彼女は自らの心を象徴するかのごとき一片の汚れもなき黒の外套を、凜りん然ぜんと翻ひるがえして宣言する。



　──いまこそ我々は統一せねばならない。

　力と意志とを。

　人類の道みち標しるべとなる、力ある指導者の手によって。

　その偉い大だいなる事業を成し得るのは、このガルシア・ウィンフォードをおいてほかにないとわたしは確信する──



　揺ゆるぎない独裁者の言葉に、閲兵式会場の兵士たちはしんと静まり返る。



　──我がカラルモ軍によるエイズナ侵しん攻こうと制圧は、この人類救済という大いなる目的のためにおこなわれた避さけようのない先さき駆がけである。

　我が行こう為いの正当性は、後の歴史において必ずや証明されるであろう。

　わたしはウルバスに生きるすべての者たちにここに約束しよう。

　無む慈じ悲ひなる機械世界と、悪あく辣らつなる《掃討者》どもを駆く逐ちくし、我が手を持ってこの無窮の監かん獄ごくより近い将来人類すべてを解放し。

　そして我らが未来を我ら自身に取とり戻もどさんことを──



　彼女はあたかもぼくたちが眼前にいるかのように手を差し伸べ、訴うつたえる。

　強い信念に満ちた決然たる演説は、この言葉によって締しめくくられた。



　──志ある者は眼を見開け。

　生せいを欲ほつする者は耳を傾かたむけよ。

　わたしとともに手を取り合い、《無む窮きゆう領りよう域いき》に聖戦の御み旗はたを掲かかげるのだ。

　いまこそ我が旗も下とへ集え。

　さすれば我は厚き礼をもって、その者たちを遇ぐうするだろう。

　だがしかし、我らの理想を阻はばみ、その前に立たち塞ふさがらんとする者は血の代だい償しようを覚かく悟ごせよ。

　わたしはわたしが人類の障害と見なすいかなる敵をも打ち破り、後退もしない。

　エイズナはすでに我が手に陥おちた。

　残る三大エリア、シェイクト、プラセータ、アッダルの指導者たちは心せよ。

　卿けいらとその市民たちの運命もまた、すでに我が掌たなごころにある。

　恭きよう順じゆんか、戦いか。

　卿らの賢けん明めいなる判断を期待する──



　そこで有機ディスプレイは暗転し、《継承者》ガルシアの演説は終わった。

　会場は水を打ったように、静せい寂じやくに包まれる。すると沈ちん黙もくを破って大あくびが聞こえ、有機ディスプレイの真下に設けられていた閲えつ兵ぺい式場演えん壇だんに上がってくる人物がいた。

　長ちよう髪はつを派手な七色メッシュに染め、カラーコンタクトで人工的に左右の瞳を金銀双瞳ヘテロクロミアにしているシェイクトエリア直属軍《二桁連隊ダブルナンバー》第一〇連隊長。今日の閲兵式の責任者として上級士官を代表して出席していた、ぼくとアイリーシュの直属の上官でもあるロイ・ブルーモア大たい佐さだ。

　大佐は第二ボタンまでだらしなく開いていた軍服の隙すき間まから手を差し入れ、胸もとをぼりぼり掻かきながら、

「とまあ人類愛に満ちていらっしゃる、カラルモ《継承者》ガルシア・ウィンフォード閣下は、このように仰おつしやられているわけだが」

　軍服から手を出した大佐は、壇だん上じようで皮肉めいた拍はく手しゆをひとしきり灰色のディスプレイに贈おくるとぼくたちに向きなおる。

「とどのつまり、自分たちの侵しん略りやく行こう為いを肯こう定ていさせるだけの政治宣伝プロパガンダだ」

　ロイ大佐は切り棄すてた。

「人類を救済せんとする？　なるほど、たいそうご立派だ。しかしやつらは三年前、なにをした？　《災さい厄やくの日ひ》──ウルバス外がい壁へきを自ら破は壊かいし、やつらが倒たおすとのたまった機械どもと《掃討者》の群を、自らの手で城じよう塞さい型都市国家へと招き入れた。その結果もたらされたものはなんだ？」

　大佐はぼくらを見み渡わたし、

「そこにもたらされたものは、未み曾ぞ有うの犠ぎ牲せい者しやと、永遠に癒いえることのないウルバス市民の心身の傷だ。人類の団結どころか、やつらは一歩間ま違ちがえればウルバス全土の崩ほう壊かいすら招きかねん凶きよう行こうにおよんだわけだ。そんな連中のなにを信用できる？　未来を委ゆだねられる？　ここにいる者たちのなかにも、かけがえのないものを失ったやつは大勢いるだろう。家族、友人、多くのものを」

　まさに。ぼくとアイリーシュは見つめ合う。

　あの日ぼくは父さんと母さんを亡くし、妹のセレーナも鉱化病にかかってしまった。

　アイリーシュは、プラセータ・ルクオン・インダストリー総そう帥すいだったお父さんを、ガルシアの依より代しろ《紅あかき六りく瞳どうの獣》に殺された。そのうえ自分自身の身体からだには、いつ心臓を蝕むしばむかわからない獣の爪つめまで埋うめこまれた。

　この心臓を治すには《紅き六瞳の獣》を倒して流入する特とく殊しゆ生体エネルギーを途と絶ぜつさせるほかないという、悪あく魔まの爪を。

（そういえば、ロイ連隊長の指揮する第一〇連隊が《災厄の日》、一番早くに現場に駆かけつけたんだ）

　そうして大勢の市民たちを助け出した。

　いうなれば連隊長たちは、全連隊中最悪の激戦に身を投じたことになる。

　ロイ連隊長は飄ひよう々ひようとしてなかなか本音を読みにくい人だけど。

　ぼくにはそんな態度こそが隊長の経験してきたこの世の地じ獄ごくを覆おおい隠かくす、偽りの仮面に思えてならなかった。

「エイズナをすでに掌しよう握あくしたカラルモ軍戦力は、単純に考えて我が軍の倍はあったろう。兵数に換かん算さんしてざっと二〇〇〇〇強といったところだ。この数字は現在占せん領りよう下かにあるエイズナ領にまんべんなくカラルモ軍治安維い持じ部隊が配置されている、《余よ剰じよう戦力》の観点からもそこそこ信しん頼らいできる値だ」

　大佐の頭上のさっきまで《継けい承しよう者しや》ガルシアの演説を映していた有機ディスプレイが、今度は戦力比グラフとウルバス都市図を表示する。

　ロイ大佐は胸ポケットから出したレーザーポインタでグラフを指し、

「そこにいまでは無条件降伏したエイズナ戦力がほとんどまるまる加わっちまっている。資源、国力、兵力。普通は降伏した敵エリアの兵士なんざ、いつ寝ね返がえるかわからんからすぐには使えん。が、これもいちおうやつらの《潜せん在ざい的戦力》とすると、だ」

　ディスプレイ上の棒グラフのカラルモ軍戦力が、グングン横に増してシェイクト軍戦力との差を拡ひろげてゆく。

「なんとまあ、うちとの戦力差は三倍以上と、こういっためまいがしそうな計算結果に行き着いちまうわけだ」

　カラルモ軍によるエイズナ侵攻から僅わずか二日を経ずしてエイズナ陥かん落らくの報に、ぼくもアイリーシュも大きなショックを受けたんだ。

　シェイクトエリアにスパイとして潜せん入にゆうしていた《継承者》ガルシアが、《無窮領域》道程ルートで国境を脱だつ出しゆつした。それに合わせて彼女がカラルモに帰き還かんした際、出で迎むかえるために数個連隊のカラルモ軍部隊がシェイクトエリア国境線付近に集結した。

　この動きこそが、じつは単なる出迎えなどではなくカラルモ軍の陽動作戦だったんだ。

　シェイクトエリア側にカラルモ軍兵力が集結することで相対的に脅きよう威いの薄うすまったエイズナ軍は油断させられ、その隙すきを突つき、カラルモ軍は少数精せい鋭えいの決死隊によるエイズナ中央区画陥落作戦を成功させた。そして捕ほ縛ばくされたエイズナ政府首しゆ脳のう陣じんにより、その日のうちにエイズナ全土に無条件降伏宣言が発せられて……。

　結果としてエイズナはまともに一戦交えることすらせずに、あっけなく陥落させられてしまったんだ。

　この鮮あざやかなる無血占領劇を《継承者》ガルシアの天才的軍事手しゆ腕わんを示す話として、シェイクトエリアでは語られている。

「味方どころじゃあない。敵にさえほとんど被ひ害がいを出さず一エリアを電でん撃げき的陥落に追いやったガルシアの才覚は、みごとというほかない」

　ロイ大佐はレーザーポインタで掌をこつこつ叩たたき、

「これは、やつらがもう何年も前から対エリア間戦争を想定し、入念に準備と訓練を積み重ねてきたことも意味する。つまり、だ。我々対人戦争においてはど素人しろうとも同然の集団に対して、やつらはすでに対《無窮領域》のみならず、対人、対エリア間戦争の専門家集団でもあるわけだ。この戦術レベルの練度差を加味すると、最終的に我が軍とカラルモ軍の戦力差はこんな感じになる」

　ポインタで示された棒グラフのカラルモ軍戦力は際限なく右へ右へと伸びてゆき、ついには画面右みぎ端はしまで到とう達たつし画面を振ふり切ってしまった。

　有機ディスプレイは耳みみ障ざわりな電子警告音をともない、測定不能フエイタルエラーの文字を中央に表示したまま赤く反転して停止フリーズしてしまう。

「総じて、この戦いは我々にとって非常に厳しいものになる。その差をいくらかでも埋めるために今回おこなわれたのが」

　壇上のロイ大佐が見るのはぼくたち《二桁連隊ダブルナンバー》のすぐ隣となりに隊列を組む、あの二〇〇人あまりの少年、少女たちだ。

「シェイクトエリア直属軍、統合幕ばく僚りよう会議のお偉えらいさんがたによって決定された──《非常事態特とく措そ法ほう》だ」

　別名──想念士候補生たちに適用された半強制的な《非常事態徴ちよう兵へい法》。

　そう、彼らはぼくも在ざい籍せきしていたシェイクトエリア唯ゆい一いつの想念士養成学校につい先日まで通っていたかつてのぼくの同級生や後こう輩はいたち、──すなわち《想念士》の卵なんだ。

　クラスメートだった見知った顔も、なかには何人かいる。

　彼らは今回の戦力補ほ充じゆう要員として軍部から要よう請せいを受け、成績や潜在能力に応じて一年次生や最高学年の二年次生から選せん抜ばつされてきたメンバーだ。

　ほんの少し前までは、なんの変へん哲てつもない学生生活を送っていて。

　それが一夜にして、激変してしまった。

　いくらシェイクトエリアの未来を背負って立つ幹部候補生で。

　数か月先、あるいは一年数か月後には実戦配属が決まっていた身とはいえ、学生気分なんてまだまだぜんぜん抜ぬけていなくって。たぶん、戦争の心構えができている人間なんて一人もいないんじゃないかな。

　ぼくもほんの何日か前まではあちら側の人間だったから彼らの気持ちはよくわかる。

　彼らだけじゃなくぼくやアイリーシュだって……。

　心の準備をするには、今回の事態の流れはあまりにも急すぎた。

　ロイ大佐は全軍に向かって、

「おまえたちの戸と惑まどいはよくわかる。そこの徴兵組の新兵だけじゃない、二桁連隊ダブルナンバー想念士団とて全員が一〇代、二〇代の若わか僧ぞうどもだ。俺も入れてな。世間からすりゃそんな若僧にやれ愛国心だ戦争に命を捧ささげろだの言ったところで、ピンとくるはずもない。だから一つのことだけ考えろ」

　閲兵式会場に張りつめていた緊きん迫ぱく感かんの源は、等身大の若者たちの偽いつわらざる姿だった。

　恐きよう怖ふに肌はだを粟あわ立だてる者、がちがちに身体を強こわばらせる者、未来に困こん惑わくする者。

　アイリーシュも武む者しや震ぶるいか、恐怖心からか、小刻みに身体を震ふるわせていたので、

（……。……。……）

「！」

　ぼくが彼女の手をこっそり握にぎると、彼女は一いつ瞬しゆん、驚おどろいた顔をしてぼくを見つめつつも。

　──。拒きよ絶ぜつしたりはせずに、かえってぼくの手を強く握り返してきた。

「おまえたちが考えるべきは、おまえたちの身近にあるもの、決して蹂じゆう躙りんされたくないものだ。そのために戦え。国家のためじゃあなくていい。そしてなによりも、自分たち自身の生せい還かんを第一目標にしろ」

　ぼくは妹のセレーナの顔を思い浮うかべ、手を握り合うアイリーシュの横顔を見る。

　彼女の指先は内なる闘とう志しを燃やすように次第に熱くなっていった。

　それまで怯おびえるだけだった新兵たちの眼まな差ざしにも、戦意と勇ゆう壮そうの灯ともし火びが宿ってゆく。

「俺たちには戦わねばならん理由がある。《災厄の日》の二にの舞まいは、もうごめんだ。どんな理由、どんな理想があろうと、カラルモのやつらがなにを語り、なにを訴うつたえようとも、あの悲劇が肯定されることは決してない」

　そして普ふ段だん身だしなみに無頓着なロイ大佐は開いていた軍服の前ボタンをきちんと襟えり元もとまでとめなおすと、眼下のぼくたちに向かって壇上から雄ゆう渾こんに敬礼をした。

「我らに勝利を」

　その瞬しゆん間かん、閲兵式会場に配置されていた空くう砲ほうが連発で空に向かって放たれ──

　ぼくの全身には痺しびれるような高こう揚よう感かんの電流が走り、アイリーシュ、その他の兵士たち全員とザッと軍ぐん靴かを合わせる。

　一〇〇〇〇余の踵かかとが同時にぶつかる壮そう大だいな雷らい鳴めいの軍楽は士気を鼓こ舞ぶし、一いつ斉せいに前線の戦せん闘とう部隊は肩かた掛かけの自動小しよう銃じゆうを、《無む窮きゆう領りよう域いき》で武器を使わないぼくら《想念士》連隊は信号弾だんライフルを手に持ち替かえ、銃床ストツクを脇わきに挟はさんで銃じゆう口こうを天に向け。

　後方支し援えん部隊は敬礼をもって小銃に代え、不退転の決意表明とする。

　こうしてシェイクトエリア直属軍、閲えつ兵ぺい式典は終わりを告げ──





　数日後、シェイクトエリア政府はガルシアの降こう伏ふく勧かん告こくを正式に拒絶。

　ここに、シェイクトエリア軍とカラルモ軍は開戦の日を迎むかえた──



    

  
    
      　　アイリーシュ小隊結成
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　カラルモ政府にシェイクトエリアが宣戦布告した日の朝、ぼくとアイリーシュはロイ大たい佐さに第一〇連隊《本部》連隊長執しつ務む室しつに呼び出されたんだ。

　二人して出かけてゆきノックして執務室の扉とびらを開けると、ロイ大佐は宅配デリバリーのモーニングコーヒーセットが置かれた執務席の上に長い両りよう脚あしを投げ出し、いつものようにちょっぴり過激な水着美女の画像集を眺ながめていた。

「よお、きたか。おまえらに話ってのはこいつについてだ」

　あの閲兵式典での格好よくて、演説の時には密ひそかに感動までしそうになった漢おとこぶりはどこへやら。

　小指で鼻をほじり画像集のページをめくっていた大佐はその手を洗いもせずに机の引き出しを開けると、二通の封ふう筒とうを取り出してぼくとアイリーシュに投げて寄こす。

　アイリーシュは露ろ骨こつに顔を顰しかめ、サッと軍服のスカートからレース柄がらの高級ハンカチを出して手をガードして封筒をキャッチし。……ぼくはといえば反射神経が彼女におよばなかったので大佐のナニがついてるかもしれない封筒を素手で受けとめるしかなかった。

（……。うう）

　ナニもついてませんようにとぼくは摘つまむように、アイリーシュはハンカチ越ごしにこれを開け、するとそこには二人宛あての辞令書が入っていた。

　折りたたんであったこれを開きぼくもアイリーシュもびっくりする。

（これは!?）

「むっ……!?」

　連隊長はシュガースティックとポーションミルクに手をつけず、ブラックのまま。

　紙コップのインスタントコーヒーを一服し、

「読んでのとおりだ。アイリーシュ・シエラール、本日づけで貴官を第一〇連隊《少しよう尉い》に任官する。これにともない本日現時刻《朝あさ露つゆに微睡まどろむ多肉花》の時点をもって発足せし《アイリーシュ小隊》の指揮官に任じる。──ならびにカイム・クイント、貴官を同刻づけで《准じゆん尉い》としアイリーシュ小隊の副隊長としてこれを補ほ佐さすることを命じる」

　コーヒーカップを卓たくに置いた大佐は今度は机に広げていた宅配デリバリーのサンドイッチを、ただお腹なかにつめこめればいいというぞんざいさで食べ始めた。

　たしか今年で、二八歳とかそれくらいになるんだよね。

　もう結けつ婚こんしててもぜんぜんいい歳なのに。軍服もしわくちゃで、食事はいつも外食とか宅配デリバリーサービスとかそんなのばかり。それもめんどうな時にはインスタント専門で。

　アイロンがけや食事の世話を焼いてくれそうな恋こい人びとの気配なんて感じたこともない。

（もう少しシャキッとしたら見栄えだってそんなに悪くないし、なんといっても憧あこがれる人も多い第一〇連隊連隊長なんだから）

　寄ってくる女の子なんていっぱいいそうなのに。

　むしろあえて水着美女の画像集をしょっちゅうだらしなく見たりして異性を遠ざけているとしか思えない大佐に、ぼくたちは聞き返す。

「このわたしが、一個小隊の指揮官に!?」

「ぼくが准尉に昇しよう進しん……」

　ぜんぜん予測していなかったわけじゃなかった。

　しかし改めて正式な辞令を受けるとやはり驚きがある。

「今回の辞令は《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》もろもろの件で、おまえらの功績と実力が認められた結果だ。おまえたち二人はなかなかいいコンビみたいだからチームは継けい続ぞくしてやった。うまくやれ。……んあ？　どうした反応悪いな、嬉うれしくないのか？」

　最後に紙皿に残っていたつけ合わせのパセリータをまずそうに舌の上に乗せてモーニングセットを食べ終えた大佐に、

「あっ、いえ、そんなこと！　ただぼくたちあまりに突とつ然ぜんのことで……。なんだか実感湧わかなくて」

「辞令、拝命いたします」

　ぼくらは慌あわてて敬礼をした。

　二人にとっては願ってもない昇進だ。

　アイリーシュは《継けい承しよう者しや》ガルシアに直接逢あって聞きたいことが山ほどある。

　彼女に逢うにはカラルモとの戦いの最前線に立ち続けて、好機を窺うかがうしかない。

《紅き六瞳の獣》を倒たおして心臓を治ち癒ゆするにも、《継承者》のもとに辿たどり着つくのが第一歩だ。それには前線で活動できる自分の部隊を持つことが一番だ。

　ぼくにしたって《災さい厄やくの日》の責任を、カラルモの実行犯たちに償つぐなわせたい気持ちがある。

　なにより妹セレーナの鉱化病を治すには、伝説の外世界《希望の園アーセルヴア》に行くしかなかった。

　いまからおよそ一〇〇年前、《無窮領域》を越こえた先にあるという伝承の世界《希望の園アーセルヴア》からやってきたという《暁あかつきの人》──

　その人物は、当時鉱化病に苦しんでいたウルバスの民たみを奇き跡せきの力で救ったという。

　だからぼくは是ぜが非ひでも《希望の園アーセルヴア》に辿り着かなくちゃいけないんだ。

　そして《無窮領域》を越えてこの《希望の園アーセルヴア》を捜さがしに行くには、ぜひとも《想念士》の仲間たちの協力が欲しい。

　もちろん、お願いして引き受けてもらえるとは限らない。

　いざとなれば、ぼく一人でだってセレーナのために旅立つ覚かく悟ごはある。

　でも戦争を早く終わらせてウルバスに平和を取とり戻もどし、シェイクトエリア軍の《想念士》に人員の余よ裕ゆうもできれば、《希望の園アーセルヴア》捜しを手伝ってくれる仲間たちにもきっと巡めぐり会あえるんじゃないかな。ぼくはどこかで、そんな淡あわい期待を抱いだいているんだ。

　現にアイリーシュだって、やれるかぎりのことを手伝うと約束してくれている。

　ところが、

「なお、おまえたちの部下になるアイリーシュ小隊の追加人員についてだが」

　ぼくたちの歓かん喜きはすぐに出で鼻ばなを挫くじかれた。

「今回、特とく措そ法ほうで徴ちよう兵へいされた新米《想念士》たちに決まっている。そいつらはすでにウルバス補助外がい壁へきの通用門に呼び出してある。顔見せがてら実力を測っておくためにもここを出たらすぐに二人で向かってくれ」

「ちょ、ちょっと待ってください、わたしたちの追加メンバーが新人の徴兵組!?」

「ぼくたちの部下が!?」

「見どころのあるやつらだぞ。統合幕ばく僚りよう本部に強制されて第一〇連隊の割り当てとして引き受けたやつらだが、徴兵組で俺が採とった唯ゆい一いつの者たちだからな。俺としてはカラルモとの戦いに備え、おまえたちには新米ともども一刻も早く指揮官として成長してもらいたい。そのためのチーム分けと理解しておけ」

　そう言われてしまえばぼくたちだって、そもそも第一〇連隊のなかじゃまだまだ新人のほうなんだよね。どんな子たちがあてがわれようと、しかたがないか。

（徴兵組のなかから唯一第一〇連隊に採用されたくらいのメンバーだから、よほどの実力者ぞろいかもしれないし）

　アイリーシュはまだ不満げだったけどぼくはわりあい簡単に気持ちを切きり替えられた。

　むしろここは前向きに考えて、どんな子たちが部下としてきたとしてもそれを指揮して育てるのがぼくら自身の成長につながるんだ。

「ぜひ受け入れさせてもらいますロイ大佐」

「……。しかたありません、微び力りよくをつくします」

　それにしても。ぼくらの小隊にくるのが養成学校の子たちっていうんなら、

（ぼくの知り合いとか、配属されてくるのかな？）

「なおアイリーシュ小隊の正式任務、および赴ふ任にん先さきについては後日決定しだい通達する」

　ぼくらは二人して敬礼して連隊長執務室を後にした。
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　アイリーシュが第一〇連隊のロッカーに七重がけの錠じよう前まえと、《三〇枚の呪のろいのお札》で厳重に保ま管もっていたお気に入りのヌイグルミ《ぺぽろってぃ世》を取りに寄ってから。

「うう、なんだこの胸むな騒さわぎは、どうも嫌いやな予感がしてたまらんぞ」

　ぼくらはロイ大佐の指示どおりシェイクトエリアの小道を進んでいた。

　アイリーシュは不安で不安でたまらないのか、愛用のヌイグルミを両手でぎゅっと抱だき締しめてがくぶる身み震ぶるいしている。

「そんなに新人の子たちの実力が心配なの？　でも学生とはいえ、いちおう選せん抜ばつされてきたメンバーでしょ？」

「わたしの勘かんはよく的あ中たるのだ、見ろこれを！」

　ヌイグルミを小こ脇わきに挟んだアイリーシュがふさふさのツインテールの先を摘んでぼくのほうに持ちあげると、その一本の毛先にちんまり枝毛ができていた。

（こんなちっちゃな枝毛一本、よく見つけたな）

「わたしの髪かみがこんなふうになる時には、決まってロクなことが起こらんのだ。《災厄の日》の時も、ルクオン社を幹部連中どもに乗っとられた時も、こうなった」

（よっぽど毎日、入念なトリートメントを欠かさないんだろうな）

「だいたい学生連中なんてものはだ、どいつもこいつも根性はないくせに文句ばかりブーたれる、半はん端ぱ者ものばかりだ！」

　アイリーシュが断言するのはただの思いこみじゃない。実体験にもとづいているんだ。

　プラセータ・ルクオン・インダストリーという、抗こう体たい錠じよう剤ざいを開発した業界首位の総合軍事企き業ぎよう総そう帥すい令れい嬢じようとして、幼い頃ころから《超ちようお嬢様》だった彼女はお父さんのルクオンさんを亡くしてからというもの。ずっとプラセータの想念士養成学校で同級生たちから手ひどい嫌がらせを受けてきた。

　総帥のお父さんが亡くなるや、会社の人たちも掌てのひらを返したように冷たくなって彼女を会社から追放してしまった。

　だからアイリーシュは長いこと人間不信でいて、ぼくだって彼女に信しん頼らいされるためにどれほど苦労させられたことか。……出で逢あうなり《ハナタレ寝ね小しよう便べん小こ僧ぞう》呼ばわりされて。

　……。蹴けられるわ、頭ず突つきされるわ、茶乱の相手までさせられるわ。

　まあいまでこそ、《災厄の日》以来《二人目の仲間》と認めてもらっているけれど。

「でもさ、そんなに学生が信用できないなら、ぼくだってついこのあいだまで《学生》だったじゃない？」

「……!?　お、おまえは、その……なんていうか、だ。は、話がべつだ」

　アイリーシュは照れたしぐさなのか、ツインテールの毛先を指先にくるくる絡からめながら動どう揺ようして赤面しつつ、

「お、おまえはその、なんというか最初から見どころがあったぞ、の……能力も、学生といえど上々のものだった」

「あ、そ、そこまで言われちゃうとなんだか……。……照れちゃうな、わ、悪いね、むりやり言わせちゃったみたいで」

「……しっかしな、まさかあの《腹黒七色トサカ》、このわたしに厄やつ介かい者ものを押しつけるつもりじゃなかろうな」

「そんな、考えすぎじゃない？　がんばって新しい子たちと《アイリーシュ小隊》をもり立てていこうよ」

「やれやれ、おまえは楽天家だな」

　言いつつも後ろ向きは性に合わないと思ったのか、アイリーシュは厄やく払ばらいするみたいに装備品の軍用ナイフで自分の枝毛をぷちっと切り落とした。

　そうだよ。これからはぼくたち一つの小隊をまかされるんだから。

　たとえ部下の子たちがどんなであっても、うまくやっていかなくちゃいけないんだ。

　わがままとか、人間不信だなんて言ってられない。

（とはいえもしもアイリーシュと部下の子たちとのあいだに亀き裂れつが入るようなら、修復するのはぼくの役目なんだろうな）

　それが補ほ佐さ役の仕事だ。

　たぶんロイ大たい佐さもそこを期待してぼくとアイリーシュを組ませたはずなんだ。

　そうこうしてやっとぼくたちが、外壁通用門がそばに見えるところまでやってきて。

　キャンディーとかぼくの好物をよくくれる顔かお馴な染じみの衛兵と目が合い、ぼくが会え釈しやくで挨あい拶さつを交わしたその時。

「あれ？　なに、嘘うそ!?　カイムくんじゃないの!?　やだ、もしかしてあたしたちの《指揮官》ってカイムくんだったの!?」

　驚おどろき半分、嬉しさ半分といった張りのある女の子の声が聞こえてきた。

（誰だれ？　いまの声、どこかで聞き覚えがあるような）

　目を向けるとおでこを出して薄茶色ライトブラウンの前まえ髪がみを短めに切りそろえ、うなじを隠かくすくらいの後うしろ髪がみの毛先をツンツンカールにした軍服姿の娘こが通用門の前で嬉き々きとしてこちらに手を振ふっていた。美人というより健康的で可愛かわいいタイプの女の子だ。その両手にはフットールボールのキーパーが使っているグローブくらいのぶかぶかの白手て袋ぶくろがはめられている。

（……！　あっ、あの娘こは!?）

　活発そうな大きな琥珀眼アンバーアイをもっと見開き、軍服のミニスカートを翻ひるがえしてスレンダーな身体からだを飛とび跳はねさせ《おーい》と親しげに呼んでくる彼女にぼくは足早に近づいてゆく。

「えっと、きみはたしか……！」

「キャシュロンド・クレム！　キャロンよキャロン、んもう！　おなじクラスの人間の顔と名前くらいちゃんと覚えといてよね？」

「そ、そうだ、キャロンだよね！」

「そうよ！　《バーテルミューデイ》には手造りチョコレートだってあげたでしょ？」

　前ぜん傾けい姿勢で腰こしに片手を当て、もう片方の手で立てた人差し指を左右に振ってくるキャロンにぼくは叱しかられてしまった。

　一年に一回、女の子が公然と好きな男の子にチョコを渡わたして告白できる《バーテルミューデイ》。ぼくも一年次生の時には手造りっぽいチョコを一つもらったんだけど、机の奧にあったその包み紙にはイニシャルがＣ・Ｋとしか書かれてなくって。

　特別手紙とかも入ってなかったから、誰かのいたずらかと思ってそのままにしてしまったんだ。

（じゃあこの娘こが、あの時チョコをくれた……）

　同級生といってもぼくとキャロンはほぼ接点がない。少なくともぼくの認識では。

　仲が悪かったとかじゃなくて、ぼくはセレーナのことで余裕がなくって毎日毎日勉強とか学校帰りの仕事で手て一いつ杯ぱいだったから。

《想念士》は能力タイプによっても授業が異なるからなおさら面識が薄うすいんだ。

　彼女の隣となりにはあと二人、こちらは男の子がおなじくシェイクトエリア直属軍の軍服を着て安あん堵どの表情でぼくを見ていた。

　一人目は中肉中背、女の子としてはわりとすらっと背の高いキャロンと並ぶとそんなに身みの丈たけが変わらない、顔も童顔で丸顔の男の子が気さくに手を上げてくる。

「よっ、カイム、おまえが俺らのボスだったのか？　俺の名前は覚えてくれてるんだろうな？　いちおう言っとくけど、クーイ・ヨアヒムだかんな」

　彼は赤毛で灰色アツシユの瞳ひとみをしており、鼻の頭には子供っぽさを助長するソバカスが浮ういている。頭には特ゴ殊ー眼グ鏡ルを乗せていて、特とく徴ちよう的なのは横倒ししたドラム缶かんと見み紛まがうばかりの大きくて円えん筒とう形けいの変わったリュックを背負っていることだ。これをなんに使うのか。

　続いて二人目の男の子が、軽く会釈をしてぼくに挨拶してきた。

「アイゼル・ヴァッシュだ。どんな上官と対面するのかわたしは気が気でなかったが、きみなら安心だ。実力人望、申し分ない。わたしのことは覚えていてくれてるだろうか？」

　アイゼルはクーイと対照的で背がとても高く、身長一・八マルテルはあるんだ。

　精せい悍かんなスポーツマン体型で肉づきもよく、背中まである長い黒くろ髪かみを縛しばっている。

　同色の真黒瞳ブラツクアイは大人びた彫ほりの深い顔立ちにとても合っていて、いかにもスポーツの才能だけじゃなく知性も窺うかがわせる爽さわやかな好男子イケメンだ。

（……ってごめん。期き待たいに沿えずもうしわけないけど、二人のこともほとんど覚えてないや）

　とはいえ二人ともキャロンとおなじぼくのクラスメートだったことくらい覚えている。

「そっか、……きみたちがこの小隊の新規メンバーだったんだね」

「うん、あたしたち養成学校でチーム組んでたから、まとめてロイ大佐に引ひき抜ぬかれちゃったの」

　そして話しているうちにだんだんと思い出してくる。そうそう、アイゼルだけ生まれが早くて一七歳で、あとの二人はまだぼくと同い年の一六歳だったような。

　肩かた口ぐちの階級章は全員、想念士養成学校入学時にもらえる《伍ご長ちよう》のままだ。

　特別親しいつき合いがあったわけじゃないけど三人とも気持ちのいい子たちで、

（彼らとなら、アイリーシュもきっと早くうち解けられるんじゃないかな）

　よかった、とぼくが胸を撫なでおろしていると、

「あれ？　ところでそこにいる中等部くらいの女の子はだあれ？」

　キャロンがキョトンと小首を傾かしげる。

「シェイクトエリア軍の軍服を着てるみたいね？　どうしたのお嬢じようちゃん？　コスプレかなにかかな？　うん？」

　前まえ屈かがみとなり優しいお姉さん口調で語りかける彼女の視線の先では、

（げっ）

　ここにいたるまで自分の部下たちにまるっきり無視をされ、あげくぼくを指揮官と勘違いされたアイリーシュが、情景描びよう写しや的にいうなら稲いな妻ずまみたいなものを背負って仁王立ちになっていた。

（目が三白眼になってる）

　試しに恐おそる恐る、彼女のつむじのあたりをちょんと指先で触さわってみると、

（……痛っ!?）

　ほんとに落らく雷らいした！　きっと枝毛ができるほど乾かん燥そうした静電気のせいだろう。

　よく見るとさっきせっかく切り落とした枝毛がいつの間にか、二本に増ぞう殖しよくしている。

（うわああ、すっかりアイリーシュのこと忘れてたよ）

　キャロンはつつつっと近づいてきて、

「ね、お嬢ちゃんここはね、一般人が近づくと危ないところなの。だからはやくお家うちに帰ったほうがいいわよ？」

　白手袋で頭をよい子よい子され、アイリーシュのこめかみにピシッと青筋が立つ。

（ま、まずい！）

　すると今度はクーイがのほほんと近づいてきた。

「しっかし美少女だな、どこの娘こだ？　俺住所アドレスとか聞いちゃっていい？」

（うわああ）

「はいこれ俺の連れん絡らく先さき、よかったら今度無線通信ちょうだいね」

　懐ふところの紙でメモを作ったクーイがアイリーシュの両手が《ぺぽろってぃ世》で塞ふさがっていたものだから、彼女の頭の上にこれをひょいと乗せると。四つ折りにされていた紙は静電気の力で羽根状に開きピュルルルルとプロペラみたいにどこか遠くへ飛んでいった。



    

  
    
      　アイリーシュのこめかみの青筋が、びきびきとさらに太くなる。

（もっ、もうこれ以上は、とっ、制と止めないと!?）

　しかしぼくが動くより先に怪け訝げんそうにアイゼルまで寄ってきてしまった。

「それにしても、今日わたしたちは指揮官殿どののほかに副官殿ともお会いする手はずとなっていたのだが……。カイム、見たところ《副官》殿がどこにもおられないようだが」

　その瞬しゆん間かん、ぶちりとなにかがキレる音がした。

　……。見れば彼女の枝毛が一〇本近くに増殖していた。

（も、もうだめだ！）

　つぎの瞬間、トン、トン、トン──とアイリーシュの脚が動く。

（……でる！　あ、アレが！）

　三度つま先で地面を踏ふみつけリズムを測るみたいに拍ひよう子しを取り。それをキャロン、クーイ、アイゼルの三人はなにかのダンスでも始まるのかしらと興きよう味み津しん々しんに見ている。刹せつ那な、

（うっ！）

　──とぼくが顔を両手で覆おおうと同時に、三人の悲鳴が轟とどろいていた。

「ぎゃ、あああああっつ!?」

「う、なんだ!?　うっ……っわあああああ!?」

「えっ、なに!?　ちょと、どうしたの!?　……きゃああああっつ!?」

　恐る恐る手をどけて視界を開くと。すでにクーイとアイゼルが仲よく地面に大の字になって白目を剥むいて口をあんぐり開け、脱だつ魂こん中で。

（頭ず突つきを喰くらったんだ）

　──アイリーシュ最大の必殺技で、脚を三回とんとんやるのはその前まえ触ぶれなんだ。

　そして現在進行形でキャロンがお尻しりを叩たたかれていた。

「きゃあああ、な、なにすんのよ～～～!?　痛い！　痛いってば～～!?」

　さすがに女の子相手に頭突きはまずいと思ったのだろう、だからといって容よう赦しやはなかった。アイリーシュは腕うでずくで前のめりに倒たおしたキャロンの背中に《ぺぽろってぃ世》を置き、空いた手でむんずと彼女の短いスカートを捲まくり上げ、丸出しとなったスポーティショーツ目がけてバシバシ手形が残るほど平手を叩きつけている。

（うわあ、むしろ頭突きのほうが一発で楽になれるぶん、ましなような）

「あーん、あたしがなにしたってのー!?　カイムくんの前でなんてかっこさせるのよ!?」

　お尻を真っ赤に腫はらして泣なき叫さけぶキャロンに、

「黙だまれ！　そこの失神している二名も！　いいかよく覚えておけ！　このわたしがこれからきさまらの指揮官となるアイリーシュ・シエラール小隊長だ！」

「え～～～!?　あっ、あなたが、あたしたちの指揮官だったの～～!?」

　しばらくしてようやくアイリーシュのお仕置きから解放されたキャロンは、もみじだらけのお尻を両手で押さえてぴょんぴょん地面を跳とびはねている。

（完全失神している二人の耳に、聞こえてないと思うけどな）

「そうだ！　今後はきさまらのそのふ抜けた学生根性を、ビシバシ鍛きたえなおしてやるつもりだから覚かく悟ごしておけ小こ娘むすめ!?」

「な、なにが小娘よ!?　そっちのほうがどー見たって小娘じゃない!?　もとはといえば隊長の威い厳げんがぜんぜんなさすぎるっ、そっちが悪いんだわ！」

「なにを!?」

「す、すごんだって怖こわかないわよ!?　あ、あなたなんかよりっ！　カイムくんのほうがずっと大人で、優しいしあたしたちの指揮官にはふさわしいんじゃないかしら？　いーっ」

　いきなりキャロンにぐいと肘ひじを引っぱられ、

（えっ!?　ぼ、ぼく!?）

　ぼくはそんなだいそれた、恐おそろしいこと……。

　すると今度はアイリーシュがぼくを引っぱり返し、

「そうなのかきさま!?　きさまいつから、そんな大だい胆たん不ふ敵てきな……!?」

（だから、ぼくには野心なんてぜんぜんなくって……）

　ていうか。なんでいつの間にかぼくが話の中心人物になっちゃってるの……？

「ええい、とにかくカイムを放せ！　こいつにはわたしが話がある！」

「いやよ!?　あなたこそ、カイムくんを放せばいいじゃない!?」

「……。というかきさま、さっきからカイムくんカイムくんと馴なれ馴れしいぞ!?」

「そっちこそ!?　カイム、カイムって偉えらそうに呼び捨てにして、何様のつもり!?」

「上官が部下を呼び捨ててなにがわるいか!?」

（あの、そろそろぼくの両りよう肩かたの耐たい久きゆう力が限界なんですけど……）

　刹那、ぐきん！　と。

　彼女たちに両側から引っぱられていたぼくの両りよう腕うでつけ根から破は滅めつの音が響ひびく。

「ぐ、き……？　わ、あ、……あ、あああああああっつ!?」

「カイム!?」

「きゃっ、カイムくん!?」

　たぶん、亜あ脱だつ臼きゆうした両肩の痛みでぼくの意識は遠のき──

「カイム!?　し、しっかりしろ、き、傷は浅いぞ!?」

「えーっ、どうしよ!?　カイムくん、ごめんなさい!?　わ、わざとじゃないのよ!?　カイムくーん！」

　フェードアウトする二人の声を聞きながら、ぼくは頭の片かた隅すみで思っていた。

（最初からこれじゃ……先が……思いやられるよ）



　　　　※



　しばらくして。

　ぼくのおでこと後頭部に気持ちのよい感かん触しよくがあって、ぼくは目を覚ます。

「カイムくん、ごめんなさい、痛かったでしょう？　あたし、なんてことを……」

　二つの感触の種類は違ちがっていて。おでこのほうはひんやりと。後頭部はやんわりと。

　見ればキャロンがぼくを膝ひざ枕まくらしてくれていて、おでこには彼女が近場の水道までわざわざ行ってきてくれたのだろう、湿しめったハンカチが乗せられていた。

（女の子の膝枕って、こんなに柔やわらかいものだったんだ）

　それを面白くなさそうな顔で、いちおうは心配してついててくれたのかな。

　アイリーシュが《ぺぽろってぃ世》を両腕で抱だいて横目で見ていた。

　なにをそんなにいらいらしているのか、いつもは家宝みたいに扱あつかっているヌイグルミの頭とかに何度もつねったみたいな痕あとがあって、いくつも毛玉ができている。

「ふん、……。よけいなところにしゃしゃり出てくるから、そんな目に遭あうのだ」

（そんなあ……）

　……。ぼくはただそばに立っていただけで、しゃしゃりでたおぼえはないのに。

「あなたね！　すこしは思いやりってものがないの？　あなただって、カイムくんこんな目に遭わせた当事者なんですからね!?」

　見ればぼくがダウンしているあいだに復活したのか、クーイとアイゼルが頭のてっぺんからつま先までピリピリに緊きん張ちようした《気をつけ！》の姿勢でアイリーシュの正面に並び立っていた。

　彼女はいらだった様子でクーイとアイゼルを呼びつける。

「……。おい、そこの両名、クーイにアイゼルと言ったな」

「はっ、なんでありますか!?　アイリーシュ小隊長殿！」

「な、なんでしょう……アイリーシュ小隊長」

（うわあ、もう鬼おに教官の緊きん迫ぱく感かんが漂ただよってる、さっきの頭突きでよっぽど懲こりたんだな）

　踵かかとを合わせて気の入った敬礼をする二人に、

「さっさと《無む窮きゆう領りよう域いき》に出るぞ。さっそくおまえたちの実力を見せてもらおう」

「い、いきなりで、ありますか!?」

「小隊長!?」

「なんだ、なにか不満か？　おまえたち、なんのためにわざわざ外がい壁へき通用門に呼び出されたと思っている？　すぐに実戦訓練に入るためとわたしは思っていたが」

　アイリーシュのつま先がまたもやトン、トン、トン、と地面を三度踏みつけると、これを見ていた二人の顔からスーッと血の気が引き、

「当然実戦訓練をするためであります！　アイリーシュ小隊長殿！」

「わ、わかりました、すぐに移動します！」

　クーイは道路に置きっぱなしだったリュックを背負って歩きだし、アイゼルは死し刑けい台に送られる囚しゆう人じんみたいな顔でついていく。

「カイム、なにをしている。おまえもいくぞ」

　部下二人を先導していたアイリーシュが立ち止まり声をかけてきた時だった。

「あ、あたしは!?　あたしだけ、なんにも声かけてもらってないんですけど!?」

　キャロンが呼び止めるとアイリーシュは鼻でせせら笑い、

「おっとすまんな？　わたしはどこぞの《想念士》に憧あこがれる街の小娘がコスプレでもしてうろちょろしているのかと思ったぞ。ここは一般人には危険なところだからな、はやく安全に家にでも帰ったほうがいい」

「……。あんた、いがいと根に持つ性格ね」

「ものごとを簡単に投げ出さない粘ねばり強づよい性格と言ってもらおうか」

「てか!?　さっきまであたしと喧けん嘩かしてたじゃないの!?」

「だったら！　ぐだぐだ言ってないで黙ってついてこんか！」

「いきますとも！　だからもう！　そんなに大きな声ださないでよ!?」

　……。わからない。

　なんでアイリーシュとキャロンって、こんなにソリが合わないんだろ。

　キャロンって、そんなに記き憶おくしてるわけじゃないけど養成学校時代はとても思いやりがあって優しい女の子だったんだよね。たしか。

　さっきだってぼくのことをちゃんと介かい抱ほうしてくれた。

　クラスメートが困っていると放っておけない、体力訓練で周回遅おくれの子と一いつ緒しよに走ってあげたり、学校を休んだ子に親身になって自分のノートを貸してあげたり。

　とかく面めん倒どう見みがよくって、誰だれからも好かれる女の子だったんだ。

（性格の合う、合わないなのかな）

　それならそれで、まあじっくりとみんなでうち解けあっていかなくちゃ。

　そうこうして抗こう体たい錠じよう剤ざいを服用したぼくたちは、顔見知りの衛兵に通用門を開けてもらって人の居住が禁止された三〇〇〇マルテルの緩かん衝しよう地帯を通る。

　抗体錠剤とはアイリーシュのお父さんの会社プラセータ・ルクオン・インダストリーが開発したもので、これを一錠じよう飲むだけで半日も《無窮領域》の有害な金属粉を無害化してくれる優れものなんだ。

　三〇〇〇マルテルの緩衝地帯、かつてはぼくの住んでいた──

　いまは機械残ざん骸がいにすっかり埋うもれてしまった廃はい墟きよの街並みだ。この死の街を通る時にはぼくだけでなく、小隊の全員が三年前の惨さん劇げき──《災さい厄やくの日》を思い出してつい無口になってしまう。

　やがてぼくらはかの日機械たちの攻こう撃げきで蜂はちの巣すみたいに穴だらけと化した、旧外壁へと辿たどり着ついた。

　みんなそれぞれ地表近くの手て頃ごろな穴を這はいつくばったり、腰こしを落としたり、一番通るのに苦労していたのはやはりクーイで彼は大きな筒つつ型リュックがつっかかってしまい、死ぬ思いで匍ほ匐ふく前進で外壁を進んでいた。そうこうして外壁を抜ぬけると、

「わあ……」

「すげぇ」

「これが……！」

　キャロン、クーイ、アイゼルの三人が感かん嘆たんのため息をもらす。

　突とつ然ぜん開けた視界の先ではウルバスに押し寄せるかのごとく密生した、幾いく千せん、万もの金属蔦つた絡からみ合う断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきと、その遥はるか下方に、地平のかなたまで拡がる無限の機械世界があった。三人は絶壁の縁ふちに立ち、

「なんというか、壮そう観かんね」

「こいつが《無窮領域》ってやつかよ……」

「カイム、仕事とはいえ……。よくきみは……こんな場所に出入りしていたな」

　ビュウビュウと崖がけ下したから吹ふき上げる風に前まえ髪がみを流す三人に、

「もうびびったか？　こんなことで度ど肝ぎもを抜かれてたらやっていけんぞ？」

「び、びびってなんかいないわよ、さ、どんどん行きましょ！」

　ここから《無窮領域》に降りていくには、一歩でも脚あしを踏ふみはずしたら一巻の終わりの蔦の急きゆう勾こう配ばいを進んでいかなくちゃいけない。

　呼吸を合わせたチームワークが大事だ。

　表面がつるつるで滑すべりやすく、おまけに足場がなだらかに湾わん曲きよくしているものだから、初心者どころか経験者だって気を抜けない難路だ。アイリーシュはクーイを手招き、

「クーイ伍ご長ちよう、おまえのリュックにワイヤーウィンチは入っているか？」

「はい、もちろんであります少しよう尉い殿どの、ワイヤーウィンチだけでなく信号弾だんライフルなど、《想念士》の必ひつ須す装具一式このリュックに収められています」

「よし、ならそれを出せ」

　すぐにクーイは手際よくリュックを背負ったままサイドポケットからウィンチを出し、

「どうぞ、アイリーシュ小隊長殿」

　ははーと、両手で差し出すクーイから満足げに受け取ったアイリーシュは、

「そのリュックは作戦行動中は、いつも持ち歩いているのか？」

「はい！　このリュックはわたしの分身であります」

「ならば今後は、おまえがアイリーシュ小隊の荷物運うん搬ぱん係だ。全員でつねに荷物を持ち歩くのは、万が一の際に対応に遅れがでるからな」

「そういうことでしたら、おまかせください！　自分のこのリュックはそこらの安物とはぜんぜん性能が違いますからね、小隊ぶんの荷物くらい、らくらく運べますよ」

　クーイが腰を捻ひねるとリュックの底や側面にエアクッションの噴ふん出しゆつ口があり、空気がバフーッと出てくる。荷物が大量におよぶ時にはこれで負担を軽減させるのだろう。

　収納性も見た目以上によさそうで、筒のなかだけじゃなく外側にまで水すい筒とうをぶらさげられそうなフックとか、いろいろ出っぱっていた。

「頼たのもしいかぎりだ、おおいに気にいったぞ」

「お誉ほめに預かりまして」

　恭うやうやしく一礼するクーイにぼくは思わず感心してしまう。

（なんて要領いいんだろう、あの気難しいアイリーシュにもう気に入られちゃうなんて）

　きっと彼の特技は、どんな相手にも好かれてしまうことなんだろうな。

　そうしてまずはアイリーシュがお手本として、金属蔦の新芽みたいな出っ張りにワイヤーウィンチを引っかけて絶壁を降りてゆく。ぼくら残りの面々もあとに続いた。

　そんな時だった。クーイがよけいな一言を発したのは。

「──しっかしさあ、もしここでこのワイヤーがプチッといっちゃったら俺ら全員ボウルリングの球転がしみたいに天国まで一直線だよな、あははははは」

　その瞬しゆん間かん小隊の動きが全員一いつ致ちでぴたりと停まり。

　ビュウウオオオオオオ、と──乾いた風が吹き抜ける。

「……。クーイ、あなた、冗じよう談だんを言う時と場所をわきまえなさいよね」

「……。以前からきみの冗談に、わたしは笑えた試しがなかったのだ」

　……。うん、なんだかどんどん思い出してきたよ。

（そういえばクーイのあだ名って、《空気が読めないナンバーワン》だった）

　お調子者すぎて。

「……。クーイ伍長、崖がけを降りるまで口を開くことを禁じる」

　冷ひや汗あせたらたらのアイリーシュに、クーイははきはきと返事をした。

「はい！　承知したであります、アイリーシュ小隊長殿！」



　　　　３



　そうこうしてようやく《無窮領域》に降り立ったぼくたちの初訓練が始まった。

　小隊長アイリーシュと副官のぼくの前に新人三人が整列する。

　ここら一帯は《無窮領域》のなかでも比ひ較かく的てき地形的特とく徴ちようにとぼしい、便べん宜ぎ上じよう《ゴミ山タイプ》と呼ばれている廃はい棄き物ぶつ処理場みたいな地形の場所なんだ。

「ではまず各自、どんな能力を持っているのか順番に披ひ露ろうしてもらおう」

　なにしろぼくらは彼らの能力をなにも知らないんだから。

　ぼくも同級生だったとはいえ、授業が《特とく殊しゆ生存技能型》の専門講義中心だったので彼らの訓練風景なんてほとんど目にしたことがない。

（なんだかぼくも、どきどきしてきちゃったな）

　緊きん張ちようのたたずまいの三人に、

「そんなに固くなることはない、あくまでおまえたちの個性を見極めさせてもらうことが目的だ」

　アイリーシュは持っていた《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミを宙に放り投げ、

「つまりだ。我がアイリーシュ小隊の基本戦術はこうなる。いかにして最大攻撃能力を誇ほこる真《ぺぽろってぃ世》の主しゆ砲ほうをより正確に、確実に、敵に命中させるか、だ。これを実現するためのおまえたちの適材適所をわたしは見たい」

　彼女の頭上では、空中に静止したヌイグルミに周囲に散らかっていた機械屑くずやパイプ、金属板などが猛もう然ぜんと飛来してきてパズルさながらに接合していき、分厚く巨きよ大だいな外骨格を形成していった。

　数刻後、アイリーシュの直上には全高七マルテルはある機械巨人が浮ふ遊ゆうしていた。

《おおおおおおおっ》と新人三人からどよめきの声があがる。

　アイリーシュは少し得意げに、

「こいつがその我が依より代しろ、真《ぺぽろってぃ世》だ。さらにもう一段、真《ぺぽろってぃ世》改にまで変形できるがいまはそこまでの必要もあるまい。参考までにその第二形態の全装填武器斉射ゼクトウエポン・フアイアルは理論値で、シェイクトエリアの四分の一を吹っ飛とばせる威い力りよくだ」

　さらに《おおおおっ》と、どよめく三人。

「しかしパワーが凄すごいぶん弱点もある。主砲発射までのエネルギー充じゆう填てんに極きよく端たんに時間がかかってしまう点だ。ついでにいったん発射してしまえば、エネルギーの再充填にもおそろしく時間がかかる。まあ一いち撃げき必殺か空から振ぶりかの極端な攻撃が中心の機体と思ってもらっておおむね間ま違ちがいない」

　ふむふむ、なるほど──と電子メモを打っていた三人を代表してキャロンが挙手する。

「理解したわ。つまりその真《ぺぽろってぃ世》の主砲発射までの援えん護ごと、その攻撃を敵に命あ中てさせるためのフォローが、あたしたちの役目ってことね」

「そうだ」

　大おお股また開きで腕うでを組んだアイリーシュは、自分の指ではなく精神操作で操った頭上の真《ぺぽろってぃ世》の巨大な指でびしっと新人三人を指差し、

「いまからおこなう訓練結果をもとに、アイリーシュ小隊における戦せん闘とうフォーメーションを決定する。そのつもりでおまえたちおおいに自己アピールにはげめ」

　納得したキャロン、クーイ、アイゼルは顔を寄せてごそごそ相談すると、

「はい、ではアイリーシュ小隊長殿どの、自分からやらせていただきたいであります！」

　最初に立候補したのはクーイだった。

「いいだろう、主体性のあるやつは好ましい」

　許可されたクーイはへへっと鼻の頭を人差し指で擦こすり、例の巨きよ大だい筒つつ型がたリュックの側面スイッチを押す。と、リュックの両サイドからなにか発射口っぽい部品パーツが飛び出してきて彼の双そう肩けんに密着した。

（なんか出てきた、あれでなにをする気だろう）

　すると、

「精神接続！　機械構造、装着開始！」

　クーイの呼びかけに呼応して《ゴミ山》機械平原の機械屑が、つぎからつぎへと飛ひ翔しようしてきて彼の筒型リュックに貼はりついてゆく。

　外装完成、内装完成、配線がつながり、接合部分が噛かみ合ってゆき、そうして数刻後、彼の肩かた口ぐちリュックはシェイクトエリア直属軍機甲連隊が用いるような重装備の携帯大砲ランチヤーへと変へん貌ぼうを遂とげていた。

（あれが、クーイの武器!?　なら彼は、《間接戦闘型》だったんだ……！）

　砲ほう身しんの全体にある排はい気き口から不定期に姿勢バランス制せい御ぎよ用ようのエアクッションが噴ふん射しやされ、いかにも一撃で装そう甲こう車両くらいふっ飛ばせそうなごつさだ。

「ほう、なかなか、破は壊かい力りよくがありそうな代しろ物ものだな」

「こいつは破壊力もまあまあですが、最大装填数二〇連発、多機能搭とう載さいでいろいろと便利なんですよ」

「ほほう？」

「そんななかでも俺自身、もっとも得意とするところは精密射しや撃げきなんですけどね」

「精密射撃……？　そんな、反動のでかそうなランチャーでか？」

「ま、見ててください」

　クーイは砲身についた引き金を引いて、ぼひゅっ、ぼひゅっ、ぼひゅひゅっ、とランチャーを連射する。

　さして狙ねらいを定さだめる様子もなく。

　口笛混じりに適当な感じで撃うっている砲ほう弾だんは一〇〇マルテルほど離はなれていた、ぼくらが《無む窮きゆう領域》に降りてくる時通ったあの金属蔦の絶壁にことごとく命中していった。

　とはいっても。あの蔦は最大級のものだと直径がビルくらいあって、クーイが狙っているのはまさにそのビルサイズのやつだ。……あんなものに、いくら命あ中たったところで精密射撃の腕うで前まえの証明とはいえないと思うんだけどな。

　ぼくとアイリーシュが訝いぶかしんでいると、

「あっ！」

「ほう!?」

　なんと。驚おどろくべきことに金属蔦には、どでかいキャンバスさながらに砲ほう撃げきの破は壊かい痕あとで《超ちよう絶ぜつ美少女アイリーシュ・シエラールここに見参！》と描えがかれていた。

（……。じょ、上官へのヨイショもここまでやれば立派だ）

　よほどランチャーの射しや程てい距きよ離りや破壊力、跳ちよう弾だんの角度など計算しつくさないとあんなまねできないだろう。

　言うだけあってクーイの精密射撃の腕前は超ちよう一いち流りゆうだ。

（というか、……たった二〇発の砲弾で《超絶》とかどうやって描いたんだろう）

「どんなもんです？　アイリーシュ小隊長殿」

　ランチャーを地面に降ろし、褒ほめられることを想定してか、先取りしてお辞じ儀ぎし頭を撫なでられる準備をしていたクーイを。

「うむ、すばらしい腕前だ、これなら即そく戦せん力りよくとして申し分あるまい」

　アイリーシュはにこやかに呼びつけて、

「はは──って、ぐっあっつ!?　な、なぜ!?　小隊長殿!?」

　……彼の脳天には、ぐがんっ！　とアイリーシュのゲンコツが炸さく裂れつしていた。

「なぜもへったくれもあるか!?　あんなみっともないもの金属蔦つたに彫ほりおって!?　あれではわたしのフルネームはウルバス最悪の観光名所になってしまうではないか!?」

「そ、そんな……お、俺はよかれと思って……！」

「彫るんなら自分の名前にしろ!?　いいか！　とにかくあの文字はおまえが責任もって消しておけ！」

「ええ～～!?　む、無理ですよ!?　だって弾たまだって使い切っちゃいましたよ!?」

　頭を抱かかえて蹲うずくまるクーイをいっさい無視するアイリーシュに、今度はアイゼルが控ひかえ目めに声をかけてくる。

「──その、こんどはわたしの能力を披露してもいいでしょうか」

「おお、そこのお調子者は放置しておいていい。アイゼル、やってみせろ」

　許可されたアイゼルが全身に力を蓄たくわえるように両手に握にぎり拳こぶしを作ると、彼目がけて《無窮領域》の機械残ざん骸がいがどんどん飛翔してきて。

　先のクーイのランチャーさながらにその軍服や身体からだに貼りついていく。

「精神接続、機械装甲、装着！」

　やがて完成した彼の《機械装甲》は甲こう殻かく生物の外骨格にも似た、全身を完全防護する形の金属鎧よろいだった。その姿を見てアイリーシュが興奮気味に叫さけぶ。

「おまえ、《直接戦闘型》だったのか!?」

　ぼくだって興奮して心のなかで思わず叫んでしまう。

（やった、なんて、ツイてるんだ!?）

　だってそれくらい、嬉うれしいことだったんだ。

「こいつは、思わぬ拾いものだな……いや驚いた」

「本当だねアイリーシュ、《直接戦闘型》が一人いてくれれば、ぼくら小隊の連れん携けいパターンが無数に拡がるよ！」

　優ゆう秀しゆうな《直接戦闘型》が一人チームにいてくれたら、それだけで助けられること数限りない。

　たとえば彼が敵を食い止めているあいだに、真《ぺぽろってぃ世》の主砲エネルギーを蓄えたり。接近戦に弱い《間接戦闘型》を身を盾たてにして護ってもらったり。

　だからこそ《直接戦闘型》はどこの小隊でも引っ張りだこで、需じゆ要ようがありすぎて、まさかぼくたちみたいな新参の小隊に廻まわしてもらえるなんて……。

（これもロイ大たい佐さが、なにかと気を遣つかってくれたんだろうな）

「こいつはもしかしたら、新人三人のなかで最大の逸いつ材ざいかもしれん」

　期待もひとしおで、ぼくらはアイゼルの模も擬ぎ演えん技ぎを見まもる。

「では、いきます」

　呼吸を整えた彼は、まずは小手調べとばかりに足場の悪い《ゴミ山タイプ》の金属大地を渡わたり鳥どりなみの速さで走り始める。鋼線や金属瓦が礫れきの折り重なる丘おかだろうと砂すな地じ獄ごくみたいに鉄てつ屑くずの横よこ滑すべりする窪くぼ地ちだろうと関係なく、アイゼルは直線で突つき進すすみ、

（すばらしいスピードだ！）

　機械装甲の補助を受けた彼の走力はたぶん目算で、シェイクトエリア直属軍機甲連隊の最新式特とく殊しゆ装そう甲こう車両にも匹ひつ敵てきするものだ。しかも彼は平地しか走は行しれない車両と違ちがい、どんな悪路でもおかまいなしだ。機械の樹木もよじ登れれば、ちょっとした断層だって跳とび越こえられる。まさしく無敵の機動性能──

　と、今度はアイゼルはひと際太い幹の金属樹木の前でやおら立ち止まり、腰こしを深く落としたかと思うと正せい拳けん突づきの構えをとる。

「こぉおおおお……はあっ！」

　渾こん身しんの気き迫はくとともに彼が樹木に拳を叩たたきこむと、つぎの瞬しゆん間かん金属樹木はぼこっと根っこごと倒れ大だい音おん響きようを響ひびかせ金属粉を巻きあげた。

（パワーも優秀だ、あれなら……戦車と綱つな引ひきしたって勝てる！）

　直後、

「おい！　危ないぞ!?」

　アイリーシュが叫ぶ。さっきアイゼルが倒した木が、そばで不安定に組み重なっていた鉄骨型の機械残骸を直ちよく撃げきしていたんだ。

　その衝しよう撃げきで鉄骨は雪崩なだれを起こし、その下に立っていたアイゼルに襲おそいかかる。

「おい、なにぼやっとしてる！　避よけろ!?」

　が、彼はアイリーシュの呼びかけにかまわず、

「──こぉおおおおおお」

　息吹いぶきを発し、甲かつ冑ちゆうをまとった全身を力ませる。たったそれだけで、

（！）

「なっ!?」

　アイゼルにぶつかってきた鉄骨という鉄骨はすべて杭くいを避けて通る水流のごとく、右へ左へと弾はじかれていった。

　ふーと深呼吸をして、模擬演技を終えた彼は帰ってくる。

「いかがだったでしょうか、アイリーシュ小隊長？　カイム、きみも」

「うむ、文句のつけようがない、走そう、攻こう、守しゆ、みごとにバランスのとれた人材だ」

「うん、きみになら安心してアイリーシュ小隊の前衛をまかせられるよ」

　ぼくの太たい鼓こ判ばんに、だがしかし、

「あ、いや、そこまで言ってもらうつもりで聞いたわけではないのだが……」

　恐きよう縮しゆくしているのか、彼は焦あせって手を振ふって否定してきた。

（謙けん虚きよ、なのかな？）

　と、すっかり忘れ去られていたクーイがまだ頭を抱えて地面に蹲っている。

「あんたもおばかねえ、あと先考えずにやるから……」

　同情したキャロンに声をかけられたクーイが顔をあげると、彼は鼻水を垂らし目を真っ赤に腫はらしていて、

（……。人知れず泣いてたのか、気づかなかった）

「いいわ、あたしにまかせなさい」

　キャロンはミニスカートからポケットティッシュを出してクーイの洟はなみずをかませると、彼の背中をパシッと叩いて立ちあがらせた。

「ほら、あんたもシャンとする！　あんたにも手伝ってもらわなきゃなんないんだから」

　言いつつ彼女は地面に置きっぱなしだったランチャーをクーイに担がせ。

（なにする気だろう）

　ぼくとアイリーシュが注目するなか金属地面に屈かがみ、ずっとはめていた大きな白手て袋ぶくろで金属地面をすーり、すーり、と念入りにさすりだした。すると、

（えっ!?）

「なっ!?」

　彼女がマッサージよろしく手を動かしていると、金属地面が瞬またたく間まにぐにゃぐにゃと不定形になり、柔やわらかくなっていった。

　その柔らかくなった金属地面を粘ねん土どを扱あつかうみたいにひと塊かたまり掬すくいあげると、今度はキャロンは両手を器用に使って金属粘土の形を整え始める。

　こねて、こねて、引ひき伸のばして丸めて──

　しばらくすると。彼女の掌てのひらには一つの砲弾が完成していた。

「はいできあがりっ、あたしお手製の《特製焼しよう夷い弾だん》よ」

　一連の工程を見ていたアイリーシュがびっくりして呟つぶやく。

「おまえ《変性加工型》の《想念士》だったのか、こいつは珍めずらしい」

「でしょ？　はーいクーイ渡すわよー、信管ぶつけると爆ばく発はつするから気をつけてねー」

　口ぶりのわりにかなりアバウトに、ぼくがひやひやしてしまうくらいに軽いノリでキャロンはクーイに砲弾をパスしてしまい。

　これを受け取ったクーイはさっきまでの泣き顔が嘘うそのように復活し、ランチャー側面サイドの弾だん倉そうに装填セツトした。

「おおお、これでなんとかなるぜ！」

　クーイが狙ねらいをつけたのは、さっき彼がアイリーシュの名前を刻んでしまったあの金属蔦だ。

「照準よし、射程よーし、……そおりゃ！」

　ぼむっ！　と放たれたお手製焼夷弾は飛んでいく勢いこそひょろひょろと、あまり勢いは感じられなかったものの、そこから先が凄すごかった。

　機械絶ぜつ壁ぺきに命中するや目も眩くらむ光線が迸ほとばしり、クーイが最初に連射していたあの砲ほう弾だんの数倍にもおよぶ爆ばく炎えんと煙けむりが拡がってゆく。

（すごい……熱気だ、うあああっつ!?）

「ぐっ……これは!?」

　金属絶壁から一〇〇マルテルも離はなれていたのに、ぼくらは熱くて一いつ瞬しゆん息もできなくなるほどで、腕うでで顔面を護まもらなくちゃいけなかったんだ。

　そんなぼくらが眇すがめた目で目もく撃げきした光景は、あの落書き地帯一帯が燃え盛る火の海と化しどろどろに熔よう解かいして崩くずれ落ちる壮そう大だいな焔ひ柱ばしらと朱しゆの瀑ばく布ふの競演だった。

　濛もう々もうと黒こく煙えんが天を焦こがし、そのあまりの威い力りよくにぼくもアイリーシュも戦せん慄りつをおぼえる。

「どう？　これがあたしの能力よ？」

《無む窮きゆう領域》の金属をさまざまに加工してその特性を変性させる《変性加工型》──得意げに胸を張るキャロンだったけど得意げになるにじゅうぶん値する能力だった。

「あ、ああ……そうとうなものだ」

　反発していたアイリーシュでさえ文句なしに認めざるをえない力、キャロンは嬉しそうに人差し指と中指でＶヴイーダの字を作る。

「いや、おまえだけでなく、ほかの二名もな。これは想像以上に、我がアイリーシュ小隊は人材に恵めぐまれていたかもしれん」

　高評価に、

「やったわね！」

「よっしゃ！」

「い、いや小隊長、わたしだけはそこまで高評価に値するかどうか……」

　アイゼルだけは控え目だったものの、新人三人はハイタッチをして歓よろこびを分かち合った。



　　　　４



　そうしてキャロンたちの実力もわかり、あとはウルバスに帰き還かんしてロイ大佐から正式な小隊への任務を待つだけとなった時。

　突とつ然ぜん、ぼくらの軍服の内ポケットに常備している《特とく殊しゆ生体エネルギー》感知器が振動バイブした。

「!?　アイリーシュ！」

「……！　……わかっている、こっちのも鳴った！　まずはセレーナを呼び出せ！」

《特殊生体エネルギー》感知器は近くに《掃そう討とう者しや》がいることを報しらせるもので、キャロン、クーイ、アイゼルも当然常備している。

　彼らの顔は訓練時とうって変わり、緊きん迫ぱく感かん漂ただようものとなっていた。

　ぼくがつねに左耳にはめているイヤリングに手で触ふれると、涙なみだ型の宝石が光って少し眠ねむそうな無線音声が聞こえてくる。

『ん……っむ……どうしたですかお兄ちゃん？　まだお昼前でありますよー？』

　不ふ機き嫌げんではない、単純にまだちょっと寝ねぼけている声だ。

（昨日は、チャット仲間と話が弾はずんじゃってたみたいだからな）

　何回かは、注意してみたんだけどね。だいぶ夜よる遅おそくまで。

「ごめん、寝てたところを起こしちゃって悪かったね」

『あ、ぜんぜんそゆんじゃないです！　ただセレーナ、今日はお兄ちゃんが《無窮領域》に出る用事はないと思ってたですから、油断しちゃったですよ』

　と、段々目が覚めてきた雰ふん囲い気きの妹は、

『あれ？　アイリーシュお姉ちゃん以外の人たちもそこにいるみたいですね？　どなたです？』

「うん、いまは立てこんでるから、それよりまたセレーナの力を借りなくちゃいけなさそうなんだ。いいかい？」

『もちろんですよ』

　言ってる間にもぼくたちがいたところから数十マルテルほど離れていた、金属片が散乱する大地が盛り上がる。

　と、いきなり大きなドアくらいある直角三角形の背びれが機械残ざん骸がいを突き破やぶって地表に出現し、そいつは不規則な湾わん曲きよく軌き道どうを描えがきながらザザザ──と金属地面の機械群を押し分けぼくたちのほうへと迫せまってきた。

「アイリーシュ！　なんだあれ、金属のゴミ山の下を泳いでいるよ!?」

「ちいっ、とにかく散開だ！　かたまってるとやられるぞ!?」

　直後、声も出せずにいたキャロンたちはおのおのもつれる脚あしで、それでもおよそ二年かけて染みついた想念士候補生の訓練の成果が発揮されたのだろう、本能的に身体からだを動かしてその場から離れる。

「ほらもたもたするな！　どうした新人ども!?」

　彼らの退たい避ひと安全をまず見届けてから、ぼくとアイリーシュも遅おくればせながら全速力でばらばらに後退する。

　するとほんの半刻前までぼくたちのいた場所にジグザグに到とう達たつした背びれが周辺の機械残骸に山やま崩くずれを起こし、その中心から背びれの主が凶きよう暴ぼうな鼻はな面づらをのぞかせた。

（でかい！）

　子供なら丸まる呑のみ、大人の人間でも数回の咀そ嚼しやくで肉につ塊かいにされそうな大口──。生はえ替かわる前の予備の歯が幾いく層そうにも奧へと並んだ乱雑な牙きば、空くう洞どうがぽっかり開いているだけに見える深しん淵えんの眼。その顔は、ウルバスの湖こ畔はんなどに生息する淡たん水すいサメそっくりに見える。

　ただし水辺とは粘ねん度どが段だん違ちがいの金属の海を自在に泳げるだけあり、全身にはびっしりと、凍とう土どに食いこむハーケンさながらに逆立った鱗うろこが生えていた。

「なんだ、こいつ……跳とぶ気か!?　警けい戒かいしろ！」

　サメがさらに上体を持ちあげると、露あらわとなった胸びれやもとから見えていた背びれは鋭するどく研けん磨まされた妖よう刀とうの体ていをなしていた。

　硬こう質しつの金属をあのひれで斬きり裂さき、硬かたそうな鼻面でドリルみたいに地面を掘ほり進みながら地中での進路を確保しているんだろう。

　一番やっかいそうな大おお顎あごに噛かまれなくてもあのひれに触れただけでただではすまない。ぼくらに逃にげられて目標を失った《掃討者》はそのまま全身のバネを使って機械残骸から跳び出すと、大空高くぼくらが見上げるほどの高さまでジャンプする。

　そうして背びれ、胸びれ、尾おびれを大きくうねらせて鼻先を地上側に向けるよう空中で体勢を入いれ替えると、

（!?　今度は上空から、体当たりをしかけてくるつもりか!?）

　推定重量一、二、バウルム、ちょっとした岩がん塊かいなみの重さがある。

　あんなものに押おし潰つぶされたら、──しかし、

「ふん、そうくると思ったわ！」

　ジャッと金属片を踏ふみしめ急停止、敵に向かって方向転てん換かんしたアイリーシュはいきなり空くうを手刀で縦に切断するゼスチャーをする。

　と、Ｇｕｇｙａａａａａｏｏ！　と人語には正しく翻ほん訳やくできない《掃討者》の発声が辺あたりにこだまし、見れば金属大地の隆りゆう起きから敵の出現地点を正しく予測していたアイリーシュがさっきキャロンたちの実力を測った時からずっと機械巨きよ人じんのままでいさせていた真《ぺぽろってぃ世》を背後から忍しのび寄よらせ。

　空中でサメの後頭部に思いきり重量級チョップを喰くらわせていた。

　不意打ちを喰らった《掃討者》はもんどり打って地面に撃げき墜ついされ、身体をくの字に曲げて再び鼻先から機械大地の下へと身を潜ひそめていく。

　が、ぼくらを襲おそうのを諦あきらめた感じではない。

　やつは執しゆう念ねんぶかく、ぼこぼことこちらの包ほう囲い網もうを狭せばめるように地下の回遊を始めた。

　サメの軌き道どうに沿って機械残骸が隆起するのが、威い嚇かく的でかなり不気味だ。

「よしいいぞ！　これで時間が稼かせげる！　新兵どもなにをしている!?　いまのうちに陣じん形けいを立て直せ!?　わたしが《ぺぽろってぃ》で威嚇している隙すきに、《直接戦せん闘とう型》のアイゼルを中心に集合するんだ！」

　と、いまの一幕で完全に目が覚めたらしいセレーナが、

『わかったですお兄ちゃん、あの《掃討者》の特とく徴ちようが！　あの《掃討者》の名前は《傲ごう慢まんなる咀嚼》、その名のとおり頑がん健けんな大顎と牙でどんなものでも噛み砕くだいちゃうですよ！　それと胸びれとか尾びれとかは、ぜんぶ刃は物ものですからぜったい触さわっちゃだめです！』

（やっぱりか！　あのひれには、要注意だ！）

　まだ謎なぞの多い鉱化病には奇き妙みような副作用があって、発病者は金属粉と同化することで機械の記き憶おくをものにできる。すなわち《掃討者》の種類や《罠トラツプ》の特性といった《無窮領域》の知識だ。

　これは《特殊生存技能型》の《想念士》であるぼくには欠かせないもので、だからぼくとセレーナは一心同体──二人で一人の《想念士》なんだ。

　セレーナは追加説明で、

『ほかには特別な能力とかなくて、それとこのあたりにある《罠トラツプ》ですが──』

　これは偶ぐう然ぜんなのかもしれないけど城じよう塞さい型都市国家ウルバス周辺の《掃討者》は、なぜかそれほど戦レ闘ベ力ルが高くなくて。都市を離れて《無窮領域》の奥地へと足を進めるほどどういう理り屈くつか敵は強くなっていくんだ。本当に、どういう理屈か。

　もちろんこの法則は普ふ遍へんじゃないし戦レ闘ベ力ルが高くないといってもそれはあくまで相対的な意味合いしか持たないのだけれど、それでもこの法則はおおいにぼくらの判断材料となる。話を聞き終えたぼくはセレーナにお礼を言って通信を切った。

「アイリーシュ、セレーナの話だと、こいつは力はあるけど能力が単純で、対処できないことはないみたいだよ！」

「そうか、わかった」

　アイリーシュはいまだ茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっている新人三名に、

「くおらああっつ！　目を覚ませ新兵三人ども！　いつまで呆ほうけているか!?」

　そこでようやく、キャロンたちははっと我に返る。

「すぐにやつがまた向かってくるぞ！　どうやら幸いにしていまのアイリーシュ小隊でもじゅうぶん戦える相手のようだ、ここは迎むかえ撃うつ、腹をくくれ」

「ええっ!?　い、いきなりなに言い出すのよ!?　仮想訓練機シミユレーターじゃないのよ!?　そ、そんな、急に言われたって……」

「そ、そうですよアイリーシュ小隊長殿どの、今日は訓練が目的だったんじゃ!?」

「訓練もへちまもあるか!?　げんに目の前に敵が迫っているだろう!?　どのみち逃げたところでやつはどこまでも追ってくるぞ!?」

「！」

「！」

　活を入れられキャロンもクーイもはたと気づく。

「そ、そうね……あたしたち、ここで逃げたらなんのために《想念士》になったのか」

「──やれやれ、自分もヨアヒム家の家訓、思いだしちまいましたよ。《想念士》たる者ウルバスの《盾たて》となれ、とね」

「いい教えではないか。──おたつくな、あんなサメ公、さっき見せてもらったおまえたちの実力なら敵ではない。むしろ腕うで試だめしにちょうどいいくらいだ」

　──《初めての戦い》は誰だれだって怖こわい。ぼくだって、初の機械残骸集めの時には螺ね子じ一本採ってくることもできずに《無む窮きゆう領域》から逃げ帰かえってきてしまったんだ。あのアイリーシュでさえ、心の支え《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミの前で心細さのあまり頬ほおを濡ぬらしていた。

　でも《想念士》であろうとするなら、誰だって避さけては通れない道なんだ。

　ましていまのぼくたちには、一刻も早く成長しなければいけない理由がある。

　カラルモ軍は、こちらの成長を悠ゆう長ちように待っていてはくれないのだから。

（がんばるんだ、キャロン、クーイ、ここが成長の分かれ目になるんだから）

「そこまで期待されちゃったら、やるしかないわね、いいわ、腹をくくったわ」

　それにしても。アイゼルの反応がなにもないのが気にかかる。

　彼は一番遠くまで退避していて、かろうじてシルエットがわかるくらい一人飛とび抜ぬけて離はなれてしまっている。

（なにもこんな時に《直接戦闘型》の脚きやく力りよくを発揮しなくっても）

　そりゃあ散開命令はあったけど、あまり単独行動になると連れん携けいが基本の《想念士》にとっては危険なのに。

「よし、覚かく悟ごは決まったみたいだな。カイム、おまえは全体の指揮を執とれ！」

「わかった！」

「わたしはこのまま真《ぺぽろってぃ世》の主しゆ砲ほう発射態勢に入る！」

《傲慢なる咀嚼》はさっきの真《ぺぽろってぃ世》のチョップで慎しん重ちようになったのか、いまはこちらを遠巻きに地下を泳いでいる。

　ぼくは敵《掃そう討とう者しや》の位置を確認しつつ走りだし、

「じゃあキャロン、クーイ、アイゼル！　三人はぼくの指示に従って！　これよりアイリーシュ小隊の基本戦術どおりぼくたちは真《ぺぽろってぃ世》の主しゆ砲ほう援えん護ごにまわる！」

「はいっ！」

「らじゃー」

《想念士》の戦いは、一人一人個別に戦闘してもその力は半減してしまうんだ。

　連帯精神に基づいた《連携コンビネーシヨン》こそが肝きもだから。そういう意味では今回は、アイリーシュ小隊の連携能力もたしかめられるいい機会だったかもしれない。

「じゃあとりあえず、あたしたちさっきの指示どおりアイゼルを中心に集まるわねっ！」

「こっちはおまえの言うように動くから、遠えん慮りよなく指示出ししてくれ」

　が、なぜかいまだに陣形の基点となるアイゼルから返答がない。

　そういえばなんだかさっきから、直立したままぴくりとも動いていないように見えるんだけど。

（……気になる、これは一度しっかり、確認したほうがいいかな）

　だが、まずはそのまえに《罠トラツプ》の起動だ。

　ぼくが戦場全体を見み渡わたせる指揮に適した《高さ》を求め、走ってゆき飛び乗ったのは、金属大地から円柱状に生えていた突とつ起きだった。

「可う動ごけ！　《タカノボリノキ》！」

　ぼくの加重に反応し《タカノボリノキ》はぐんぐん空に向かって伸びてゆく。

　五マルテル。一〇マルテル。高度はあがるも、あまり高すぎても戦せん況きようが把は握あくしづらい。ぼくは適度に広こう範はん囲いを見渡せる十数マルテルほどの高さで想念ブレーキをかけ、《罠トラツプ》の上じよう昇しようを停める。これでじゅうぶんだ、ここを大本営に定めよう。

　続いて胸もとから、ポケットサイズの携けい帯たい通信機を取り出す。

　通信機は《想念士》の必ひつ須すアイテムの一つで、ぼくは指揮をしやすくするために多窓画面マルチウインドウを開くも。声だけ届けばいいほかの隊員はべつにポケットのなかだろうと首からぶらさげてようと、好きな場所で周波数だけ合わせてくれていればオーケーだ。

「アイリーシュ小隊全隊員に告ぐ！　携帯通信機、自動周波数設定スイッチオン！　カメラモードは特定の指示がないかぎりオンオフ自己裁量で！　接続リンク先は全隊員相互マルチとする！」

　ぼくの通信を聞いてアイリーシュを筆頭に面々が胸もと、スカートのサイドポケット、ランチャーのフックなど各自いじると、連続してパッ、パッ、パッ、とぼくの通信機のウィンドウ画面にアイリーシュ、キャロン、クーイの名めい称しようと階級が表示される。

『あーあー、こちらアイリーシュだ、聞こえてるか？』

『やっほーカイムくんー、現在アイゼルのところに接近中！　接近中！』

『いぜん距きよ離りあり！　距離あり！　ってか離れすぎだろ……アイゼル、どんだけ逃げ足あし速いんだ!?　ぜーは、ぜー、ぜー』

　ところが、やはりアイゼルの名前だけはだいぶ待ってみても侵入ログインしてこない。

（おかしい、やっぱりどう考えても）

　まさかぼくの声が……聞こえてないんじゃ。

　遠目に見える彼の実体もぜんぜん通信機とか、取りだしてる気配がないし。

　角度も悪くて、アイゼルの表情とかぼくのところからだとなにも見えない。

（これは、キャロンとクーイの報告待ちしかないな）

　アイリーシュも両手をバンザイの形にして真《ぺぽろってぃ世》の主砲エネルギーを充じゆう填てんし、いらいらとつま先で地面を叩たたいていた。一度、──二度と。

　そこでようやくキャロンが。重たいランチャーを背負うクーイよりひと足先に、アイゼルのもとにはまだたどり着かないものの横から廻まわりこんでいって見やすい角度にきて、彼の横顔を視認する。

　いったん立ち止まった彼女がボディスーツのポケットから折おり畳たたみ式のハンドサイズ電子双そう眼がん鏡きようを取りだし、目に当てた瞬しゆん間かん、地声でもここまで届くくらいの、声帯がひっくり返ってそうな彼女の大声が響ひびいた。

『あ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っつ！』

『な、な、なにごとだ!?　どっ、どうした!?』

「キャロン!?」

　クーイは驚おどろいてランチャーの重みで尻しりもちをつき、キャロンは呆け顔で目から双眼鏡を離し返こ答たえた。

『アイゼルってば、……白目剥むいて《気絶》しちゃってる』

「えええええええええええっつ!?」

『なぁああにぃいいいいいいいいいっ!?』

『まじかよおい!?』

　ぼくのマルチ画面にクーイのカメラ中ちゆう継けいを利用してパッと現れたキャロンは、のろのろ双眼鏡をしまいながら何度も首を縦にふり、証しよう拠ことばかりに。

　今度は自分の携帯通信で超ちよう望遠動画モードの動画を送ってくる。

　すると緊きん張ちよう感かんの削そがれるやたらポップでノリノリな着信音がして、ぼくの通信画面にはアイゼルがかくんと首を横に倒たおし、心理描びよう写しや的にいうなら口から白いもやっとした魂たましいらしき物体を抜け出させている映像が転送受信ダウンロードされてきた。

（でも、どうして!?　なにがアイゼルを失神させたんだ!?）

　まさかあの《掃討者》に神経ガス、あるいは脳のう細さい胞ぼうだけを破は壊かいするような恐おそるべき特とく殊しゆ音波能力でもあった、とでもいうのか!?

「……。だとしたら完全に、ぼくの判断ミスだ」

　思わず口に出してしまったぼくの声を聞いて、キャロンが言った。

『あ、そういうのとは、違ちがうと思うな、あたし……』

「え……違う？」

　すると彼女は言いにくそうにおずおずと、

『あのね、アイゼルってば緊きん張ちようがピークに達すると気絶しちゃうっていう、す、すこーし変わった癖があるんだー。ちょ、《直接戦せん闘とう型》の《想念士》にしては、す、少しばかり個性的な癖よね、あ、は、あははははは……』

　場を少しでも和ませようとしてか乾いた笑いを響かせる彼女の多窓画面マルチウインドウは、しかし逃にげるようにだんだんと小さくなりフェードアウトしていった。

　しーんと静まり返るなか。

　ザザーン──

　ザザザザーン──

　パシャリッ、と。遠くで地下を回遊していた《掃討者》が空中に飛びだし、水族館の白イルカルの曲芸よろしく後方三回転半宙返りを披ひ露ろうしてまた地中へと戻もどっていく。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後。

『なぁあああにいぃぃいいいいっつ!?』

　通信機のスピーカーが音割れするほどのアイリーシュの怒ど声せいが響き渡わたった。

　そこに聞こえてくる、クーイののほほんとした独ひとり言ごと。

『しっかしアイゼルのやつも悪あ癖れさえなければなあ……。スポーツ万能、成績優ゆう秀しゆう、人格紳しん士し、男前、あんな完かん璧ぺき人間がよりにもよって──《直接戦闘型》のくせに人一倍肝っ玉が小さいってんだからなあ』

『えーい、なにを他ひ人と事ごとみたいに!?』

『……アイゼルって気の弱さが超悲観マイナス思考になっちゃってるから、おおかた《傲ごう慢まんなる咀そ嚼しやく》に喰くい殺される自分の姿でも想像して、勝手に失神しちゃったんじゃないかしら』

　わざわざ通信に戻ってきてつけくわえるキャロンに、

『て、っ、敵と戦う前に自じ爆ばくする《直接戦闘型》がどこにいるらら!?』

　……。あまりの怒いかりに、アイリーシュはろれつが回っていない。

『あ、で、でもほら、あれでなかなか頼たのもしいのよ!?　プ、プレッシャーのかからない練習とか、ただの訓練ならそれはもう優秀な能力を発揮するんだから！』

『そーいうのを弾たまの出ん小しよう銃じゆう！　走らん車両くるま！　総じてただの役立たずというのだ!?』

（やれやれ……なんて、人ひと騒さわがせな）

　ぼくがため息を吐ついたその時。

『って、あああ、そんなこと言ってる場合じゃないわ！　アイゼルが食べられちゃう!?』

　キャロンの声に目を向けると立ちつくしている彼目がけ、《傲慢なる咀嚼》の掘くつ削さくする金属残ざん骸がいの盛り土が猛もう然ぜんと迫せまっていた。

（まずい、目をつけられたか!?）

『いかん！　起きろアイゼル!?』

　するとクーイがめんどくさそうながらも慣れた調子で、

『しゃーねーな、起きろよアイゼル』

　彼は近くで適当な丸くて小石大の金属片を見つけると、自分の肩口ランチャーにセットする。

　そうしてサイドのレバーを倒し威い力りよくを《最弱》に弱めると発射。放物線を描えがいて飛んでいった小石はアイゼルの機械装そう甲こうの背中にあたると、ぐわわわーんと鐘かねみたいな、けっこういい音が響いた。その物音で彼は目を覚ます。

（……。ああやって仮想訓練機シミユレーターとかでも、しょっちゅう起こしてたんだろうな）

　試験みたいな緊張する時には。

『！　こ、ここは……!?　わ、わたしはいったい、いままでなにを!?』

　きょろきょろと辺りを見回しているアイゼルに、

『おーいアイゼルー！　寝ね起おきであれだけど、はやく逃げないとやばいぞー！』

　ちっとも緊きん迫ぱく感かんのないクーイの声にサメとの焦しよう点てんが合い、アイゼルは恐慌パニツクを起こす。

『う、うわあぁぁぁあああっつ!?』

『はやくはやくー！　逃げて！　逃げてー！』

　ところが。

『うわああっ！』

　よりにもよってアイゼルはいきなり頭を両手で掻かきむしると、大おお柄がらな体たい躯くを小柄な女の子よりも小さく丸めて地面に蹲うずくまってしまう。

「えっ!?」

『なっ!?』

『ばかー!?　敵がもう目前に迫ってるのに座りこんでどーすんのー!?』

『根性で立ちあがれー』

　すると、舌打ちしたアイリーシュが、

『ち、世話の焼ける！』

　主しゆ砲ほうエネルギーの充填を中断し、真《ぺぽろってぃ世》の両眼から威力最小のビームを発射する。ビームはアイゼルのすぐ足もとに着ちやく弾だんし、周囲の地面を抉えぐった。

『う、うわっ!?』

　すかさず立ちあがって飛とび退のく彼に、アイリーシュが怒ど鳴なりつける。

『みろ、動けんふりなんぞと、やれば動けるではないか!?』

　が、抗こう議ぎしてきたのはアイゼルではなくキャロンだった。

『こらー、ばか指揮官ー!?　アイゼルに命あ中たったらどうすんのよー!?』

　彼女はやっとアイゼルのもとに辿たどり着つき、ビームと九死に一生を得たショックで膝ひざが笑っている彼に肩を貸していた。

　ついでにいえば《傲慢なる咀嚼》はアイゼルを立たせたビームに驚き方向転てん換かんし、いまはまた距離をとって地中に潜せん伏ぷくしている。ここにもアイリーシュの狙ねらいはあったんだ。

『ぐだぐだぬかすな、あのていどの攻こう撃げき、命あ中たったところでそいつの機械装甲なら少し焦こげ跡あとがつく程度だ！』

『そーいう問題じゃないでしょ!?』

『ではあのまま《人体の開き》にでもなってればよかったのか!?　おまえがそうやって甘やかしてばかりいるから、そんな腑ふ抜ぬけの《直接戦闘型》なんぞができあがるんだ！』

『あ、あたしのせいだっての!?』

（……。また始まっちゃった）

『仲間への思いやりは連れん携けいを命とする、《想念士》の基本精神でしょ!?』

『思いやりはいい！　しかしおまえのはただの過保護だ！』

　お互たがい言ってることにそう間違いはないのにどうしてこう感情的になっちゃうんだろ。アイリーシュはビシッとアイゼル、キャロン、クーイを指差し、

『とにかく全員よく聞け！　いっさいの泣き言をわたしは許さん！　それが我がアイリーシュ小隊の方針だ！　《想念士》であるならば戦え！　従えないなら隊を出ていってもらう！』

　厳然たる宣告にさしものアイゼルも──

『……わ、わかりました。……小隊長がそうまで仰おつしやられるのでしたら、やってみます』

　自信はまるでなさげながら、退路を断たれしかたなしに戦う決意を返信してくる。

『初めから自信のあるやつなどいない。問題は恐きよう怖ふ心しんを克こく服ふくするかどうかだ』

　厳しい餞はなむけを噛かみ締しめたアイゼルは、肩を貸してくれていたキャロンから離はなれ仲間たちに謝罪した。

『二人に迷めい惑わくをかけた、わたしに意い気く地じがないばかりに』

『そんな……。怖こわいのはあたりまえだわ、だってあなたは戦列の最前線で戦わなくちゃいけない《直接戦闘型》じゃない』

『ま、なんとかがんばってみようぜ』

《直接戦闘型》はほかの仲間たちの命をも預かる──

　それは戦闘の恐怖とはべつの重圧をも受ける。

（だからといって、……彼にはこの試練を自分で乗のり越こえてもらわなくちゃいけないんだ）

　ただがんばってほしい、それだけの思いでぼくもアイゼルを見た。

『さあ、無む駄だ話ばなしはそれまでだ、《ぺぽろってぃ》の威い嚇かくもいつまでももたんぞ』

《ぺぽろってぃ》を空中で横よこ軸じく回転させて警けい戒かいしているアイリーシュだって、本当は期待しているに違いない。

『カイム、きみにもいろいろすまなかった』

「……ぼくはかまわないけど、心の整理はいいかい？」

『……。できている、とは言いがたいがやるしかない。命令を言ってくれ』

　ぼくは彼の克こつ己きを信じるほかなかった。

　残る新人二人にも作戦を伝えるため無線機の集音マイクに口を近づける。

「──では、まずキャロン、きみにはレーザーの反射板を創つくってもらいたいんだけどやれるかい？」

『うんまかせといて、すぐにとりかかるわ！』

「手早く、なるたけ大きいのを頼むよ。ただしアイゼルの持ち運べるサイズのを」

　彼女は機械残骸のクズ山から白手て袋ぶくろで機械を寄せ集めると、練ったり伸のばしたり、地面に置いて掌てのひらでパンパン叩たたいたりしてあっという間に自分の《作品》を完成させる。

『はい、できあがったわ』

　彼女がうーんしょっ、と、両手で重そうに持ち上げたのは、巨きよ大だいウチワを彷ほう彿ふつとさせる特大《手鏡》だった。

　キャロンは手鏡の中央に自分の顔を映して解説してくる。

『この真んなかの部分がレーザーの反射鏡になってるの、よろしいかしら？』

「ありがとうキャロン、じゃあそれをアイゼルに渡して」

　キャロンは汗あせだくとなり、ずりずり手鏡を引きずってアイゼルにこれを渡す。

　彼は片かた腕うでで平然とこれを受け取り、……この力を戦せん闘とうでぞんぶんに発揮してくれたら本当にたくましくて頼たよれる《直接戦闘型》なんだけどな。

「つぎにアイゼル、きみには真《ぺぽろってぃ世》の主砲エネルギー充じゆう填てんが終わったら、《傲慢なる咀嚼》が地表に飛び出してくるタイミングを見計らってその手鏡を使ってもらいたい。もしアイリーシュの主砲がかわされた場合でもきみが背後の死角からレーザーを跳はね返せば、敵《掃そう討とう者しや》は避よけられないはずだ」

『なるほど、作戦自体はすばらしいな、あとは……』

　アイゼルは重い息を吐き、とどめを刺さす大役に戸と惑まどっている。

　早くも負の妄もう想そう連れん鎖さに押おし潰つぶされそうなのか、彼の顔色は蒼そう白はくさをとおり越し蒼あお紫むらさきにまでなっていったが、ぼくにはどうしてあげようもなかった。最後にぼくは、

「クーイには援えん護ご射しや撃げきで時じ間かん稼かせぎをやってもらいたい。アイリーシュの、主砲エネルギー充じゆう填てん完かん了りようまでだ。きみの精密射しや撃げきなら《掃討者》の軌き道どうを制せい御ぎよするのに適しているから」

『ほいよ、じゃあこっちのランチャー弾たま切ぎれだから、キャロンに砲ほう弾だん頼たのむわ』

『はーい、引き受けたわ』

　そうして一通り作戦説明は終わり。

　ぼくらアイリーシュ小隊の、真の実力試しが開始はじまった。



　　　　※



　アイリーシュのエネルギー充填完了まで、アイゼルにやることはない。

　彼は落ち着かなげに巨大手鏡を担ぎ、自分の出番をいまかいまかと気を揉もんでいたが、……時おりぴたりと動かなくなっては突とつ発ぱつ性せい神経胃い炎えんでも発はつ症しようしているのか、前まえ屈かがみになって嘔え吐ずいたりしている。

（本当に、だいじょうぶかな）

　不安いっぱいのぼくをよそにクーイはお気楽な調子で、

『ほいさ、あらよっ、ほいほいほい～のほいほいほいっと』

　軽快にランチャーを撃うちまくっていた。

　地下に潜ひそむ《傲ごう慢まんなる咀そ嚼しやく》がぼくらを襲おそおうとすれば、必ずいったん地表付近に上じよう昇しようしてくる。その機械残骸の《微び妙みような変化》を狙い撃ちしていたんだ。

　さすがにクーイの狙いは百発百中で安定感がある。

　そんな彼にキャロンはせっせと砲ほう弾だんを渡わたしながら息切れして、

『ク、クーイ、あ、あんた……さっきから、ちょっとは砲た弾ま創るほうの身にもなりなさいよ!?　ポンポンポンポンありがたみもなくっ！　これ一個創るのに、どんだけ精神疲ひ労ろうすると思ってんのっ!?　ぜー、ぜー』

『いやー、これでなかなかスカッとするんだよな、ランチャー派手にぶっ放すのって』

『……。あたしはあんたの、ストレス解消の道具じゃありませんっ』

『んなこといったってさあ、野や郎ろうの動きを止めるには撃つしかねーじゃん？』

『……。わかってるわよ、わかってて言ったのよ。それでも言わずにおれなかったあたしの気持ちも察して欲しいわ』

　そんなキャロンも三〇と七発を創り終えたところで《もーう、だめっ！》と、地面に大の字に倒たおれてしまう。

（うわ……大変だったね、ご苦労さまキャロン）

《掃討者》もクーイの威い嚇かく射しや撃げきのかいあってそんなに積極的に攻せめてくる感じじゃないし、彼女には精神エネルギーを回復してもらうためにも少しでも休んでいてもらおう。

　キャロンは金属粉にくすんだマルクアルトゥスの空を見あげ、

『あーあ、それにしても神さまってば残ざん酷こく、あたしみたいに最前線の最前衛でもばりばりにがんばれちゃう娘こがなんでよりにもよって《変性加工型》なのかしら。……。アイゼルは、《直接戦闘型》なのに』

『キャロンおまえ、入学当初から前衛志望だったもんな』

『……あたし養成学校の願書志望欄らんに、《直接戦闘型》のところに《三重》の《花マル》つけといたの』

　しみじみ呟つぶやく彼女に同情といたわりの気持ちからか、クーイは弾だん倉そうが空となったランチャーの機能切きり替かえサイドレバーを《巨大ドライヤー》に変か更えて発射口を彼女に向ける。するとランチャーの発射口からブォーッと涼すずしげな風が吹ふきつけ、キャロンは気持ちよさそうに目を閉じた。と、

（うっ!?）

　この威嚇射撃の中断を待ちかまえていたように、活動を活発化させた《掃討者》が突とつ然ぜん地上に跳とび上がる。

「きゃっ!?」

「おのれ……死んだふりをしていたか！」

《傲慢なる咀嚼》が跳んだのは、キャロンたちからそう離れていない位置だ。やつは金属大地の付近でいきなりバタバタと派手に背びれや尾おびれを動かしている。

　すると《無む窮きゆう領域》のそこかしこに堆た積まっていた金属粉が、一挙に舞まいあがった。

（煙えん幕まく!?）

　こんな手を使われるなんて……これじゃあ、なにも見えない!?

『ぐっ……こざかしいまねを!?　かはっ！　かはっ!?』

『げーほげほげほ、げーほげほげほ、い……息ができないわ!?』

　そこに混線してくるアイゼルの悲鳴、

『なんだ、これは!?　う、わ、うわああああああああああっつ!?』

『どうしたアイゼル!?　報告しろ！』

『アイリーシュ小隊長殿どの！　こっちからは……なんにも見えませーん!?』

　刹せつ那な、

『きゃあああああああっつ!?』

　キャロンの金切り声が無線機から聞こえてきた。

「キャロン!?」

『どうした!?』

　ぼくとアイリーシュの呼びかけに──

　彼女はぼくらを凍こおりつかせる最悪の返信を寄こしてきた──

『アイゼルが！　アイゼルが……！』

『アイゼルがどうした!?』

『アイゼルの……首が転がってきたの！』



　!?



　アイリーシュ小隊の時と間きが停こ止おる──

　ぼくも、アイリーシュも、クーイも。ドッドッドッドッとぼくの血圧が急きゆう上じよう昇しようし、真逆に全身の体温は低くなる。鳥とり肌はだが立ち、なのに背中には大量の冷ひや汗をかいていて。

　ぼくは震ふるえて握あく力りよくがなくなる指先でかろうじて通信機を落とさないよう握にぎっていた。

　キャロンの悲痛の状じよう況きよう報告は続く。

『煙けむりを……煙のなかをね！　ア……アイゼルの首が飛んできて！　それでね……それが地面に落っこちてね……！　だからあたしはね……あたし……！』

　涙なみだ声ごえになりながらも必死に報告しようとキャロンは伝えてくる。

　──考えられる状況は一つだ。視界を煙幕で塞ふさがれたところに《掃討者》のあのひれを命あ中てられたんだ。装そう甲こうに護られていない、もっとも弱い首を的確に──

（ぼくの……責任だ！）

　どんな《掃討者》でも危険がともなうと、あれほどわかっていたのに！

　謝罪しようがない。アイゼルにも。彼のご家族とか、彼を大事に思うすべての人たちにも。隊を預かる責任者として──

　ぼく以上に責任を感じているであろうアイリーシュにいたっては、乱れた呼吸だけが無線機を通じて聞こえてきた。

　土ぼこりなどよりずっと重い金属粉の煙幕はすぐに地上に沈ちん殿でんし、視界が開ける。

　つぎの瞬しゆん間かん、

『あ、あ、ああ～～～～～～～～～～～っつ!?』

　またしても、キャロンの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

『こんどは……なんだ!?』

　聞くのが怖こわくとも隊長の役割として聞かずにはいられない、アイリーシュに、

『ご、ごめんなさい……』

「キャロン？」

『ア、アイゼルの首だと思ってたの──。じ、じつは……あたしがさっき創った《巨大手鏡》の丸い《鏡》のところだった……みたい、あは、あは、あははは……』



　！



　煙幕が晴れてキャロンがズーム撮さつ影えいしてきた動画には、長なが柄えの真んなか付近でぶっつり切断されたレーザー反射板が映しだされていた。……たしかに、視界不良のなかじゃこの形が人の頭に見えなくもない。それにしても！

『な、な、……なんという人ひと騒さわがせなやつだ!?』

　ちなみにアイゼルは切断された残り半分のレーザー反射板の柄えを持ったまま、鏡のそばで落差半マルテルていどの窪くぼみに脚あしを滑すべらせて白目になって失神している。

『人間の頭と手鏡の区別もつかない小こ娘むすめといい!?　大おお仰ぎような鎧よろいを着こんでおきながら、ちょっと脚を滑らせてケツを打ったくらいで気絶する腰こし抜ぬけといい!?』

　すると地面にへたりこんでいたクーイがぼやく。

『やれやれ……さすがは《八割引きの女》ってところか』

（八割引きの女？）

『なんだ、それは！』

『あ、いや、アイリーシュ小隊長殿、キャシュロンド・クレム伍ご長ちようは人並みはずれたうっかり者でありまして。そのためいつも憶おく測そくで大げさにものを喋しやべる癖くせがあり、我々クラスメートのあいだでは《彼女の話は八割引きで聞け》というのがお約束だったのであります』

『どんな《お約束》だ!?』

　……ぼくも初耳だ。

『し、失礼ね!?　人を特売のお野菜みたいに言わないで！』

『言い返せる立場か!?』

『……うう、ごめんなさい。立場じゃありません』

『……。ふん、とにかくさっさと《掃そう討とう者しや》をかたづけるぞ！　もうあんな騒さわぎはごめんだ』

　実際さっきはたまたま斬きられたのが手鏡ですんだけど、アイゼルが本当に首を斬られていた可能性だってあるんだから。早急に決着をつける必要があった。

『真《ぺぽろってぃ世》の主しゆ砲ほうエネルギー充じゆう填てんは、完全充填フルチヤージとはいかんが完かん了りようしている！　最大出力の一〇〇分の一、これだけあればあんなサメ倒すのに問題あるまい！』

　するとクーイが、

『それではアイリーシュ小隊長殿、自分がまたランチャーでアイゼル起こしますか？』

『そんなめんどうなまねいらん、これでじゅうぶんだ』

　彼女は自分の無線機に限界まで唇くちびるを近づけると、すーっと大きく息を吸いこみ、

『くぅぅおおおおおらあああああああぁっ！』

　腹の底から叫さけび声ごえを発し、続けざま、手に持った通信機の集音マイクをガンガン拳こぶしで殴なぐりつける。その物音でビクッとアイゼルは目を覚ました。

『起きたか、このヘタレ《想念士》モドキニセダマシウソツキ！』

（よくとっさにそこまで、罵ば詈り雑ぞう言ごんを……）

　頭に寝ね癖ぐせをつけて呆ぼう然ぜんとしているアイゼルにアイリーシュは容よう赦しやなく、

『よく聞け!?　おまえのだめさ加減はよくわかった！　おまえは殻からさえ割れていない蟲むしの卵だ！　クーイは使いものになる！　小娘は人騒がせだが、変性加工能力は一級品だ！　しかしおまえだけは根っこの部分が腐くさっている！　まれにみる逸いつ材ざいと思っていたわたし自身が恥はずかしいわ!?』

　するとキャロンがすかさず、

『……!?　ちょ、ちょっと、なにもそこまで言うこと……！　アイゼルだってアイゼルなりに──』

　キャロンを無視してなおもアイリーシュは続ける。

『潜せん在ざい能力は認めよう！　ぞんぶんに発揮できればおまえはあるいは小隊一の実力者となれるかもしれん！　しかしいまのおまえにはなにも期待できん！　だがせめて、この仕事だけはきっちりまっとうして蟲の卵からかえって、蝶ちようとはいわん、蛾がのイモムシくらいには成長してみせろ！』

（蛾の卵からかえるのは、イモムシじゃなくて毛虫のような……）

　それはアイリーシュの最さい後ご通つう牒ちように等しかった──

　しかしこれだけ失態を犯していてもまだアイリーシュは彼を《使う》と言っているのだ。隊から外すのではなく。だったらがんばってやるしかない。

（踏ふみ止とどまるんだアイゼル、ここで失敗したらほんとうに見放されてしまうよ）

　……厳しいようでも小隊は仲よしグループじゃない。敵と戦い仲間を護る。

　だからこそ《必要》《不必要》の取しゆ捨しや選せん択たくは明確におこなわれる。

　そしてアイリーシュは指揮官として、選別しなければいけないんだ。

（アイゼル当人にとっても、《直接戦せん闘とう型》の自覚なく隊に残るのは不幸なことだ）

　最悪、自分だけでなく仲間の命まで道連れにしかねないのだから。

　もうじゅうぶんにアイリーシュの意図が伝わったであろうアイゼルは神しん妙みような面おももちで、そばに落ちていた柄が半分になってしまったレーザー反射板を拾いにゆく。

『やれるの、……アイゼル？』

『だいじょうぶかよ、おい？』

　同期の二人に、

『アイリーシュ小隊長の仰おつしやられることはもっともだ。最後の仕事くらいこなせなければ、わたしがきみたちと一いつ緒しよにいられる理由はどこにもない』

　彼はこのうえなくぎこちない笑顔を見せた。

　精せい一いつ杯ぱいの強がりと、心に眠ねむる自負心をもたげさせようとする努力の笑顔を。

　柄が短くなってしまっていても反射板はまだ使える。あと試されるのは勇気だけだ。

　ぼくも、キャロンも、クーイも、──アイリーシュも見守るしかできない。

『──落ちついてやれ、簡単な仕事だ。おまえならできる。本来の実力を出しきりさえすればな』

　あれだけ罵ば倒とうしながらもまだ願うように、アイリーシュが言葉を添そえる。

『アイリーシュ小隊長……』

　彼女は無言で手旗信号の要領で依代に指示し、真《ぺぽろってぃ世》の口を開かせる。口こう腔こう内に主砲の砲ほう塔とうが閃ひらめき、発射準備態勢は整った。

　アイゼルは傍はた目めにもわかるくらい、巨きよ大だい手鏡を持つ両手をぶるぶる震わせていた。

　そんな彼は金属地面の些さ細さいな地割れや波打ちも見み逃のがさず、この《変化》を頼たよりに地中の《掃討者》の位置を推察し廻まわりこめる位置へと移動していく。

（だいじょうぶ、……がんばるんだアイゼル！）

　全員が息を呑のみ、《掃討者》が金属大地から飛び出してくるタイミングを窺うかがい、そして、

『!?　出たぞ！　アイゼル……準備はいいか撃うつぞ！』

　アイゼルは生なま唾つばを呑み顎あごを上下させる。うまい！　彼は的確に《掃討者》がジャンプしたちょうどその背後に待まち伏ぶせしていた。これなら、絶対に成功する！

『主砲発射！』

　アイリーシュも好機と見たのだろう、声を発する。

　同時に真《ぺぽろってぃ世》の口腔から最大出力時の一〇〇分の一の、それでも氾はん濫らんする大河なみのど迫はく力りよくがある虹にじ色いろのレーザー光が迸ほとばしった。

　命中寸前《傲ごう慢まんなる咀そ嚼しやく》は宙で身をよじり第一射をかわしたものの、

（《掃討者》の体勢がくずれている！　ここでアイゼルからの跳弾がくればかわせない！）

　つぎの瞬間だった。

『……っ、だ、だめだ！　やはり……すまない！　わたしには、無理なんだ！』

「えっ!?」

『なに!?』

『へ……？』

『アイゼル、おま!?』

　なんていうことだろうアイゼルはぎりぎりで任務放ほう棄きし、よりにもよって反射板を立てたまま中ちゆう途と半はん端ぱにレーザーの命あ中たるかっこうで地面にしゃがんでしまう。おかげで、

「あ！」

『あ！』

『あ！』

『あ！』

　レーザーは思いもよらぬ方向へと跳はね返され、ぼくらの頭上を飛とび越こえる弾だん道どうを描えがいて進んでいく。

　それを目で追うぼくらの視線の先には、城塞型都市国家ウルバスの外がい壁へきがあった。

　呆然──としているぼくらの前で、直後、巨大なきのこ雲が立たち昇のぼる。

　大だい音おん響きように軍服を肩かたからずらし、放心して立ちつくすアイリーシュ小隊一同の足もとに。

　カラカラと、その飛来元を特定するのも怖ろしい小さな破片が幾いくつも飛んでくる。





　そして翌日──

　この一件はシェイクトエリア中のテレビ、新聞、ネット掲けい示じ板ばん、各メディアのトップニュースを飾かざってしまったんだ。

　そのタイトルはそれぞれ、



《ウルバス外壁に謎なぞの砲ほう撃げき》

《ついに人類破は滅めつの日きたる!?》

《災さい厄やくの日の悪夢再び》

《カラルモ軍による総そう攻こう撃げきの開始か》



　──という、ものだった。



　　　　※



　エイズナエリア首都バルグモアール。

《気高き象ぞう牙げの台座うてな》とも呼ばれる旧エイズナ評議会議事堂。この尖せん塔とうに黒衣をまとった一人の女が佇たたずみ、己おのが手にした《閉へい鎖さ世界の一いち翼よく》を眺ながめていた。

　カラルモ軍元げん帥すい、兼けん、カラルモ三務省総統《継けい承しよう者しや》ガルシア・ウィンフォードだ。

　雄ゆう途との征せい服ふく者しやでありながらどこか物もの憂うい紫水晶アメジストの瞳ひとみに映るのは、その輝かがやきにも匹ひつ敵てきする絶景。一国の首府にして、無機的な金属舗ほ装そうを余よ儀ぎなくされる都市空間を削けずってまで維い持じされた美しい野原。豊かな黄金の稲いな穂ほ実る田園。深みのある湖水。ウルバス外壁の高さをも上回る頂いただきに万年雪積もる峻しゆん険けんな山並み。そのどれもがほかのエリアでは見がたい、あるいはまったく見られない豊ほう潤じゆんなる自然の賜たま物ものだった。

「──美しい国ですね、エイズナは何度訪れても」

　さらけ出した素顔いっぱいに澄すんだ風を受けとめるガルシアの声は。

《継承者》として振ふる舞まい演説をおこなう時よりもずっと柔やわらかい。

　いまは彼女のそばに、彼女がもっとも心許せる腹心しかいないからだった。

「エイズナは送風装置エアダクトで循じゆん環かんするだけのウルバスの大気の、浄じよう化か源げんともいわれています。それだけに空気がよいのでしょう」

「ふふ、そうですねレイン」

「はい、ガルシア様」

　主君とふたりきりでいられる時間をこの世の至福のように。受け答えするガルシアの腹心は、主より三歩ほど下がって衛士のごとく控ひかえていた。

　年ねん齢れいはガルシアより若いが成人の域に達するくらいには歳を重ねている。

　黒くろ髪かみをざっくりと、潔く武人らしく首のあたりで切った女性武官だ。

　背はヒールの高い履はき物ものを履いたガルシアにはおよばないが、それでも女としては相当ある。黒衣を召めす《継承者》への忠誠の現れか、彼女は黒の割合の多い軍服を着ておりその肉体は細身で非常によく引ひき締しまっていた。

　その両の眼は彼女の主がいま見ている黄金の稲穂とおなじ色をしている。

「……。レイン、お願いです。くれぐれもエイズナの民と国土を傷つけないよう」

「配はい慮りよいたしております。この国の者たちも、国土も、すべてはガルシア様の民なのですから」

「感謝します」

「わたしはあなた様の《影かげ》でございます。ただ命令だけ仰っていただければ、感謝のお気持ちなど……。畏おそれ多おおいことでございます」

　自発的に床ゆかに片かた膝ひざをついて臣下の礼をとるレインに、

「それと、アイリーシュのことですが」

　レインは傾けい聴ちようする。

「あなたのもとに、──いえ、わたしに逢あいにきたそうですね」

「もうしわけございません。ガルシア様の御依代《紅き六瞳の獣けもの》を、半死に追いこまれました」

「いえ、それを責めているのではありません」

「軍務省《人造掃そう討とう者》開発局にて、現在生体組織を蘇そ生せい中です。が、自己修復機能にかなりの機能不全を起こしており、いましばらく復活に時間がかかります」

「わかりました」

　ガルシアは臣下に対するというより実の妹に接するような慈じ愛あいの眼差しで、レインの手を取り失策に頭を垂れる彼女を立たせた。

　ガルシアは金属粉の乾かん季き、放出期問わず、これほど澄み渡わたった空を眺められるのはエイズナだけという抜ぬけるような蒼そう穹きゆうに瞳を向け、

「ルクオン……」

　彼女は呼んだ男の幻げん影えいを空に幻み視ていた。

「我が盟と友もよ……。あなたはわたしに、なにを望みますか」

　思おもい悩なやむ主君を見かね、レインが懊おう悩のうのすえ口を開く。

「……。ガルシア様、我らが覇は道どうを歩むはすべてウルバスのためにございます」

「わかっています、……そう、でしたね」

「ならばたとえルクオン卿きようの遺児といえど、我らの前にいま一度立ちはだかる時には」

　ガルシアは沈ちん鬱うつの面もちで言葉につまる。が、エイズナの空を飛ぶ小鳥たちの群を見て、自然を眺め、長考の果てに腰こしに帯びていた儀ぎ礼れい用の剣けんに触ふれた。

「わたしは《イークレオンの遺産》を継承せし者」

「御ぎよ意い」

「──一〇〇年受うけ継つがれし、自らの宿命に殉じゆんじるつもりです」

　彼女が僅わずかに捻ひねってずらした剣の柄つかの奧には、薄うす光びかりする、一枚の極小金属板マイクロチツプが納められていた。

「レイン、これから発たちますか？」

「は、ゴスタフが対シェイクトエリア戦線における諜ちよう報ほう活動拠きよ点てんを新たに設立したと伝えてまいりました」

「ゴスタフが？」

「やつらはルクオン卿と違ちがい日和ひより見み主義者、油断はしておりません。なればわたし自身がかの地におもむき監かん視ししてまいります」

「じゅうぶんに気をつけてください、苦労をかけます」

　レインは僭せん越えつを承知で、というもの言いで訴うつたえる。

「ガルシア様、いっそ、ゴスタフに圧力をかけてやつらをシェイクトエリアから完全撤てつ退たいさせてはいかがでしょう」

「彼らを？」

「つねに我らの監視の目ゆき届くところにあらば、やつらに寝ね首くびを掻かかれることもありません。シェイクトエリア軍も事実上無力化でき、上策かと」

「──それはなりません、どれだけ危険が増そうとルクオンの《抗こう体たい錠じよう剤ざい》はウルバス全体の命いのち綱づな。シェイクトエリアの暴挙に備えるためにも市民たちへの供給は断てません」

「──そうでした」

「それよりもシェイクトエリアは《二桁連隊ダブルナンバー》を中心とした防衛部隊を《Ａａアルパ》区画に集中させてくることでしょう。ならばこちらはその裏を突つきましょう。ゴスタフ査察も同時に、おこなえるはずです」

　一礼したレインは、尖塔の奧間へと闇やみに溶とけるように消えていった。
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　第一〇連隊本部、連隊長執しつ務む室しつの前にやってきたぼくは怖こわ々ごわとノックをする。

「誰だれだ！　入れ！」

　殺気立った声がすぐに返ってきて、ぼくがびくつきながら入室すると、執務席には眼まなこを血走らせたアイリーシュが座っていた。

「おおなんだ、おまえか」

　カチャリ、と机の下から不ふ穏おんな音がしたので見てみると、安全装置を外した信号弾だんライフルが転がっていた。ぼくがたったいま開けた扉とびらには、

《アイゼル・ヴァッシュ、絶対面会お断り》

　と張り紙が貼はられ、あとからつけ足したみたいに、

《キャシュロンド・クレム、クーイ・ヨアヒム両名も同様とする》

　とも、重ねて張り紙が貼られている。

　ぼくがその対象者ではなかったので銃じゆうを降ろしてくれたのだろう。

「お疲つかれさま、たいへんだったね……って、まだ真っ最中か」

「おまえもな、関係各所へのお詫わび行あん脚ぎや疲れたろう」

　ぴりぴりした切り返しにぼくは苦笑いするも、言葉にはしなかった。

　ロイ大たい佐さに借りている机の上にはここ三日、アイリーシュがこの部屋でカンヅメになって書きあげろと大佐に命令された書類の山がもう一〇〇枚以上は積み上げられている。

　……。そしてあとまだ二〇〇枚は書かないといけないだろう。

　机に散乱した大量の目薬の空あき瓶びんと。アイリーシュの充じゆう血けつした目と。絶え間なくペンを動かしながらも片かた腕うでに抱だかれた心の癒いやしの《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミと。

　机中に勝手にぺたぺた貼りつけてあるぼくの妹セレーナのプチクラ画像が、彼女の奮ふん闘とうぶりを物語っていた。もちろん──

　書きあげているのは、先日の大不ふ祥しよう事じ《ウルバス外がい壁へき砲ほう撃げき事件》の始末書だ。

（ほんとうに、……ご苦労さま）

　ウルバス開かい闢びやく以来の前代未聞の大不祥事。シェイクトエリア政府、ならびに軍上層部、ならびに抗こう議ぎ活動市民ご一同さま、ならびに団体関係各所さまに宛あてた謝罪文やら。経けい緯い報告の書類やら。ロイ連隊長がぼくらが未成年であることを理由にマスコミを遮しや断だんしてくれたおかげで、なんとかアイリーシュ小隊の実名報道がなされることはなかったものの。

　それがなければいまごろぼくらはウルバス一の有名人になっていたはずだ。

「まったく、できの悪い部下を持つとお互たがい苦労が絶えんな」

　さすがに腕うでがだるくなってきたのかいったん手を休め、新品の目薬のキャップを開けてまばたきしつつ点眼するアイリーシュの前に、

「あんまり根をつめすぎると身体からだに毒だから、少し休きゆう憩けいしたら？」

　ぼくは差し入れにと自宅で調理してきた料理入りのバスケットを置く。

「おお、こいつはありがたい。……まったくこっちはメシもろくに食わせてもらっておらん、囚しゆう人じんじゃないっというのだ！」

　いま気づいた。……。アイリーシュの机の下にはストローの刺ささった栄養ドリンクの空あき瓶びんが、五〇本近く転がっていた。

　あのあと──

　騒そう動どうの発ほつ端たんとなった《傲ごう慢まんなる咀そ嚼しやく》は真《ぺぽろってぃ世》の主しゆ砲ほう砲撃に驚おどろいて地下に完全に潜せん伏ぷくし、その間に騒さわぎを聞きつけて非常警けい戒かい態勢で駆かけつけたぼくらの先せん輩ぱいたち、シェイクトエリア第一〇連隊三個小隊になんなく片づけられたんだけど。

　ぼくたちは最後まで見届けることも許されなかったんだ。

　現行犯で身み柄がら拘こう束そく。そのまま連行。まるっきり犯罪者同然の扱あつかい、……っていうかウルバス外壁砲ほう撃げきはれっきとした重大犯罪なんだけど。そのまま有無をいわさず連れてこられた第一〇連隊本部でそのあとには憲兵隊員による取り調べや。

　ロイ連隊長によるぼやき。ため息。入いれ替かわり立ち替わり現れる軍の偉えらい人たち。

　ロイ連隊長によるぼやき。ため息。聞いたこともない肩かた書がきの人のきついお説教。

　ロイ連隊長によるぼやき。ため息。無限ループ状態。

　その後は《泣きたいぜ》ともらしたロイ大佐に、

「おまえらは当分身を隠かくしとけ、あとの始末は俺がやる」

　と、三年ぶりくらいにスーツにネクタイという衣装を着させちゃって。マスコミ向けの記者会見に出てもらったり。各方面に尻しり拭ぬぐいをしてもらって。

　それはもう本当にぼくとアイリーシュのなかでは永遠に黒歴史にしてしまいたいくらいあれこれあったんだ。

　ウルバス外がい壁へきの強度がもともとすばらしく、幸運重なり真《ぺぽろってぃ世》の主しゆ砲ほうエネルギーが最初から一〇〇分の一に抑おさえられていたこともあってなんとか外壁の損害は表面塗と装そうがちょっぴり欠けた程度、送風装置エアダクトの特とく殊しゆ気流にもぜんぜん影えい響きようをおよぼさずにすんだんだけど、

（……。一歩まちがえればよくて数年間の強制労働刑けいだったよ）

　最悪、国家騒そう乱らん罪ざいで薬物投とう与よによる安楽死刑もぜんぜんありえた。

「……。まあ、唯ゆい一いつの救いはアイリーシュ小隊に一人の死者も出なかったことだね」

「あたりまえだ。もしものことがあれば、わたしが腹をかっさばくつもりだったからな。一番命拾いしたのはある意味わたしだ」

　彼女がぼくの差し入れのバスケットにかかっていたテーブルナプキンをどかすと、なかからはもう冷めてはいるけど香こうばしい香かおりを放つ料理が顔を覗のぞかせる。

「ほう、あいかわらず美う味まそうだ、これは元気が出る」

「よかった歓よろこんでくれて、きみの健康を考えてさ今日は栄養重視で作ってみたんだ。シェイクトエリア人じん工こう栽さい培ばいのシャキシャキ野菜七種をふんだんに使ったオールブオイル仕立てのパスターゼと、自家製焼きたてロールパン新しん鮮せんな大角山羊ホールン・ゴートバターつきだよ」

「うむ、腹が悲鳴をあげている、さっそくいただくとするか」

　アイリーシュはパンを鷲わし掴づかみにして手で豪ごう快かいにばりっと二つに割ると、バターを塗ぬってその大きな塊かたまりにかぶりつく。

　続いてパスターゼにフォークを突き立て、皿の中身を丸ごと飴あめ玉だまみたいに巻き取ってしまい、これにも豪快にかぶりつく。

　普ふ段だんならお嬢じよう様さま育そだちの彼女は絶対にこんな食べかたはしない。

　空腹もあるだろうが、とにかくすかっと気晴らしをしたい気分なのだろう。

「ふう、三日ぶりのまともなメシだった、一気に食べてしまったな」

　天国の余よ韻いんにひたるアイリーシュが上品さを取とり戻もどし、パンくずのついた口もとをバスケット付属のテーブルナプキンでていねいに拭ぬぐっているところに、

「ところでさ、……まだ新人三人とは面あ会つてあげてないみたいだね」

　ぼくがきり出してみた途と端たん、一気に彼女の表情が険しくなった。

「……。あの三人の話はするな、食ったメシがまずくなる」

（いや、……こんな反応は重々予想できてたんだけどね）

「誰が会うか!?　アイゼルはもとより残り二名ともな！　とくにあの小こ娘むすめ、よりにもよってこのわたしになんと言いはなったと思う!?」

　あまりの剣けん幕まくにぼくはたじろぎ、でも、ここで引き下がるわけにはいかないんだ。

　だってそもそもぼくは、……今日は新人三人に頼たのまれてここにやってきたんだから。

（やれやれ、たいへんなこと頼まれちゃったな）

　食事の差し入れも半分はアイリーシュのご機き嫌げんうかがいのつもりだったんだけど、これじゃあぜんぜん効果なかったみたいだ。

　彼女は思い出すのも腹立たしげに口走る。

「あの小娘、言うにことかいてわたしにこう言いおったのだ。《あなたね！　あたしたちの指揮官だったら少しは部下の言葉に耳を傾かたむけなさいよ！　アイゼルは反省してて、あなたに直接会って謝りたいって言ってるのよ!?》とな！」

　キャロンの口まねをしてばしばし机を叩たたくアイリーシュは、

「誰のためにこんな苦労をしている!?　あの口のききかたはなんだ!?」

　じつは、当初面会拒きよ否ひの張り紙を貼られていたのはアイゼルだけだったんだ。

《あの男の顔は当分見たくない、自宅で反省文でも書かせてろ》──そうアイリーシュは連隊長執務室の守衛に面会拒否の旨むねを通達してその処しよ遇ぐうにキャロンたちが反発したんだ。

　キャロンは面会を禁じられているアイゼルに代わって執務室にやってきて。

「《アイゼルは小隊を解ク雇ビになるかもしれないと落ちこんでいるわ！　だからもう許して力づけてあげてほしいの！》──だと!?　わたしはやつの子守か!?」

　……ごもっともです。

「今回の件はやつ自身の責任だ！　にもかかわらず《それをフォローしないのは指揮官失格》だの、《もともとアイゼルに実戦は早すぎた》だの、《それを無視して実戦に参加させたあなたにも責任がある》だの、やつら《想念士》をなんだと思っている!?」

　聞けば聞くほど、うん、ぼくもきり出しにくくなっていくんだけど、

「あ、ただ誤解しないでほしいんだけど、キャロンもクーイも自分たちが実戦に出ること自体はかまわないんだって。自分たちはもう覚かく悟ごができているからって。ただアイゼルだけは一番過か酷こくな《直接戦せん闘とう型》って戦闘陣形フオーメーシヨンのこともあるし、もう少しだけゆっくり経験を積ませてあげてほしいみたいでさ」

　それをキャロンたちはぼくに伝えてと頼んできたんだ。

「それが甘えだと言うのだ!?　わたしとて、こっちに与あたえられた時間が無限にあるならそうしてやろう！　しかしこちらが望もうと望むまいとカラルモとの開戦の火ひ蓋ぶたは切って落とされているのだぞ!?　何年後までやつの成長を待てと言うのだ？　そもそも《想念士》たるもの現役でいられる期間は極きよく端たんに短い！」

《想念士》が戦えるのは《罠トラツプ》を操る成長ホルモンが出ているあいだだけだからだ。

「みな一〇代、二〇代という限られた時間で苦しみを乗のり越こえ、一人前になっている！　それをなぜアイゼルだけが特とく別べつ扱あつかいを許される!?」

「うん、ぼくもきみの言うとおりだと思う。ただ、彼ら三人が《非常事態特とく措そ法ほう》で養成学校からいきなり徴ちよう兵へいされてきたことを忘れちゃいけないんじゃないかな。やっぱりちゃんと卒業してきた《想念士》とはわけが違ちがうと思う。それに彼らは養成学校時代からおなじチームを組んできたんだ」

　もしここでアイゼルだけアイリーシュ小隊を外されることにでもなれば連れん携けいはばらばらとなり、戦闘そのものにも支障をきたすだろう。《想念士》は誰だれそれが気に食わないからべつの誰それをはいチームに補ほ充じゆうしました、ってわけにはいかないんだ。

「……。ならおまえはどうなんだ？　おまえは学生だった時分からちゃんとこのわたしを助けてくれただろう？」

　このわたし、という部分を少しだけ気き恥はずかしげに口にしたアイリーシュは、

「あ、えっと、それは……」

　言いよどむぼくを見て、しかたなさそうにため息を吐ついた。

「……。まったく、おまえは指揮官としては甘すぎるな。自分には厳しいくせに」

　そう、なのだろうか。ぼくは昔からいつだって追いつめられていて。

　よゆうがないからどんな時もがむしゃらにがんばってきただけなんだけど。

「だが、──それがおまえのいいところなのかもしれんな」

「え？」

　アイリーシュはすぐに、薄うす桃もも色いろに染まった頬ほおで言いなおし、

「な、なんでもない、いまのは間ま違ちがいだ！　き、聞きながせ！　……というかおまえ、あの小娘の味方なのか？」

「え……？」

「さっきからおまえの話を総合的に分ぶん析せきすると、そう聞こえる」

「な、なにを、急に!?」

　いきなりご機嫌ななめみたいになってしまったアイリーシュは椅い子すに座ったまま上うわ目め遣づかいでじろりとぼくを睨にらんできて、

「ち、違うよ!?　ぼくはどっちの味方とかじゃなくって、ア、アイリーシュ小隊全体のことを考えて──」

　それはつまり、きみのためになるということじゃないか!?

　しかし彼女は《ぺぽろってぃ世》を両りよう腕うでで抱だき椅子をくるりと廻まわしてぼくに背を向けてしまう。

「……。《バーテルミューデイ》に、あの小娘から手造りチョコをもらったそうだな」

「ええっ!?　な、なんでそれをいま!?」

　椅子を廻して振ふり返かえった彼女はぼくに、

「と、とにかく！　わたしはあいつらを甘やかすつもりはないからな！　これはわたしの教育方針であり指揮官としての権限だ、い、いいか、誤解するなよ!?　これは決して私情で小娘に反発しているのではないのだからな!?」

「私情……」

「と、とにかく！　もう出ていけ！　わたしにはまだ仕事が山づみだ！」

　彼女に蹴け飛とばされ、ぼくは部屋を追い出されてしまった。
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　そうして夜に帰宅したぼくには家でも仕事があったんだ。

（今日こそは、言わなくちゃいけない）

　自宅の自動ドアを開ける前に抗こう体たい錠じよう剤ざいを一錠じよう飲み。

　玄げん関かんの表面パネルセンサーにぼくの呼気を感知させると侵しん入にゆう《不可レツド》から《可グリーン》に表ラ示ン灯プが替わってカチャリと電でん子し錠じようが外れ。さらにお財布から出したカードキーを差しこむとようやく二重警備装置セキユリテイの扉とびらがウィ──ンと開いてぼくはなかに入れた。

「ただいまセレーナ、いま帰ったよ」

　するといきなり。電気の消えていた部屋の奥からブワワッと獣けものみたいな黒い影かげが両手を振り翳かざして迫せまってきて、ぼくに襲おそいかかってくる。

（なに!?　動物!?　不法侵入者!?）

　が、腰こしをぬかすほど驚おどろいてたぼくの直前で影は立ち止まり、肉球のついた手でパチリと電気のスイッチを入れる。すると蛍けい光こう色しよくの明かりに照らし出されたのはもこもこした動物系の着ぐるみを着た女の子だった。彼女は大成功とばかりに自分で拍はく手しゆして、

「エヘヘ、驚いたですかお兄ちゃん？」

　はにかみながら声をかけてきたのはくせのある白金髪プラチナブロンドのてっぺんにおさげを結ゆったぼくの妹、セレーナだった。

「そ、そのかっこう、どうしたの!?」

「エヘヘ、この着ぐるみですか？　ネットの通つう信しん販はん売ばいで買ったですよ。新しいパジャマですがお兄ちゃんを驚かそうと、着て待ってたです」

　うちの玄関には空調管理された荷物受け取り用の搬入口シユーターがあって、そこから受け取ったんだろう。彼女は着ぐるみを脱ぬいでお行ぎよう儀ぎよく折りたたむときちんと戸と棚だなにしまう。

　すると着ぐるみの下からはいつも着ている普ふ通つうのパジャマが出てきた。

「おどろかしてごめんなさいですお兄ちゃん、でもお兄ちゃんも悪いですよ？　お兄ちゃんがあんまり遅おそいから、セレーナ退たい屈くつしちゃったですから」



    

  
    
      「そ、そっか、ごめんよ、今日もいろいろ忙いそがしかったから」

　じつは今日もまたぼくもアイリーシュと一いつ緒しよで関係各所への挨あい拶さつ廻まわりにこんな時間までかかってしまってたんだけど、セレーナによけいな心配はかけたくないからなに一つ《ウルバス外がい壁へき砲ほう撃げき事件》に関することは伝えていないんだ。

　だから妹は時たまテレビを見たりしていては、《とんでもないことするやつらもいるもんですねー、お兄ちゃんが退治しちゃってくださいですよ》と憤ふん慨がいしたりしている。

「ところでさ、セレーナ、今日は大事な話があるんだけどいいかい？」

　夕食前に話しておきたかったんでぼくがカップに注ついだホットローズベリーチョコを二人分用意すると、セレーナはすなおに、

「はーい、なんでありましょう？」

　ぼくと向かい合わせに食しよく卓たくにつくと、さっそくふうふうアチチと両手でカップを持ったホットローズベリーチョコを冷ましながら飲み始めた。

「で、どうしたですお兄ちゃん？　あらたまって」

　ぼくは自分のローズベリーチョコの甘味を補うために、食卓に常備している特大ガラス瓶びんのなかから角砂糖を五つ追加してスプーンで掻かき混ぜる。

「うん、じつはね、ぼくとアイリーシュが今度小隊をまかされることになってさ。アイリーシュが少しよう尉いに昇しよう進しんして、ぼくが准じゆん尉いになったんだ。ほら、《傲ごう慢まんなる咀そ嚼しやく》と戦ってた時一いつ緒しよにいた子たちがいたでしょ？　彼らがぼくたちの仲間になるんだ」

「あ、そんなこともあったですね！　って、え、アイリーシュお姉ちゃんと一緒にお兄ちゃんもでありますか!?　それに少尉さんと准尉さんだなんて、大出世でありますねー!?　お祝いしなくちゃです！」

「ありがとう、それでなんだけどね、問題は任務内容と赴ふ任にん地ちなんだ」

「あ……」

　ここ数日《ウルバス外壁砲撃事件》でばたついてたから延び延びになってたけど、そろそろ正式に辞令が降りるころ合いだと思うんだ。

　基本的にぼくたちに軍上層部からの命令への拒否権はない。どんな任務をあてがわれようとどんな戦地に送られようと、ただ服務するほかないんだ。

　──地理的なことをいってしまうと。

　ぼくの家があるのは《Ａａアルバ》《Ｂｂバータ》《Ｃｃシーダ》《Ｄデｄル》《Ｅｅイブセロン》と五つに分類されたシェイクトエリアの区画のうち、一番ウルバス外がい壁へきに近い《Ｅｅイブセロン》区画の南寄り、いわゆるプラセータエリアとの国境に近い《Ｅｅイプセロンスリー区画》というところなんだ。でも、へたをしたらぜんぜんべつの《Ｃｃシーダ》とか《Ｂｂバータ》といった区画に派兵されかねない。

　任務内容だってわからない。短期間で帰ってこられるならいいけど、もしカラルモ軍と睨み合ってどこかの駐ちゆう屯とん地ちに長期滞たい在ざいするようなことにでもなれば……。

　はっきりとしたことがわかるまでは言い出しづらくて──

　だから今日まで、妹には昇進の件を口に出せずにいたんだ。

（だけどもう正式な初任務の内容も決まる、そうも言ってられない）

　ぼくと離はなれ離ばなれになってしまうかもしれないことを理解したのだろう。

　セレーナはことりと飲みかけのホットローズベリーチョコのカップをテーブルに置く。

「あ、えとさ、総務部には問い合わせてみたんだ、ぼくがどこに派兵されようと軍の責任でちゃんとセレーナのめんどうは看みてくれるって。も、もちろんさ！　そんな遠くに派は遣けんされなければ、いままでどおり一緒に暮らせるよ！」

　セレーナは俯うつむいてしまって、なんにも答えてくれない。

　だけど。しばらくしたら彼女はぱっと顔をあげてエヘヘと明るく笑ってくれたんだ。

「そ、そうでありますね、あんまり深刻に考えることないですよね！　だってネットならいつでもどこでも繋つながるですし、遠くだって便利な乗り物はいろいろあるですし、《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》ならどこからでも半日で帰ってこれるですし、だけど──」

　偽いつわりの笑顔は、すぐに目が潤うるんでいった。

「……。ね、お兄ちゃん、やっぱりセレーナもついていっちゃだめですか？」

「セレーナ……」

「セレーナちゃんといい子にしてるです！　お兄ちゃんの言うことも聞くですし、夜よ更ふかしチャットもこれからは控ひかえるです！　だから！」

　妹は必死になって訴うつたえてきた。

　いつだって兄きよう妹だい二人、一緒に過ごしてきた。《災さい厄やくの日》のもうずっと以前から。

　離れ離れに生きていくなんて考えられなかった。だけど、

「ね、セレーナ、鉱化病の人が街中で暮らすにはいろいろ準備がいるのは知ってるよね」

「……。はいです、お兄ちゃん」

「この家は特別製だからおなじ設備を赴任先で見つけるのは難しいと思う。もしセレーナが一緒にこようとすれば総合病院メデイカルセンターに入院って形になってしまうんだよ？」

　そこでの生活は気苦労も多いだろうし、慣れない土地への引ひっ越こしも妹の身には負担になる。が、それでも彼女は、

「ぜんぜんかまわないでありますよ！　セレーナはそれで！」

　間かん髪はつ入れずに答えた。

「セレーナが入院してたって、お兄ちゃんは毎日遊びにきてくれるでありましょう？　アイリーシュお姉ちゃんだって絶対きてくれるです。パソコンとか、着ぐるみとか、いっぱい持ってってセレーナは病室でもじゅうぶん楽しくやっていけるですよ！」

　そこまで言ってくれた。

　本音をうち明ければ、──ぼくもそう言ってほしかった。

「そっか、……じゃあ総合病院メデイカルセンターの婦長さんに頼たのんで、なるたけほかの患かん者じやさんの迷めい惑わくにならないように、でもたくさんいろんなものを持ってって少しでもセレーナが楽しく暮らせるようにしよう」

「はいです！」

　満面の笑顔になってくれた妹のために、ぼくはとびっきりの夕食を作ってあげるべくキッチンに立った。



　　　　３



　そして数日後、《ウルバス外壁砲撃事件》の事後処理もようやく終わり、ぼくとアイリーシュはいよいよロイ大たい佐さに連隊長執しつ務む室しつに呼び出された。大佐は執務席の椅子の背もたれに深く寄りかかってロッキングチェアーみたいに揺ゆらしつつ、

「おまえらの赴任先と祝すべき初任務の内容が決まった」

　ぼくとアイリーシュは直立不動の姿勢で待つ。

「行き先はカラルモとの国境隣りん接せつ区、《ＥｅＸイプセロンテン区画》だ」

「《ＥｅＸイプセロンテン》！」

「《ＥｅＸイプセロンテン》!?」

　赴任地を聞くなり、ぼくとアイリーシュは我が耳を疑う。

「あ、あんな辺境で、なにをしろというのですか!?」

「まさか《ＥｅＸイプセロンテン》なんて……」

「おまえたちにそこでやってもらうのは、《軍事物資の現地調達》という重要かつ我が軍にとって非常に有意義な生命線ともなる特別任務だ」

「重要かつ有意義な……」

「特別任務～～？」

　眉み間けんに三本くらい縦たて皺じわを寄せているアイリーシュに、

「ありていに言えば《機械残ざん骸がい集め》だ」

「……。……。……」

「《機械残骸集め》!?」

　今度はぽかんと口を開けているアイリーシュに代わり、ぼくが驚いた。

　今回の戦争は主戦場となる場所の候補を挙げるなら間ま違ちがいなく《ＡａＩアルバワン》から《Ａａアルバスリー》までのエリア最内陸部付近と考えられている。

　ここにはシェイクトエリアの政治、軍事、中ちゆう枢すう機構が集中していてシェイクトエリアの政治的最高意思決定機関《シェイクトエリア総統府》も存在しているからだ。

　ここを陥かん落らくさせることは即そくエリアの機能停止を意味し、エリア掌しよう握あくに直結する。

　しかも《Ａａアルバスリー》にいたってはカラルモと国境を接しているため、最短の距きよ離りと時間でシェイクトエリア制圧を目指すならここを通って《ＡａＩアルバワン》まで一気に北上して攻せめこむのが一番なんだ。

　一方で《ＥｅＸイプセロンテン区画》もカラルモと国境を接してはいるんだけど……。

《Ａａアルバ区画》とはえらく違ちがう。シェイクトエリア中枢機構の集中する内陸部とは正反対の場所に位置する、ウルバス外壁の隣接地区。──ありていに言ってしまえば首府からもっとも離れていて、戦略的にもなんの価値もなくって、ようするにカラルモ軍にさえ見向きもされないような超ちように超のつくど辺境なんだ。

　アイリーシュは枝毛だらけとなったツインテールを揺らし呆ほうけて佇たたずみ、

（そりゃあアイリーシュだって、いきなりガルシアと逢あえる可能性のある最前線に配属されるとは思ってなかっただろうけど……）

　これじゃあまるで島流しだよ。

　するとロイ大佐はさらにぼくたちがショックを受けることを言う。

「おまえたちアイリーシュ小隊を除く俺たち第一〇連隊、および《二桁連隊ダブルナンバー》は、重点的に総統府近辺の《Ａａアルバ区画》警護、防衛をまかされることになった。シェイクトエリア政府の政治家連中がびびって打だ診しんしてきてな。エイズナが陥落させられたのは、カラルモ軍少数精せい鋭えい部隊による首府の奇き襲しゆうが原因だ。この電でん撃げき的戦法がやつらの手だ、おなじ轍てつを踏ふむわけにはいかん」

「え……」

「なっ！」

　つまりそれは──ぼくらアイリーシュ小隊だけが《二桁連隊ダブルナンバー》のなかから蚊か帳やの外に置かれてしまったということで──

「納得いきません！」

「承服は求めていない。俺はあくまで通達しているだけだ」

「しかし!?」

「あの、で……《機械残骸集め》とは具体的にどんな任務になるんでしょう？」

「知ってのとおり《想念士》は《罠トラツプ》がなければただの人だ。しかし今後戦場となるであろうシェイクトエリア市街地には、当然《罠トラツプ》なんてない。ゆえに今後の戦せん闘とうに備えておまえたちにはどしどし《無む窮きゆう領りよう域いき》から、使えそうな《罠トラツプ》や機械資源を見つけてはシェイクトエリア軍の武器保管庫に運び入れてほしいというわけだ。《直接戦闘型》の機械装甲用素材、《変性加工型》の加工材料、用よう途とは数しれんぞ」

「えっと、その……期限はどのくらいで、分量はどれだけ集めれば？」

「あればあるほど期限はこちらから帰還要請があるまでだ」

　翻ほん訳やくすると無期限労働ずつとやつてろと。

　その返答に、ついにアイリーシュがブチ切れた。

「ばかな、ほかの精鋭第一〇連隊が第一線でめざましく戦ってるあいだに、我らだけ……ガルシアから一番遠ざかる僻へき地ちで機械収集ごみひろいに勤いそしんでろというわけですか!?　これは体ていのいい左さ遷せんではありませんか!?」

　平然と耳みみ垢あかをほじっているロイ大佐にアイリーシュは机をバシバシ叩たたきながら、

「我々は引っ越し屋ではありません!?　物資の運うん搬ぱんなら第七連隊が担当でしょう！　機ご械み収集ひろいが《二桁連隊ダブルナンバー》の仕事ですか!?」

　すると大佐はわざとらしく首をこきこき鳴らし、自分の肩かたを叩きだした。

「あー、ここ数日、大変だったなあ。なんでこんなに肩かた凝こってんだー？」

「……」

「わっかんねえなあ……なあ、どうしてだと思うアイリーシュ？」

「……。……。……」

　大佐の周囲には机からはみ出して床ゆかに落ちて散らばるほど、ぼくらにつき合って書いてくださった《ウルバス外がい壁へき砲ほう撃げき事件》の始末書の束たばが何段重ねにもなっていた。

「アイリーシュ、なぜおまえらが機械収集ごみひろいに廻まわされたか俺の口から言わせたいのか？」

「……。わかりました、嫌いやみったらしいまねはしないでいただきたい」

「そう腐くさるな、もちろん第七連隊にも協力してもらう。おまえらが《無窮領域》から搬はん入にゆうした《罠トラツプ》を各前線に搬はん送そうするのが大事な役目というのも嘘うそじゃあない。それにあそこの指揮官と兵士はシェイクトエリア直属軍屈くつ指しの兵つわものぞろいだぞ、俺からもよく面めん倒どうをみてもらえるよう連れん絡らくを入れておく、後学のために軍人のなんたるかをよく見させてもらうんだな」

「シェイクトエリア直属軍屈指の兵つわものぞろい？　辺境の物資運搬補給部隊が、ですか？」

　不信感まる出しのアイリーシュに、

「まあほとぼりが冷めたら前線にも呼んでやるからよ。──《ＥｅＸイプセロンテン》が絶対安全とは言いきれんが、あそこからシェイクトエリア首府を陥お落とそうとすりゃぐるっと《Ｄデｄル》《Ｃｃシーダ》《Ｂｂバータ》《Ａａアルバ》と攻め落としていかにゃならん。どんな軍備や罠が配置されているかわからん敵エリアをそんな強きよう行こう突とつ破ぱする危険リスクをカラルモも冒おかすまいよ。……。いまは前線にどうどうと出て戦えるだけの実力をつけることにはげめ」

　そこまで言われて、さしものアイリーシュもそれ以上食い下がることはできなかった。

　まあでも、彼女には悪いけどぼくはこれはこれで、よかったのかもしれないと思う。

　だってまだまだ経験不足のアイリーシュ小隊が実力を磨みがくには、むしろこれくらい安全なところで実力をつける時間をもらえたほうがちょうどよかったんじゃないかな。

（ぼくたちが信用を取とり戻もどせば、ロイ大佐だって前線に呼んでくれるって言ってるし）

「ま、新兵小隊の初仕事としちゃ妥だ当とうな任務だろ？」

　大佐の言葉にぼくらは敬礼して了りよう承しようせざるをえなかった。

　その時アイリーシュが小声で呟つぶやいた一言を、ぼくは聞き逃のがさなかった。

「《ＥｅＸイプセロンテン》か、──これも運命のいたずらか」

（運命のいたずら？）

　彼女はぼくに、

「おまえ、スーツとか持ってるか？」

「え、シェイクトエリア軍の礼服なら持ってるけど、……普ふ通つうのはないかな？」

「そうか」

（スーツ？　そんなのどうしたいんだろう）

　アイリーシュは考えていた。



　　　　※



　そうしていよいよアイリーシュ小隊派は遣けんの日が訪れる。

　移動のためにアイリーシュ小隊が乗りこんだ都市上空レール型、《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》の車内は異様な緊きん迫ぱく感かんに包まれていた。

　こうやって全員が顔をそろえるのも、何日ぶりだろう。

　……。といっても、和解してみんなで再会したのではなく。第一〇連隊からおなじ列車、おなじ車両のチケットを渡わたされて顔を会わせざるをえなかっただけで……。

　城じよう塞さい型都市国家という性質上、シェイクトエリアの都市構造は自然と横に狭せまく縦に最大限居住スペースや移動手段を組みこむ立体構造へと発達してきた。

《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》はその最たるもので《無窮領域》で採さい掘くつされる極めてエネルギー効率の高い機械残骸、《稀少金属レア・メタリカ》を燃焼させることで駆く動どうする動力分散型跨こ座ざ式、最大牽けん引いん量一六〇〇バウルム、最大積せき載さい人員一二〇〇名、という輸送力に長たけた特とく殊しゆ軍用列車だ。

　軍用列車といってももともと都市戦を想定して造られたものではなく、おもな目的は《災さい厄やくの日》のような非常事態における市民たちの緊きん急きゆう避ひ難なん用と、災害地への軍隊の速やかなる現地派遣だ。

　その輸送能力は最大限活用され、平時には広く民間にも開放されて一いつ般ぱん市民のもっとも身近な《脚あし》になっている。ぼくらのいる車両は一般車両と隔かく壁へきで分断されていたものの、ほかの多くの車両は仕事や行楽に出かける大勢のシェイクトエリア市民たちで賑にぎわっていることだろう。

　そんな軍民共用列車の広い車窓からは平均レール高度一〇数マルテルということもあってシェイクトエリアがよく俯ふ瞰かんできた。

　こうして景色を眺ながめているとこのエリアは《自然》の割合が極きよく端たんに少ない《人工的なエリア》なんだなって、つくづく思う。

　街中を縦横に走る金属管や金属舗ほ装そうされた道路の側そつ溝こうからはウルバスの主要エネルギー源である、機械資源を燃焼させた蒸気スチームがところどころ立たち昇のぼっていて。

　エネルギー源同様やはり《無窮領域》から事実上無限に採掘される機械資源を基礎ベースに外装、内装が造られているためどれも似たような構造と色合いになる。白、黒、灰色アツシユといった単一調モノトーンの建造物は規則正しく、土地の無む駄だを最小限に建ち並んでいて、なかには雲を突つくような超ちよう高こう層そう建築物もあった。

　有限の土地において根と枝葉を伸ばす限界を迎むかえた植物は、あとは天へ、天へと成長を遂とげるのみだ。まさにこのシェイクトエリアの街並みがそれだった。

　ここシェイクトエリアは食しよく糧りよう自じ給きゆう率りつすら、効率を重視した、工場で人工培ばい養ようされる植物質や動物質の合成食材によってまかなわれている。

　反対に、いまやカラルモの占せん領りよう下にあるエイズナは頑かたくななまでにウルバスの貴重な自然を保持しようと政策で保護し続けてきて。

　だから軍事技術の後進なども招きよけいにカラルモに占領されやすかったともいえるんだけど、代わりにウルバスの至宝とさえいわれる一〇〇年前から変わらない原始風景も残っているって聞いている。

　そのエイズナも、いまごろどうなっているのだろう──

　そんなことをぼくが思っているあいだ中ずっと。

　アイリーシュ小隊以外乗客のいない《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》の車内では、誰だれ一人ひとりとして言葉を交わしていなかった。

（息が、つまりそうだよ）

　せっかく横がけのシートには空いているスペースが山ほどあるのに、アイリーシュの隣となりにはぼくしか座っていない。残るキャロン、クーイ、アイゼルの三人組はわざわざぼくらから一番離はなれた長なが椅い子すの端はじっこに座っていた。

（なにもあんな、遠くの席にいかなくっても）

　なかでも静かな緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせ反発しあっているのがやはりアイリーシュとキャロンだ。キャロンはさっきから車窓からの景色を見っぱなしでいて。まるでこちらから顔を背けているみたいだ。

　アイリーシュは組んだ脚の上に《ぺぽろってぃ世》を乗せ、胸ポケットの携けい帯たい無線にイヤホンをつけシャカシャカ音楽を聴きいている。

　筒つつ型がたリュックをシートに置いたクーイはのんきに頭の後ろで手を組んでいて。

　ぼくと視線が合えば手を振ふったり笑いかけたりしてくれるものの、ある意味小隊《最大の火薬庫》であるアイゼルは訓練時にはかけていなかった眼鏡めがねをかけていて、現実逃とう避ひをするみたいに一心に膝ひざに置いた分厚い本みたいなものになにごとかを書き連ねていた。

　が、神経にくるこの空気に耐たえられないのか何度も作業を中断しては車両の化け粧しよう室しつに駆かけこんでいる。

（……。神様どうかお願いです。一刻もはやく、駅についてください）

　このままじゃぼくまで胃に穴が空く。

　と、そこで《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》の車窓から厳然と聳そびえる巨きよ大だい建造物が見えてきた。

　角張った形のくすんだ赤銅色の金属壁へきだ。上部にはシェイクトエリア軍の見張りの兵士が使う詰つめ所しよやサーチライト、固定式の機き関かん砲ほうなどが一定間かん隔かくで並んでいる。

　あれがこの列車の終着地点の少しだけ先にある《エリア境界壁》だ。

　エリア境界壁というのはシェイクトエリアのプラセータ側とカラルモ側国境を区切る、高さ一五マルテル、厚さ五マルテルほどの金属壁だ。

　ウルバス外がい壁へきほどの高さも硬こう度どもない。

　従来は単なるエリア境として建造されたものだけに、たまにあった密入国者の取とり締しまりや他国の兵士とのちょっとした小こ競ぜり合あい程度に用いられるのがせいぜいだった。

　が、いまはこのエリア境界壁がぼくたちのエリアにとっては絶対防衛線となる最後の砦とりでなんだ。

　ちなみにカラルモ側にもこのエリア境界壁そっくりの防ぼう壁へきがあって、両エリアの防壁間には五〇〇マルテルほどの中立地帯がある。金属舗装されている、平へい坦たんな地面以外なにもない緩かん衝しよう区域なんだ。

　そうこうするうち列車はエリア境界壁一歩手前にある《ＥｅＸイプセロンテン》の駅にやっと着いてくれた。

　乗降客もまばらな構内の鉄骨の枠わく組ぐみに、《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》は車両制動用の蒸気を車体の下から吹ふき上げて侵しん入にゆうしていく。

（ふー、ようやく到とう着ちやくしたか……長かった）

　なんかこの数刻で四〇歳くらい老いた気がする。にしても引きつり笑いが出てしまうくらいに構内にはぜんぜん人がいない。ひまそうにあくびをしている駅員が怠だるそうに誘ゆう導どう灯とうを振っていて、きっと真ま面じ目めに勤務しようとお給料がおなじなんだろうな。

　左と遷ばされてきた実感がしみじみこみあげてきてぼくの視界が思わず涙なみだに滲にじむ。

（いけない、ぼくがこんなことじゃ）

　そうだよ、この新天地でぼくらがんばっていくって決めたんだから！

　人よりなによりまず自分を奮い立たせたぼくは、率先して席を立つと、士気を盛りあげるべくつとめて明るく元気な声で励はげましてみる。

「みんな、やっと着いたね！　これから艱かん難なん辛しん苦くいろいろあるだろうけど、チームワークでがんばっていこう！」

「なにもない」

　アイリーシュの即そく答とう。

「小鳥が餌えさをついばみにくることくらい、あるかしらね」

　キャロンの諦てい観かんした返事。

「そこはかとなく人工肥料の香かおり漂う、平和でのんびりしてそうでいい街じゃないか」

「……。すまない、みんなわたしのせいだ」

　シーン。ぞろぞろみんなで列車を降りたあと、《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》はもう一度蒸気を車体の下から吹きあげホームを後にする。

　……その去りゆく姿を見送るぼくの心境は、まさしく島流し気分だった。

（イーサ父さん、ルイズ母さん、セレーナ、ぼくは負けないよ）

　と、そこでようやくイヤホンを外したアイリーシュがぼくにだけ声をかけてくる。

「──すぐに機械収集ごみひろいに出かけるぞ。《ＥｅＸイプセロンテン》の第七連隊基地官舎が当面の寝ね床どこだ。そこに手荷物類を置いたら《ＥｅＸイプセロンテン》外壁通用門を出て、《無む窮きゆう領域》にて現地集合だ」

　形けい骸がい的にはぼくに話しかけているけど、ようはまともに口もききたくない三人に聞かせているんだ。

（でもちゃんと伝わってるかな）

　クーイとアイゼルは指示を仰あおぐみたいに、いつの間にか新人三人のリーダーみたいになっていたキャロンを見つめていた。



　　　　４



　そして指揮官組であるぼくとアイリーシュはキャロンたちと一時別れてまず第七連隊武器保管庫の指揮官たちに赴ふ任にんの挨あい拶さつをしにいったものの。

　──ここでまたぼくらは我が目を疑う現実につきあたる。

（そういえばロイ連隊長が、シェイクトエリア軍屈くつ指しの兵つわものぞろいだって言ってたっけ）

　精せい鋭えい第一〇連隊の連隊長にそこまで言わしめるなんて、とぼくらも興味が湧わいていた。

　フェンスの張られただだっ広い敷しき地ちに倉庫がいくつも建ち並ぶ第七連隊武器保管庫入り口に、ぼくらの赴任を事前に報しらされていた指揮官たちはもう待っていてくれたんだけど。

　物もの珍めずらしそうにぞろぞろ集まってきたのは、

「ほーへー、おまえさんがたがの？　ようこんな田舎いなかまではるばるきなすった」

　……。一人目に現れたのは腰こしが直角に曲がったおじいさん。

「みごと？　あー、しごと？　そんなもんてけとーにやっときゃいいんじゃよ、あんまり気張りすぎると脳の血管切れちまうぞい」

　……。二人目に現れたのは、耳が遠いおじいさん。

「わしらもうすぐ引退じゃあ、こうしてありがたく給料もらって、日がな一日ひなたぼっこしとるのが一番なんじゃよ」

　……。三人目にやってきたのは眉まゆと口ひげと顎あごひげが真っ白でふさふさのおじいさん。おじいさんは独自の健康法なのか真っ赤な野菜のトマーテをしゃぶしゃぶかぶりついてて、

（こ、こ、これが、シェイクトエリア直属軍屈指の兵つわものたち!?）

「な、な、なんだこいつらは……!?　枯かれ木きの集団か!?」

「わしらは枯れ木でなく人呼んで《第七連隊のお荷物軍団》じゃあ」

「おー嬢じようちゃんいいケツしとるのう！　触さわらせてくれんかの？　触らせてくれんかの？」

「やっ、やめんかこのイロボケじじいども!?　さ、さ、触るなこの!?」

　アイリーシュのお尻しりを触ろうとしてたおじいさんたちもすぐに気力が萎なえたのか、彼らは《茶が飲みたい》だの《ばあさんを口説きにいくべ》だの言ってみんないなくなってしまった。

　見み渡わたせば指揮官以外の武器保管庫で働く第七連隊の面々も、どこを見てもみんなお年寄りばかりだ。荷物運び一つにしてもなんとも危なっかしくって、軍用リュックなんか持ちあげたら腰が折れちゃいそうだ。

「……。ど、ど、どこがシェイクトエリア軍屈指だ、……あの七色トサカ」

　またロイ大たい佐さに、ぼくらはからかわれてしまったのかもしれない。

　とにかく仕事は仕事だ。ぼくたちは気持ちを切きり替かえて、一いつ緒しよの士官用宿舎で準備をすませ《無窮領域》へと出てきた。

　そこから待たされること半刻。

「にしても遅おそい！　あの連中、なにやってるんだ!?」

　大おお股また開きで腕うでを組み不ふ機き嫌げんに待ちかまえるアイリーシュの背後では、おなじポーズで機械巨きよ人じん状態となった真《ぺぽろってぃ世》が佇たたずんでいた。

　制せい御ぎよ者しやの意志を反映してか、表情変化がないはずの依より代しろの顔も心なしか激げき怒どして見える。

「上官を待たせるとはなんたる非常識、しかもなんだこの《不毛の地》は!?」

　そりゃあ《無窮領域》に肥ひ沃よくな大地なんてありはしないけど……。

「この寒々とした光景を見ているだけで心が凍とう死ししそうだ！」

　ここいらもぼくらのよく知る《ゴミ山タイプ》の地形ではあるんだけどとりわけ薄うす汚よごれていて、しかも土地の起き伏ふくが平坦なものだから、ようするにすごく荒こう野やが延々続いているみたいに見えるんだ。

「こんなんでは残ゴ骸ミ集めすらままならんぞ!?」

「まあそ、そういわずに先に始めていようよ、真《ぺぽろってぃ世》の掘くつ削さく能力なら凄すごいお宝残骸を掘ほり当あてられるかもしれないし、作業しているあいだに新人のみんなもくるかもしれないしさ。ほら、キャロンたちの下士官官舎のほうが少し遠かったから、きっと準備と移動に手間取っているんだよ」

　じっと待っているとますます不機嫌になってくるので、ぼくが持ちかけるとアイリーシュも渋しぶい顔ながら同意してくれてほっとすることができた。

　アイリーシュが顎で指図すると動き出した機械巨人は、大きな腕で人力じゃとても持ちあげられないような金属地面の鉄板をばりばり引ひき剥はがして地面を掘り返しだす。

　地道に畑を耕すみたいにしていると、やがて奧の地層から鉄てつ屑くずの塊かたまりや複雑な装置みたいな機械残骸の絡からみ合う新しい層が出てくる。

（このどれかに有効資源があってくれればいいんだけど）

　稀少金属レア・メタリカならともかく、どれが使えてどれがだめでなんて研究開発部の第八連隊ならともかくぼくらになんてわかるわけもない、ぼくらは、というか《ぺぽろってぃ世》は手当たり次第に地層から機械の塊を取りだしてウルバス外壁へと通じる金属蔦つたのそばに積んでいく。こうしておいて、あとでまとめて第七連隊の人たちに運うん搬ぱんしてもらうんだ。

「やっぱりこんな時、頼たよりになるのはきみの真《ぺぽろってぃ世》だね」

　ぼくだって手で持ち運べるサイズの、なにかいい稀少金属レア・メタリカがないかくらいは探しているけどね。

「ふん、おだててもなにも出んぞ。それよりセレーナはどうしてる？」

　アイリーシュが下を指差せば依代は地面を彫ほり、アイリーシュが横に指を向ければ依代はこれをずんずん運んでいく。

「えと、軍に借りる移動用の特とく殊しゆ搬はん送そう車両が間にあわなくて、《Ｅｅイプセロンスリー》の総合病院メデイカルセンターでめんどうみてもらってるんだ。あと二、三日したらこっちにこられると思う」

「そうか、鉱こう化か病びよう患かん者じやの移動はなにかと大変だからな」

「うん、でも転居許可が降りただけましと思ってるよ」

「そうだな、わたしにしてもセレーナがそばにいないのは大変困る。あの可愛い顔を見れないとなると三日で頭が痒かゆくなり、七日でジンマシンが出るからな」

　これが比ひ喩ゆ表現じゃないからびっくりする。

《ウルバス外がい壁へき砲ほう撃げき事件》で第一〇連隊本部に彼女が軟なん禁きんされちゃった時には、それはもうひどいことになってたんだ。

　彼女は軟禁状態のおおよそ一週間、禁断症しよう状じように苦しみに苦しんで、最後は半はん狂きよう乱らんになりつつもそばに置いていた《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミと、ところかまわず貼りまくっていたセレーナのプチクラ画像のおかげでなんとか正気を保っていられたんだから。

（この時の苦しみの怨おん念ねんが、キャロンたちへの恨うらみを増ぞう幅ふくさせてたりして）

「セレーナの入院先が決まったら即そく教えろ、絶対頬ほおずりにいくからな」

「うん、妹も歓よろこぶと思うよ」

　そうこうしてさらに数刻が経たち。

「にしても遅い！　いくらなんでも、遅すぎるぞ!?」

　いいかげん痺しびれを切らしてきたアイリーシュは、真《ぺぽろってぃ世》の掌てのひらに乗っかって自分を持ちあげさせ、手をひさしにしてウルバスの方角を眺ながめたりしていて。

　さすがにもう我が慢まんの限界だろう。

「こっちがこれだけ汗あせ水みずたらして働いているというのに信じられん!?　あの三ばか！　いまごろのこのこ顔を出しても首根っこをへし折ってやる!?」

（ここは迎むかえにいったほうがいいかな）

　じつはアイリーシュはさっきからもう何回も、自分の携けい帯たい無線をいじっては彼らの回線を呼び出していたんだけど、一向に返信がこないのも気になっていた。

　三人そろって同時に無線が壊こわれるなんてこともないだろうし。

「じゃ、じゃあアイリーシュ、ぼくちょっと行って様子を見てくるよ！　きみはここに残ってて！」

「……。全速力でな。一秒ごとにわたしがやつらを撲ぼく殺さつする可能性が高まっている」

　うわぁ、とぼくは焦あせって、ウルバスに走って新人たちを迎えにいった。

　自己新記録の速さで金属蔦の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをワイヤーウィンチで昇のぼりきり、息を乱し、外がい壁へきを抜ぬけて《ＥｅＸイプセロンテン》の街に入ったぼくはまず新人たちの下士官宿舎に向かう。も、

「え、外出済み？」

　第七連隊屯とん所しよのおじいさんに、そう言われてしまった。

「どこに行ったとか、心当たりはありませんか？」

「そういやあのおでこの嬢ちゃんたち、喫きつ茶さ店てんに行くようなこと言っとった気がするの」

「喫茶店!?」

　おじいさんが書いてくれたメモの地図を頼りに、ぼくはその喫茶店を目指して走る。

（喫茶店って、どういうことだ!?）

　そこは《ＥｅＸイプセロンテン区画》の市街地にある店テナ子ントが複数入った雑居ビルの一角だった。

　ぼくは昇しよう降こう機きに乗り、喫茶店のある二階フロアまで行って店員さんに断って店に入る。

　と、一番奧のテーブル席には、

（いた！　キャロン！　クーイに……アイゼルも!?）

　全員がいた。キャロンは女の子っぽくベリークリームチョコレートパフェに捻ねじれたおしゃれなスプーンを突つき立たてていて。

　クーイはソファーにゆったり腰かけてコークスカッシュをストローで飲み、アイゼルはそわそわと、注文したらしいホットコーヒーに手もつけずに座っていた。

「あれ、カイムくんじゃないどうしたの!?」

「おー？　よく、ここがわかったなー」

「カイム！」

　屈くつ託たくのないキャロン、悪びれた様子もないクーイ、一人アイゼルだけがぎょっとしている。キャロンはぼくに親しげにスプーンを振ふってきて、

「ね、カイムくんもこっちにおいでよー」

「こっちにって、みんな、こんなとこでなにしてんの!?」

　彼らのいた四人がけテーブルの空いていた席に座ったぼくに、

「え？　見てのとおりお茶してただけなんだけど？」

「見てのとおりって……任務は!?」

　途と端たん。──怒おこったときの癖くせなのだろう、キャロンが上うわ唇くちびるを水鳥の嘴くちばしみたいに尖とがらせた。

「なんにも言われてないわ！　あたしたちっ！」

　彼女は眉まゆ毛げを逆ハの字にしてがっつりスプーンでパフェを掬すくいだし、

「え……？」

「あんな！　あたしたちと目も合わせず！　独り言みたいに言われたって！　誰だれに言ってんだかなんだかわからないじゃないの!?」

（そんなあ……へりくつだよ）

　ぱく、ぱく、ぱく、と果くだ物もの、板チョコ、スポンジケーキと掘り進む彼女は、

「あたしたち！　あれを正式な命令とは受け取ってません！」

　最後に好物だったのか残していたローズベリーの実をへたをつまんで食べると、ぼくの困こん惑わくの視線に気づいたのか少しだけ溜りゆう飲いんを下げてスプーンを空の器に置いた。

「ねえカイムくん、あたしたちだって軍人のはしくれよ。それなりに使命感とか、誇ほこりは持っているわ。カイムくんをこんなとこまで迎えにこさせちゃって悪いとも思ってる」

　それは、わかるよ。キャロンたちが一いつ生しよう懸けん命めいなのは伝わってる。

「どんなに腹がたっていても、ただそれだけで上官の命令を拒きよ否ひしたりしないわ」

　想念士候補生として軍隊の規律を叩たたきこまれている彼女たちが、どうして今回みたいなことを……。

「でも、どうあっても従えないものもある。それが今回のことよ」

「従えないもの？」

　キャロンはぐっと声に力をこめて言った。

「アイゼルのことよ！　《アイゼル・ヴァッシュ、絶対面会お断り》──これって彼を小隊から除外するってことでしょ!?」

　うっ、と肩かたを落として落ちこむアイゼルを見てキャロンは、

「《キャシュロンド・クレム、クーイ・ヨアヒム両名も同様とする》ってのは勢いであの娘こが言ったことってのはわかる！　けどアイゼルのことは本気だわ！　それだけはあたしたち、なにがあろうとぜーったいに認められない！」

　するとお調子者のクーイまでジュースを飲み干し真ま面じ目めに言った。

「ま、アイゼルとはつき合いも長いしな。こればっかりは小隊長殿どのの味方はできないって方向で」

「でもどうして、なんだい？　どうしてそこまで……いくら同じチームでも」

「カイムくんなら、わかるでしょ？」

「キャロンにおなじだ」

（！）

　そこでぼくは気がついた。

「あたしたちが、どんな気持ちで《想念士》を目指してきたか」

　ぼくは一つの言葉を思いだす──

　ウルバスに、とくに想念士養成学校に古くから継つ承たわる伝統の言葉を。



　──《想念士》は誰もが人の世の《重き荷》を背負っている──



《想念士》は《罠トラツプ》を操るホルモンの関係上、誰もが一〇代、遅おそくても二〇代という若さで軍ぐん籍せきに入る。そんな若くして明あ日すをも知れない戦場に身を置く者は例外なく、なにかしらの業ごうを背負っているものなんだ。

　死と隣となり合あわせになってまでも《想念士》になろうとした、──ならざるを得なかった事情が。

「こいつもこう見えてさ、おいそれと解ク雇ビになりましたで引き下がれない事情があるわけよ。アイリーシュ小隊を辞めさせられたって、そりゃあ即《想念士》を解雇になるってことにはつながらんかもしれんけどさ、みたろ？　アイゼルは俺たち以外の連中とチームを組んだってますます萎い縮しゆくしちまって戦えやしない、俺たちといたからあれでもそこそこ動けてたんだぜ？　この小隊を追い出されることすなわち、こいつにとっちゃ《想念士》を辞めさせられるのと同義語なんだ」

　クーイがアイゼルの頭に手を乗せれば、

「そりゃあね、アイゼルに非がないとは言えないわ。むしろ非は大きいと思う。でもそれでも、やっぱりあたしたちだけが小隊に残るなんて……できないのよ」

《想念士》になった、ならざるを得なかった事情──

　当然キャロンにも、クーイにもある。だからこそ彼らはおなじ境きよう遇ぐうのアイゼルの気持ちがよくわかるんだ。ぼくだって──。

（そうだったのか……）

　当のアイゼルはひたすら自己嫌けん悪おし、

「わたしとしては、……キャロンやクーイに迷めい惑わくをかけてしまってもうしわけないと思っている。カイム、きみにもアイリーシュ小隊長にもたいへんなご迷惑をかけてしまった。どう考えても小隊長の仰おつしやられていることは正しい。悪いのは小隊長の期待に応こたえられなかったこのわたしなのだ。だからもう、こんなわたしにつき合ってくれる必要はないと、何度もこの二人には言ったのだが……」

「なに言ってるのよ!?　あなたには大事な夢があるんでしょ!?　このまま《想念士》を辞めちゃってもいいの!?」

（夢？）

　その時だった。

　ふっと、二階なのに突とつ然ぜん喫きつ茶さ店てんの窓に黒い影かげが差す。なにごとかと目を向けると、

「わっ、アイリーシュ!?」

「え……？　きゃっ!?」

「うわわわっ、小隊長殿!?」

「アイリーシュ小隊長!?」

　喫茶店の二階の窓ガラスには真《ぺぽろってぃ世》の頭に乗ったアイリーシュがべったりと鼻先と両りよう掌てのひらをガラスに押しつけて、身み震ぶるいしながら鬼おにの形ぎよう相そうで貼はりついていた。

　その足もとの真《ぺぽろってぃ世》の両眼は爛らん々らんと点てん滅めつし、口は全開していて、臨界点を突とつ破ぱした主の怒いかりの波動を受け取ったかのごとく主しゆ砲ほうの砲撃準備態勢に入っている。

「きゃああ、ばかばかばかー!?　こっ、市街地こんなとこでなに考えてんのよー!?」

「アイリーシュ、お、落ちついて!?」

「小隊長殿!?」

「ア、アイリーシュ小隊長！」

　たちまち店内は騒そう然ぜんとなり、まばらにいた客も店員も逃にげ去さってしまう。

　残されたぼくたちはといえば全員ソファーごと後ろにひっくり返るほど驚おどろいていて、



    

  
    
      「カイム！　窓を開けろ！」

《ぺぽろってぃ》の後頭部には拡声器のマイクがついていたらしく、これを口もとに引っぱってきたアイリーシュのほうからものすごい大音量の声が聞こえてきて、半分腰こし砕くだけのぼくがなんとか立ちあがって窓を開けると、

「こい！　こんなやつらと一いつ緒しよにいるとこっちまで性根が腐くさってしまう！」

　そのままぼくは機械巨きよ人じんの掌てのひらにむんずと掴つかまれて、あれよという間に店外に拉ら致ちされてしまった。

「カイムくーん！　ちょ、ちょっと!?　この人さらいー！」

　いー！　いー！　と、キャロンたちの声は山びこみたいになってすぐに遠のいていった。

　ズシズシ地じ響ひびきを立てて雑ざつ踏とうの人々の注目を浴びつつシェイクトエリアの市街地を進む機械巨人の掌のなかで、ぼくは依代の頭に屈かがみ腰ごしで掴まるアイリーシュに恐おそる恐る、

「こ、これから、どこにいくの？」

「今日の任務はもうやめだ、──用事がある、少しつき合え」



　　　　５



　そうやってぼくが引っぱってこられたのは、

（えっと、なんでいま、ぼくはこんなところにいるんでしょう）

　生まれてこのかた足を踏ふみ入れたことなんてないような、──たぶん生しよう涯がい自分みたいな一いつ般ぱん庶しよ民みんとは無む縁えんと思っていた超高級ホテルだった。

　レーヴェルンジュ・コンチェルン・デ・《ＥｅＸイプセロンテン》。ウルバスの古い言葉で《最上の歓よろこびを》と訳されるサービスを提供する、《ＥｅＸイプセロンテン》シェムランホテルガイド《七つ月》の最高ランクに位置づけされる三二階建ての超ちよう高こう層そうホテルだ。それも最上階の大広間。

（ぼくはいま、なんでこんな場所にいるんだろう）

　同じ言葉が何度も頭のなかで繰くり返かえされるがちがちに緊きん張ちようしていたぼくはといえば。

　アイリーシュが事前にスーツケースに入れて用意してきたスーツにネクタイという正装に、ホテルのトイレであらかじめ着き替がえてきていて。

　そんな笑顔も引きつるぼくの腕うでのなかには、

「──カイム、どうどうとしていろ。おまえはこのアイリーシュ・シエラールのパートナーなのだからな」

　殺さつ伐ばつとした軍服とはうって変わりぐっとおとなびた色調のイブニングドレスを身にまとうアイリーシュの姿があった。

　彼女は会場で演奏されている荘そう厳ごんな弦げん楽がく七重奏の生演奏ウルバス古典音楽クラシツクに合わせ、長手て袋ぶくろをはめた両りよう腕うでをぼくの首筋に絡からめるふりをして耳もとに顔を近づけてきて、こっそり社交ダンスのレクチャーをしてくる。

（がんばらなくっちゃ、ぼくが失敗するということは、彼女の恥はじになるんだから）

「一、二、三、一、二、三、──ターンの時には背筋を伸のばせ、頭の高さをふらふら変えるな、そうだ、その調子だいいぞ」

　ホテル最上階三二階に位置する大ホ広ー間ルの造りは全面ガラスばりで、ウルバスの景観が一目で見み渡わたせる。

　いまはあいにく昼間だけど陽ひが落ちたら、さぞ夜景が綺き麗れいなんだろうな。

　こんな場所でアイリーシュとこうしてダンスを踊おどることになるなんて……。

　なんていうかぼくにとっては夢ゆめ心地ごこちだ。

「──だいぶ慣れてきたな、ふふ、あんがい才能があるのではないか？」

「そ、そうかな、こっちは自分の身体からだじゃないみたいだよ」

　完かん璧ぺきなステップでぼくを先導リードするアイリーシュの姿に、会場のそこかしこで踊っていた来らい賓ひんたちから賛美と感かん嘆たんのため息が洩もれる。

　普ふ段だんぼくより頭ひとつ分背の低い彼女も、いまはドレスに合わせて高いヒールを履はいていてぼくの鼻先を前まえ髪がみが掠かすめるくらいになっていた。

　髪かみ型がたもいつものツインテールから一つに髪かみ留どめで結わえて後ろでアップにしていて、なんていうかとてもシックで女性的な印象だ。アイメイクとかのお化け粧しようもばっちりに。

　天てん井じようのシャンデリアから洩れる淡あわい暖色の光源も加わり、本気でドレスアップした彼女は会場にいるどんな着き飾かざった相手も霞かすむ正しよう真しん正しよう銘めいの淑しゆく女じよの輝かがやきを放っていた。

（さすがはプラセータ・ルクオン・インダストリー総そう帥すい令れい嬢じよう）

　つくづく血統の気品を感じずにはいられない。

　紆う余よ曲きよく折せつあって《災さい厄やくの日》にすべてを失いはしたものの──

　育ちを辿たどれば政財界、社交界の頂点に君臨する肩かた書がきの持ち主なんだ。

　世が世ならぼくなんて口もきいてもらえなかっただろう高たか嶺ねの花はな、それがいまはこうしてぼくの腕のなかにいるのだから運命の不思議を感じずにはいられない。そこへ、

「おや、これはこれは、ルクオン総帥令嬢閣下」

　車くるま椅い子すに乗せられた大太りの中年男がやってきた。

「──いや、いまはただのアイリーシュ・シエラール嬢じようでしたな」

　毛もう髪はつは生来のものか完全に禿はげあがり、全身ぶよぶよ脂し肪ぼうまみれの体型だ。

　薄うす目めで見るとシルエットだけなら《肉につ塊かい》に見える、その肉体の不ふ均きん衡こうさは度を超こしていて頭頂部にまで脂肪がつき肉にく瘤りゆうとなっているほどだった。ましてやお腹なかや太ももなどにいたっては……。歪いびつに何段にも盛り上がり、軽車両くらいの体重がありそうな自じ重じゆうをとても自分の手足では支えきれないのだろう、ゆえに彼は自分の電動補助つき車椅子をさらに屈くつ強きようそうな黒服の男たちに四人がかりで押させていた。

　口もとは愛想笑いを浮うかべていても、目は爬は虫ちゆう類るいみたいに無表情で気持ちが悪い。

　たぶんお酒と、不ふ摂せつ生せいな生活の集大成だろう、見てるのも嫌いやな脂あぶらぎった顔が彼の不快さに拍はく車しやをかけていた。

「ふん、ゴスタフ・ボルムか」

　ぼくとの踊りを中断したアイリーシュは《生ゴミ》──さらにそれ以下を見る目でゴスタフと呼ばれた車椅子の男を見る。

《死ねばいいのに》──という。

　究極の悪意の視線ビームをアイリーシュは放っているのにゴスタフはゴスタフで究極の愚ぐ鈍どんな感性を持っているのだろう、意にもかいさず下げ卑びた笑いで受け流し、

「どういう心境の変化ですかな？　これまで幾いく度どとなくご招待もうしあげ、このわたくしめの新社長就任パーティにもご列席いただけなかったあなたが」

　するとアイリーシュは露ろ骨こつに挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべる。

「べつに。おまえの豚ぶた面ヅラをたまに眺ながめれば、わたしが普段愛めでている可愛いものたちがより可愛く見えるからな。いわゆる逆目の保養というやつだ」

　げらげら笑ったゴスタフはむふーと一息吐つくと、車椅子の肘ひじ掛かけを開け、なかにまるごと入っていた自分専用のロースト大鴨鳥ビツグダツクを骨ごとむしゃむしゃ食べてしまった。

（からあげじゃないんだから）

　べろりと長い舌を出して唇くちびるのまわりの油を拭ぬぐう──というよりも、それももったいなくて舐なめとったに違ちがいない彼は、

「なんでも最近は《想念士》をなさっておられるとか、かつてのルクオン総帥令嬢も落ちぶれたものですな。まあたいしたおかまいもできませんが、ご自由におくつろぎなさっていってください」

「おまえにおかまわれると全身鳥とり肌はだが立ちそうになるから気にするな。くつろげはせんが自由にはさせてもらおう」

　おつきの黒服に車椅子を押させて去っていった彼はその後はもうぼくたちに目もくれず、会場で談笑している来賓たちに愛想よく挨あい拶さつ廻まわりにいってしまった。

（なんだよあいつ!?　いやーなやつ）

　気が短いほうではない、……と自分では思っているぼくもさすがに後ろ頭を小こ突づいてやりたくなっていると、

「やつが前プラセータ・ルクオン・インダストリー役員にして現社長、ゴスタフ・ボルムだ。我が父の死後に社内クーデターを起こし会社を乗っ取った張本人というわけだ」

「やーな名前だね、ぼく一生ゴスタフって名前好きになれそうにないよ」

　それにしてもなんでアイリーシュはこんな嫌なやつにわざわざ会いにきたんだろう。

　どうしても一緒にきてくれって言われたから、ぼくもおつき合いしてきちゃったけど。

　するとアイリーシュは会場中央に置かれていた高さ二マルテルほどの《氷の女神像》のところに歩いていって、その周囲に置かれていた立食ビユツフエスタイルのドリンクを二人分持ってきてくれた。ライムグリーンとルビー色のきれいなノンアルコール・カクテルで、ぼくはルビー色、彼女がグリーンのカクテルグラスを手にした。

　そのパーティ会場正面には《プラセータ・ルクオン・インダストリー新事業所落成記念パーティ》のはでやかな看板が掲かかげられている。

「わたしの父がやつらの手で、石ころ同然にエリア共同墓地に遺い棄きされたのは話したな」

「うん、……ひどい話と思った」

「しかしその件で政財界から反発があったらしい。お家いえ騒そう動どうで権力から失しつ墜ついしたとはいえルクオンの名はやはり偉い大だいだからな。以来やつからわたし宛あてに巧こう妙みように、抜ぬけ目めなく、なにかにつけてこういった催もよおしの招待状が送りつけられてくるようになった。やつらとしては対外的に円満な体制の代だい替がわりをアピールしたかったのだろう」

　カクテルグラスに口をつけた彼女はドレスの胸の谷間にしまっていた今回の招待状を、手でくしゃりと丸めて料理を片づけていたホテルのボーイのお皿に入れる。

「まあやつらはわたしがこんな催しになど出るはずがないとたかを括くくっていただろう。出られたところで痛いたくも痒かゆくもあるまい。わたしとてこれまで無視し続けてきた」

「それがどうして、今回にかぎって出席する気になったの？」

　ぼくは一つ気になってることがあったんだ。

　いつものアイリーシュなら、あんなゴスタフみたいなやつならとっくに頭ず突つきの一つも喰くらわしているはずなんだから。が、ぼくの疑問はすぐに氷解した。

「──それはわたしが、ルクオン社をこの手に取とり戻もどすつもりになったからだ」

「！」

「今日は倒たおすべき相手の顔を拝みにきただけだ。だからかんべんしてやった」

（ぜんぜん許したとかじゃなくって、もっと大きなことをアイリーシュは考えてたんだ）

　彼女は仇あだ討うちの話とは思えないくらいに温和な表情でカクテルグラスを傾かたむけ、

「はじめは父とわたしを裏切った会社のことなどどうでもいいと思っていた。しかしいま、わたしはもう一度ルクオン社を取り戻して父の後を継つぎ、自らが《総そう帥すい》の座に就きたいと思っている。──こんな気持ちになれたのはぜんぶおまえのおかげだ」

「……！　ぼくの!?」

　アイリーシュは会場に溶とけこむためか、それともただ単に踊りたい気分になったのか、すっかり飲み干してしまったカクテルグラスをぼくも飲み終えていたグラスと一いつ緒しよにそばにあったワゴンに乗せると、ぼくにしっとりと身を預けてきた。

「わたしは他人を信じられなかった。だが、……おまえのおかげで人を信じることを思い出させてもらったのだ」

　耳もとで囁ささやく彼女からは甘い香こう水すいの香かおりが漂ただよってきて。

（よく見ればさっきのノンアルコール・カクテル、アイリーシュの《お茶》じゃない？）

　酔よっている……？　茶乱発生ではないけど、ほろ酔よいていどに……。

　ぼくは鼻び腔こうをくすぐられ、陶とう然ぜんと頭が痺しびれてしまう。

「わたしは自分一人で生きているのではない。孤こ独どくなのでもない。それをおまえに教えてもらった。そしてもう一度じっくりと考えてみたのだ。ルクオン社にはまだ、わたしを、──いや、わたしのことはいい、少なくとも我が父ルクオンを──慕したい、尊敬して忠誠を誓ちかってくれている者たちがいるのではないのか、とな」



    

  
    
      （そうか！）

　アイリーシュは《災厄の日》に《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》に襲おそわれて、生死の境をさまよっていた。その間にゴスタフ一派に会社を奪うばわれ、この時に誰だれ一人ひとり会社の人間が彼女の見み舞まいにも訪れなかったと言っていたんだ。

　でも冷静に考えてはたしてそんなことってあるだろうか？

　だってプラセータ・ルクオン・インダストリーといえば関連子会社含ふくめれば数千を下らない従業員がいるんだよ？　その誰一人として前総帥ルクオンの忘れ形見に挨あい拶さつにも訪れないなんて、あまりにも不自然すぎる。むしろ、

（ゴスタフとか、会社を乗っ取った幹部連中からルクオン社員たちに圧力がかかってたって考えるほうが自然じゃないのか）

　ルクオンの一族を孤こ立りつさせようとする企たくらみだ。

　もしアイリーシュのお見舞いにこなかったことが、ルクオン社の人たちの本意じゃなかったのだとしたら。彼らがアイリーシュに協力してくれる可能性はじゅうぶんにある。

「ルクオン社に居残っている全員がわたしと我が父のことをうとましく思っているなら、わたしとてそんな会社に未練はない。だがもし、我が父との絆きずなを大事に思ってくれている者たちがいるのなら、わたしは彼らと力を合わせ、きっと会社を取り戻してみせる。これはわたしにとって、《紅き六瞳の獣》を討つこととおなじくらい大切な目標だ」

　そしてまだ酔いから醒さめきっていなさそうなアイリーシュは、小さくつけ加えた。

「──この話を聞かせたのは、おまえだけだ」

「アイリーシュ……」

「この会場はいまはまだ、わたしにとって敵地同然。だがおまえとなら、──わたしはここにくる勇気が持てた」

　踊おどりの流れでぼくの胸もとに頬ほおを寄せるかっこうとなった彼女は、一いつ瞬しゆん驚おどろき、

「おまえ、華きや奢しやに見えてあんがいとたくましいのだな」

「えっ……」

「こんな堅かた苦くるしい場所につき合わせてすまなかった。会場を出たら一緒にモックルシェイクでも飲みにいこう。こんな息苦しい場所で飲むどんな高級シャンパーネよりも、おまえと二人で飲むモックルシェイクのほうがずっと美味い」

　言ってしまってから、酔いのせいか、酔いが醒めてきたのか、アイリーシュは頬を染めてぼくから視線を逸そらし動どう揺ようしきりに訴うつたえる。

「……。だ、だからおまえは、嫌きらいだというのだ」

「え……？」

「──おまえはいつも、わたしに恥はずかしいことを言わせる。……そんなおまえが、わたしは大だい嫌きらいだ」

　耳みみ朶たぶまで朱しゆに染めてアイリーシュがそっぽを向いてしまったその時だった。

（あれ？）

　ぼくははたと気づく。会場の片かた隅すみで壁かべに斜ななめに寄りかかり、腕うでを組み、じっと鋭するどい視線をぼくたちに送り続けている女性の存在に。

　年の頃ころならぼくやアイリーシュの少し上くらい。一九歳とか二〇歳といったところだろうか。うなじくらいで黒くろ髪かみを切きり揃そろえ、アイリーシュもツリ目がちだけどもう一段強くした怜れい悧りな眼まな差ざしをしている。

　いささか事務的な感じのする硬かための礼装姿で、男装の麗れい人じんといった出いで立たちだ。そんな彼女の瞳はウルバスではぼくの紅い瞳とおなじくらい希け有うな黄金の色をしていた。

　この視線を一向に外そうとしない彼女のもとに、アイリーシュも気づいたのかぼくから離はなれて自分から出向いてゆく。

「わたしの顔に、なにかついているか？」

「いや」

　近づかれても女性はまるで動じずに、壁に寄りかかった姿勢で無表情に返こ答たえる。

「おまえは誰だれだ？　わたしの名前は──」

「知っている。アイリーシュ・シエラール」

　彼女は感情の伝わらない淡たん々たんとした口調でさらに、

「たしか《Ｅｅイプセロンスリー》にいたはずだが。この地に赴ふ任にんしてきたのか」

「わたしが《想念士》であることも知っているのか!?　……ほんとうに何者だ？」

　しかし謎なぞの女性はアイリーシュの問いかけに答えず、

「──いますぐカラルモの戦いから身を退ひけ」

「な……に？」

　けっきょく彼女はそれ以上喋しやべらず、身を翻ひるがえして立ち去ってしまった。

　アイリーシュにぼくは聞いてみる。

「誰、なんだろうね、向こうは知っていたみたいだけど」

「まるで記き憶おくにない」

　一度はそう答えるものの、

「……いや、どこかで逢あった気もする」

　アイリーシュは不可解そうに首を傾かしげた。



　　　　※



　帰り道。アイリーシュのお茶酔いもすっかり醒めたみたいで。

　ホテルの窓口フロントで預かってもらっていた軍服に着き替がえなおし、一緒に預かってもらっていた《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミも返してもらってホテルを出たぼくたちは。

　黄昏たそがれに染まりだしていたシェイクトエリアの遊歩道を約束どおりモックルシェイクを飲みながら歩いていた。

「おまえ、さっきそれにレジのホットパンケーキ用のメープルシロップ取ってきて、三カップもぶちこんでなかったか？」

　胸焼け気味の顔でぼくのシェイクをのぞきこんでくるアイリーシュに、

「あ、だってこのままだと甘さが控ひかえ目めすぎない？　ぼくの独自調合オリジナルブレンドってやつだね」

「……。おまえの独自調合オリジナルブレンドは一生口に合いそうにないな」

　アイリーシュはシェイクのついでに買ったフライドポテトを頬ほお張ばり、ぼくにも分けてくれる。

「ところでさ、相談があるんだけど」

「新人どもの話ならいっさい耳を貸さんが、それ以外ならなんでもかまわんぞ？　──で、なんだ？」

　アイリーシュはポテトをぽりぽり齧かじりながら言ってくる。

　……。先回りして話を潰つぶされてしまった。いじわる。

「冗じよう談だんだ。話してみろ。ただし《きみから歩み寄ってアイゼルの解かい雇こ通告を解除してあげてよ》とか、そんな話だけはお断りだがな。──で、なんだ？」

「……ね。ぼくをいじめて、楽しんでないかい？」

「おまえの考えてることくらいお見通しだ。だがアイゼルの処分はわたしに考えがあってのこと。おまえにも自分の役目があろうが、いましばらく静観していてくれ」

　そう言われてしまえば──

　ぼくにも返す言葉はない。

　と、ぼくはそんなアイリーシュが胸の内ポケットに一冊の本を忍しのばせていたことに気づく。あまり見覚えのない出版社の、手造りっぽい分厚いカバーの本だ。

「どうしたのそれ？　読書の趣しゆ味みなんてあったっけ？」

　するとアイリーシュは本を手に取り、

「これか？　わたしはまがりなりにもルクオン総そう帥すい令れい嬢じようだぞ？　自じ慢まんでもなんでもなく、社交界や政財界の連中とまともに会話を成立させられるくらいの教養はたしなみとして身につけているぞ？　もっとも、これはそういう理由で入手したものではないがな」

「へえ、そうなんだ、じゃあどういう理由で持ってるの？」

「これはなできが悪くて、どうしようもなく世話のかかるある男の著作だ。が、読んでみるとなかなかにおもしろい。おかげで今日も寝ね不ぶ足そくだ」

「へえ、そんなに」

　本には普ふ通つう著者名がありそうな場所にどこにも名前が見あたらず。

　背表紙には《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》と、ウルバス古書体の文字で印字されていた。

「《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》って……まだできあがってない歴史書ってこと？」

「この本はウルバスの歴史を綴つづったものでな。《暁あかつきの人》伝説に始まり一〇〇年に亘わたるウルバスの民が抱いだいてきた《希望の園アーセルヴア》への想おもい、《災さい厄やくの日》の悲劇などじつにこと細かく調べて書いてあるぞ」

「なるほど……」

　本を見るとたくさんの付ふ箋せんが貼はられていて、いかにアイリーシュがこれを念入りに読んでいたかがわかる。

　でも電子書しよ籍せきが主流のいまどき、印刷された本ってのも珍めずらしいよね。

　と、その時。遠くのほうでこの世のものとも思えない大きな炸さく裂れつ音おんがする。

　なにごとかと二人して顔を見合わせているとアイリーシュの血相が変わった。

「みろカイム！　あれはなんだ!?」

　それはカラルモとの国境に位置するエリア境界壁へきの方角だった。

《ＥｅＸイプセロンテン》の街並みに邪じや魔まされてはっきりとは見えない。が、高層建造物群の狭はざ間まから僅わずかに覗のぞく赤銅色の境界壁の向こう側でたしかに黒こく煙えんと紅ぐ蓮れんの炎があがっている。

「どういう、ことなんだろう!?」

　その時ぼくの携けい帯たい無線の呼び出し音が鳴った。無線機を懐ふところから出して通信を繋つなぐとすぐに現れたのはキャロンで、彼女は開口一番こう言ったんだ。

「たいへんよ、カラルモ軍が……敵の大部隊がエリア境界壁の緩かん衝しよう地帯に出現あらわれたの！」



    

  
    
      　《ＥｅＸイプセロンテン》攻防戦
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「どういうことだ、やつらなんで《ＥｅＸイプセロンテン》なんぞに攻せめてきた!?」

　怒ど声せいを発するアイリーシュとぼくが内部階段を駆かけ昇のぼった先のエリア境界壁上部には、すでにキャロンと筒つつ型がたリュックを背負ったクーイとアイゼルが到とう着ちやくしていた。

　あと何人か、ぼくらがこの地に赴任してきたとき挨あい拶さつを交わした第七連隊駐ちゆう屯とん基地の老人指揮官たちもいる。

　エリア境界壁前面には上から見おろすと何か所か焦こげ痕あとがついていて、そこからもうもうと黒煙が噴ふきあがっていた。

（あそこに敵の砲ほう弾だんが着ちやく弾だんしたんだ）

　ぼくらの位置から見えるシェイクトエリアとカラルモエリア間の緩衝地帯には。

　カラルモ軍の軍勢が夕陽を浴び、横並びに拡がる《鷹おう揚ようの渡り鳥どり》の陣じん形けいで部隊を整列させていた。

　通常銃じゆう弾だんがぎりぎり届くか届かないかくらいの間合いだ。

　電子双そう眼がん鏡きようで確認すると中央に主力と見られる《想念士》部隊がおよそ五〇〇名。

　構成は基本的な《直接戦せん闘とう型》と《間接戦闘型》の混合で、彼らはすでに機械装そう甲こうや金属大たい砲ほうの類たぐいを装備して戦闘態勢を整えていた。

　うち一〇以上、数人がかりの《想念士》で編成される《人間砲ほう台だい》が混じっている。

《人間砲台》とはぼくの命名だが中央に、戦車の砲ほう身しんなみの長大な大砲を胴どう体たい部分から伸ばした《間接戦闘型》が地面にお尻しりをつけた状態で身を固定していて。

　これを前後左右から四人力で《直接戦闘型》が支えている。

　五ご位み一いつ体たいのこの《人間砲台》のいくつかから砲ほう口こうより硝しよう煙えんが燻くすぶっており、あれでエリア境界壁を砲う撃たれたのは容易に推察できた。

　彼らの背後と左右にはさらに特とく殊しゆ戦闘車両や重火器で武装した機き甲こう部隊が、やはり五〇〇ほどの陣じん容ようで固めている。加えてこと市街戦においては《想念士》と同等の主力になりうる軽歩兵部隊が、少なく見積もってざっと二〇〇〇は中軍に控えていた。

　そんな彼らは全員が《掃そう討とう者しや》ガルシアに倣ならってか、顔の上半分を覆おおい隠かくす漆しつ黒こくの軍用ヘルメットをかぶって衣装を統一している。

（カラルモ軍の実数は、たしか後方支し援えん部隊を除けば一万数千といったところのはず）

　だったら今回の戦闘に敵は、総兵力のおよそ四分の一もの大戦力を投入してきたことになる。……それだけやつらが、本気ってことなんだ！

　占せん領りようしたばかりのエイズナ治安維い持じに、まだ相当数の戦力を割さかなければならない状じよう況きよう下かでこれだけの部隊を一いつ箇か所しよに集中させれば、本国の護まもりが手て薄うすになる。

　そんな危険を承知で彼らがこの布ふ陣じんで挑いどんできた理由は……。

　カラルモの狙ねらいが短期決戦にある以外あり得なかった。

「アイリーシュ、敵の補給部隊の姿がどこにもない！」

　常識外の編成の意味するところをアイリーシュも即そく座ざに知る。

「つまり歩みの遅おそい補給部隊を排はい除じよし、守りの手薄な《ＥｅＸイプセロンテン》を電でん撃げき的に一点集中突とつ破ぱし、一気にシェイクトエリアの中央区画まで攻せめのぼる計算だ」

　事態の深刻さに、彼女は重く短い息を吐はき奥歯を噛かむ。

「……シェイクトエリア直属軍の寡か兵へいをつかれたな。ここを抜ぬけられたら《ＡａＩアルバワン》まで無人の野だぞ」

　キャロンとクーイも、

「どうしよ!?　《Ａａアルバ区画》はロイ大たい佐さたちもいるし簡単には陥お落ちないだろうけど、ほかの区画ぜんぶ陥お落とされちゃったら中央区画だけ残ってても意味ないじゃない!?」

「ていうかそれ以前にこっちは《五人》だぜ？　あとは補給運うん搬ぱん専門の人呼んで《シェイクトエリア第七連隊のお荷物軍団》だけって……こんなんで、どうしろってんだ？」

　進しん退たいきわまった彼らももう、率直にアイリーシュに意見を求めていた。

　ただアイゼルだけは。まだ恐きよう怖ふ心しんと、──それ以上に自分がいまだ正式に小隊の一員と認められていない負い目があるのだろう、俯うつむき加か減げんで沈ちん黙もくを守っていた。

　そこに第七連隊老指揮官たちが、腰こしを叩たたきふさふさのひげを手で弄もてあそびつつやってくる。

「で、どうするんじゃな？　こういう場合わしら軍規上、お嬢じようちゃんがたの指揮下に入ることになっておるんじゃがな。嬢ちゃんたち《二桁連隊ダブルナンバー》のほうが階級も上だしの」

　アイリーシュはキャロンに尋たずねる。

「ロイ連隊長には連れん絡らくをとったか」

「もちろんよ、すべて報告済み、いまも通信はつながっているわ」

「だったらまずは相談だな」

　それには携帯無線より感度のいい、大きな鞄かばんくらいある無線通信機が使われていた。

　アンテナを目いっぱい伸ばし、第七連隊の一兵おじいさんがエリア境界壁の上部で戦せん況きようを実じつ況きよう報告してくれている。

（考えてみればあたりまえだけど、おじいさんたち、いざとなればこういう機器くらい使えたんだ）

　そこへ、

「アイリーシュ、誰だれかくるよ！」

「なに!?」

　カラルモ軍《想念士》隊の一いち翼よくから、漆黒の軍用ヘルメットを取り外した女性指揮官が単身歩み出てくる。その彼女にぼくらは見覚えがあった。

（さっき会ったばかりの、あの人じゃないか！）

　外がい套とうをはためかせこちらに向かってくる彼女は黄金の瞳ひとみと黒くろ髪かみを持ち、いまはボディスーツみたいな動きやすそうな黒地の戦闘服に着き替がえている。も、

「プラセータ・ルクオン・インダストリーのパーティ会場にいた、あの女性だよ！」

「どういう、ことだ!?」

　彼女の前進に合わせ背後のカラルモ軍兵士たちがざっと軍ぐん靴かを鳴らし、起立待機の体勢をとる。ぼくらに肉声の届くところまでやってきたところで彼女は立ち止まり、

「おまえたちの指揮官と話がしたい。調べはついている。アイリーシュ・シエラール、出てこい」



    

  
    
      　呼ばれたアイリーシュは一人でエリア境界壁の端はしまで進み出て胸きよう壁へき峡きよう間かんから顔を出し、

「みょうなところでの再会だな、アイリーシュ・シエラールだ。おまえがカラルモ指揮官だったとはな、用件はなんだ」

「わたしはレイン・アムルータ、カラルモ軍上級大将だ。今回のシェイクトエリア北上侵しん攻こう作戦、奇き襲しゆう遠えん征せい軍最高総司令をまかされている。端たん的てきに言おう、我らに降こう伏ふくせよ」

「降伏？」

「ここには名高きロイの第一〇連隊主力を始め、シェイクトエリア直属軍本体のないことは知れている。戦えば時間の問題で我らの手に陥おちる。が、我らは無益な戦いを望まん」

　好まないのではなく、望まないのだ。つまり戦いを避さけたいのは純じゆん粋すいに戦略的な意味合いからだ。ここでいたずらに時間を潰つぶせば本丸である《Ａａアルバ区画》の陥落に支障をきたす。

　ゆえにこちらが戦意を示せば、まともな武官なら矜きよう持じを傷つけられかねないこんな圧あつ倒とう的てきな弱小戦力を相手でも彼女は一戦も辞さずとしてくるだろう。

「降伏の代だい償しようは？」

「ここに立てこもるすべての兵士たちの安全と、《ＥｅＸイプセロンテン》および我らの進軍ルートに該あ当たるシェイクトエリア全市民の命の保障だ」

「その口約束がまもられる証しよう拠こはどこに？」

「わたしはガルシア陛下の御み名なを辱はずかしめるまねはしない。信じるか信じないかは自由だ。ただし忘れるな。わたしはガルシア様に敵するものを容よう赦しやしない。我が兵士たちもだ。もしきさまらがガルシア様に害なす者とならば、たとえどれだけの戦力差があろうと一方的な殺さつ戮りく者しやの汚お名めいをかぶろうと、我らはきさまたちを完かん膚ぷなきまでに叩きつぶす」

「話は受けとった、……考える時間を要求したい」

「よかろう。この陽が完全に沈しずみきる前の《実りの感謝の祈いのり》の刻までだ、それ以上は待てん」

　ぼくは内心舌打ちする。時間を引ひき延のばし、その間にロイ大佐たちの援えん軍ぐんを待つという希望をこれで封ふうじられてしまった。

（さすがに若くてもカラルモ軍総指揮官、ちゃんと考えている）

　交こう渉しようでも主導権を取るのは難しい。話を終えたレインは外套を翻ひるがえすと威い風ふう堂どう々どうと、待機するカラルモ軍のもとへと戻もどっていった。

　すぐさまアイリーシュはロイ連隊長との通信機のところにおもむく。

　ぼくたち小隊の全員もこれを囲むように集まった。

　ロイ大佐は通信画面上で前まえ髪がみを掻かきあげていて、

「話は聞いていた。まさかこんなことになっちまうとはな」

「大佐が我々の安全を考えて前線から遠ざけてくれた配はい慮りよはわかっています、今回は完全に裏をかかれました」

「レイン・アムルータといえば第一五連隊、特務の連中も注視マークしてたカラルモ軍の最重要人物だ。おまえにとっても、ひときわ縁えんの深い相手といえるだろうな」

「わたしにとって？」

「──シェイクトエリア直属軍に潜せん入にゆうしていた、以前おまえが追っていた例の《ガルシア特務大たい尉い》がいただろう。その正体はガルシア当人ではなく、九く分ぶ九く厘りんレイン・アムルータだ」

「な!?」

　一いつ瞬しゆん放心しつつアイリーシュは通信機につめ寄り、

「どういう、ことです!?」

「カラルモやエイズナに散っていた第一五連隊の連中が集めてきた情報だ。レインは特とく殊しゆな能力の持ち主でな」

「特殊な能力？」

「やつは機械微び粒りゆう子しを極小機械ナノマシンとして自分に装着し、骨格レベルで自らの姿を自在に変えられる《想念士》だ。この能力はエイズナ戦においても諜ちよう報ほう戦でおおいに役立った。これによりカラルモ軍の電撃的勝利につながったともされている。──エイズナを陥落させた《少数精せい鋭えい》部隊ってのはまさしくこのレイン・アムルータ隊のことだ。また国内においてはガルシアの影かげ武む者しやも務める、腹心中の腹心だな」

　だからアイリーシュは、レインをどこかで逢あった気がすると言っていたんだ。顔や骨格は異なっても、何度も逢いにいった気配みたいなものを覚えていたんだろう。

　アイリーシュは当初こそショックを受けていたもののすぐに指揮官として立ちなおり、

「──で、我々はどうすればいいと？」

「そこだが、どう考えてもおまえたちの援軍にまにあいそうにない」

　ロイ連隊長は頭を掻き、

「むろん最善はつくす。《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》と機甲連隊の特殊車両を使って、すでに第だい一いち陣じんは出発させた。だがそれでも時間がなさすぎる。やつらが意図的に交渉期限を《実りの感謝の祈り》に区切ったのは、俺たちに背後をつかれるのを怖おそれたからだ」

「三〇〇〇の兵力に対たい抗こうするには、そもそも半はん端ぱな援軍ではまにあいません。かといって援軍に力を傾かたむけすぎれば、がら空きとなった《Ａａアルバ区画》が危険です。これを急きゆう襲しゆうすることにこそやつらの真の狙いがある可能性も高いわけですから」

「そういうことだ、だから俺自身は直接おまえらのところに行ってやれん」

　苦境に黙もくするアイリーシュに、熟考の末ロイ連隊長は告つ知げた。

「結局のところこれは、おまえたち自身になんとかしてもらうしかない。俺はおまえたちに《死ね》とは言えん。かといってシェイクトエリア市民を見捨てて逃にげろ、とも立場上言えん」

　大佐が言葉をかけた時だった。悲鳴や怒ど声せいが《ＥｅＸイプセロンテン》の街から聞こえてくる。カラルモ軍襲しゆう来らいの情報が流出し、恐慌パニツクに陥おちいった市民たちが騒さわぎだしたのだろう。

　大佐は苦く汁じゆうの言を紡つむぎ、

「俺にいましてやれるのは、現時刻をもって《ＥｅＸイプセロンテン》第七連隊武器保管庫を放ほう棄きして撤てつ退たい、あるいはカラルモ軍に全面降伏する許可を与えるだけだ」

　あとはこの許可をどう使うかおまえたちの自由だ、と、大佐は未来の選せん択たくをぼくたちにゆだねた。通信を切る前、ロイ連隊長は第七連隊の老指揮官たちを捜さがす。

「そこに、ご老人がたはいらっしゃるか？」

　すると呼ばれた第七連隊老指揮官たちがぞろぞろ通信機の前に集まってくる。

「ほっ、ひさしぶりですじゃのロイ大佐、出世なされて、元気にしておりましたか？　こないだはいきなり連絡をもらってびっくりしたぞい」

「──は、おかげさまで、こちらこそごぶさたしておりました」

（……！　ロイ大佐が、敬語を!?）

　曹そう長ちようとか、最高でも特務曹長ぐらいの老人たちに、頭まで下げて、

「お手数をおかけします、……そこのひよっ子どもを頼たのみます」

「なーに、連絡もろた時からそのつもりじゃった、……と言いたいところじゃが、わしらみたいな老いぼれになにかできますかいの？」

　快活に笑う老人たちに一礼してから、大たい佐さはぼくらに敬礼を送った。

「──くだらん意地も、誇ほこりもいらん。ただおまえたちの生せい還かんを祈る」

　この言葉を最後に、ロイ大佐は通信を終えた。

　残されたぼくたちはアイリーシュを中心に集合し、第七連隊のおじいさんたちは遠えん慮りよしてか口を挟はさまずに遠巻きに見ている。

「普ふ通つうに考えればノータイムで二に者しや択たく一いつだな。とんずらか、全面降伏か」

　自じ虐ぎやくの笑みを浮うかべるアイリーシュの意見にぼくもつけたす。

「ただ逃とう走そうは、《ＥｅＸイプセロンテン》の住民たちを完全に見捨てることになるね」

　アイリーシュもわかっているのだろう、静かにしている。

「ぼくたち半分、レイン隊の人質になっているみたいなものだから。カラルモ軍がぼくらをのちのちシェイクトエリアとの政治交渉の材料にするためにも、逃げだそうとすれば容赦なく追つい撃げきしてくると思うよ」

「そうね、そうよね、そうなれば市民たちもどうなるかもわからない。って、んもう、だからって!?　あたしたちが降伏したところでぜんぜん市民たちの安全なんて保障されてないじゃない！　ぜんぶあっちの言うなりでしょ!?」

「かといって一いつ緒しよに逃げるにしたって、ここでも市民たちの足が遅おそいのが致ち命めい的てきだぜ。俺たちだけなら、……まあなんとか逃げきれるかもしれないけどな。《ＥｅＸイプセロンテン》には老人もいりゃ子供もいる」

　アイリーシュはしばらく《ぺぽろってぃ世》の頭を撫なでて思案に暮れていたが、

「……一つだけ、市民たちをより確実に、安全に逃がす方法がある」

　ぼくも。クーイも、キャロンも、口出しせずにはいてもずっとぼくらと話を聞いていたアイゼルも。もしかしたら、おなじことを考えていたかもしれない。

「──約束の刻限にはまだある。しばらく時間をくれ、じっくり考えたい」

　茜あかねの空を見あげるアイリーシュの提案にぼくら全員が頷うなずいた。

　そして各自、一時解散しようとした時だった。

　一人になったぼくのところにキャロンだけ寄ってくる。

「ね、カイムくん……」

「キャロン？」

　が、彼女はなにかを言いかけて、

「あ、やっぱりなんでもないの！　ご、ごめんね呼びとめて」

　明るくごまかして小走りに去ってしまう彼女だけど、ぼくにはどうも引っかかってしまった。

（なにか話でも、あったんじゃないかな）



　　　　２



　しばらくして気になったぼくは、やっぱりキャロンを捜しにきてしまった。

　彼女が走っていったのはエリア境界壁へきの内部施し設せつだ。

　防ぼう壁へき上部から緩ゆるやかな斜路スロープを降りていくと殺風景な六面金属の廊ろう下かがあって、そこにはずらりと小部屋の入り口が並んでいる。

（ここいらのどこかにいるかもしれないな）

　念のためぼくは小部屋を一つずつノックしてゆくものの、けっこう数があって反応なしが続き、わりと時間がかかってしまっていた時だった。

「きゃあああっ!?」

（悲鳴!?　いまの、キャロンの声だ！）

　廊下の奥まったところにある小部屋からで、ものが投げつけられたり家具が押おし潰されているみたいな物ぶつ騒そうなもの音が聞こえてくる。

「キャロン!?」

　自動扉とびらを開けぼくが室内に踏ふみこんでみると、

「カイムくん!?」

　そこは普ふ段だんは衛兵の休息所として使われている場所だったのだろう、椅い子すとか、簡易冷蔵庫とか、シャワールームとか完備されている部屋の壁かべ際ぎわにキャロンが追いつめられてへたりこんでおり、彼女を狙ねらうかたちで見上げるように大きな異物が蠢うごめいていた。

　二マルテル半くらいある金属の天てん井じようについてしまいそうなくらいにでかくて、半はん透とう明めいで不定形の身体からだをしている。

　そばにはキャロンが投げつけたと思われるパイプ椅子とか金属トレイとかが散乱していて、それらは微び動どうして彼女に迫せまる不定形物体に下した敷じきとなるとジュウジュウと酸でもかけられてるみたいに溶とけていった。

（強酸性!?　なんだ、こいつ！）

　体内に核かく状の歯車機械をいくつも埋うめこんでいる、不定形物体の背後にはこいつが這はい進んだ痕あととみられる床ゆかが軽く溶けた痕こん跡せきがある。

「キャロン、これはいったい!?」

「ご、ごめんなさい……あたし！　気分を落ち着けようと思って保管庫から持ってきてた機械残ざん骸がいいじってたら!?　気持ちが不安定だったせいか、精神制せい御ぎよがきかなくなって！　機械が暴走しちゃって……こんな化け物が生まれちゃったの！」

　そうか──

　こいつはキャロンの変性加工の過程で失敗して生まれた、未知なる《罠トラツプ》だったんだ……。さしずめ、不定形の部分が流体金属とするならば、《流体金属と機械の融ゆう合ごう体たい》ってところか……。

（だったらぼくの、精神制御で操れるかも）

　とっさに室内に突とつ入にゆうしたぼくは、

「精神接続、緊きん急きゆう制動！　……不定形流動物体！　キャロンから離は脱なれるんだ！」

　すると間かん一いつ髪ぱつ、物体にぼくの想念が接続した感かん触しよくがあり──

　融合体はキャロンに自身の身体で覆おおいかぶさる寸前動きを停め、そこにすかさずぼくが割りこんで腰こし砕くだけのキャロンを抱だき締しめる。

（あんな不安定な《罠トラツプ》だ、強引な精神制御をしかけたから……どんなことになるかわからない！）

　ぼくは彼女を抱だいたまま即そつ刻こく横に跳とび、不定形生物に対し自分を盾たてにする形で退たい避ひする。

　ほとんど同時に。融合体の流体部分がぐずぐずに崩くずれ、小部屋の金属床の表層を溶かしつつ蒸発し、不定形生物の核となっていた歯車ががらがらと分解して落ちていった。と、

（つっ！）

　──ぼくの足首に熱い痛みが走る。見ると軍服の裾すそが飛び散った融合体の酸で焼けていて、刺し激げき臭しゆうをともなう煙けむりを発していた。が、火傷やけどは軽いし、……もう安全だ。

　融合体が核の歯車を残し完全に霧む消しようしたのを見届けてからぼくは、

「あぶなかったね、もうだいじょうぶだよ。はい、立てる？」

「カイムくん……」

　ぼくの腕うでのなかでがくがくと身み震ぶるいしていたキャロンは、ぼくの手におずおずと掴つかまって立ちあがる。

「でもカイムくん、……どうしてここに？」

「だってほら、なにか言いたそうにしてたでしょ？　みょうに気になっちゃってさ。悩なやんでた顔にも見えたし」



    

  
    
      　その瞬しゆん間かん、

「！」

　キャロンはびっくりしたみたいにおっきな目を見開き。そのあと、呟つぶやいた。

「……。変わらないね、カイムくん、──あの時とおんなじ」

「あの時と、おんなじ？」

　直後、

（え……？　……！）

「──────」

　ぼくの両頬ほおに彼女の白手て袋ぶくろがぎこちなく添そえられていて。お礼、だったのかな──

　彼女の唇くちびるがためらいがちに、でもしっかりと、ぼくの唇に押しつけられていた。

（キャロン……！）

　ぼくにとっては生まれて二度目となる、優しくて、柔やわらかい感触。甘い味。

　密着したぼくとキャロンのあいだには重量感のある二つの緩な衝に材かがあって。

（アイリーシュとも、似た体勢になったことはあったけど）

　こんな感触が伝わってきたことがなかったのは、……。なんでだろう？

　──なんてことを考えていると、顔を真っ赤にして。

　ぼくと目線も合わせられない感じでキャロンはやがて身体と唇をぼくから離はなした。

「あー！　さっぱりした、なんか二年越しの想いがいまやっと成就したってかんじ！」

　気まずい空気を吹ふき飛ばすみたいに、彼女は快活にのびをする。

（二年、越し……？）

　どういう、ことだろう……？

「カイムくん背中ぶつけなかった？　足もシュウシュウいってたみたいだけど、だいじょうぶ？　ほんとごめんね、あたしがポカやったせいで……軍服も汚よごれちゃったね」

　彼女はぱんぱんとぼくの背中やお尻しりを手袋ではたいてくれ、足の火傷にも、自分の胸ポケットの応急セットから取りだした絆ばん創そう膏こうを貼はってくれた。

「あ、ありがとう、キャロン……」

　どういたしましてとウィンクした彼女は、

「カイムくんは覚えていないかもしれないけど、あたしが一年次生の前期授業の時、初めての仮想訓練機シミユレーター試験にすっごく緊きん張ちようしててね、でもその時にはもうカイムくんはセレーナちゃんのために一人で《無む窮きゆう領りよう域いき》に出ちゃうくらい頭一つ飛とび抜ぬけてて。あたしたちからすれば、尊敬できる憧あこがれみたいな人だったの。そんなカイムくんが、通りすがりになにげなく試験に緊張するあたしに《だいじょうぶ？》って声をかけてくれて。そしたらそれまでずっと脚あしから力が抜けてたのに、みょうにがんばれる気になっちゃって」

「そんなこと、あったんだ……」

「んもう、やっぱりぜんぜん覚えてない！」

　水鳥の嘴くちばしみたいに上うわ唇くちびるを尖とがらせる彼女に、

「ご、ごめん……」

「こっちはあんな心臓停まりそうな、びくびくした気持ちでキス一つするのに二年もかかってるってのに！　ひどいわ!?　しかもカイムくん、いきなり学校からいなくなったと思えばあんな《ツインテール娘むすめ》と、なんだか知らないけどいつの間にか微び妙みような空気かもしだしちゃっててさ!?」

「び、微妙な空気!?」

「ほらその鈍どん感かんさ！　いっとくけど！　女の子にここまでさせたのにはカイムくんにも、ものすんごーくっ責任あるんですからねっ!?」

　彼女は話しているうちに段々腹立たしくなってきたらしく、

「どこの世界に《バーテルミューデイ》に市し販はんの一口一〇レベルザチョコならともかく、手造りチョコを義理チョコやいたずらで渡わたす女の子がいると思ってるのよっ!?　あの時だってチョコとかそんなの渡す勇気ぜんぜんなかったのに！　カイムくん甘いもの好きだからってみんなに背中を押されて、やーっとイニシャルだけ書いて、がんばってがんばって机に忍しのばせてみたら、こともあろうにカイムくんなんのありがたみもなく駄だ菓が子し屋のおかしみたいにぱくぱく、ってかばくばくばくばく!?」

（たしかに甘くて美お味いしかったからばくばく食べてた気がする）

　二年間積もり積もった不満を一気にまくしたてたキャロンに、

「ふたたび、ご、ごめん……」

　よく、わからないけど──

　とにかく平謝りの心境でぼくが謝罪すると、ぷっとキャロンが吹きだした。

「──冗じよう談だんよ。もろもろの文句全ぜん般ぱん」

「え……」

「だってカイムくん、なんにも悪くないじゃない」

　キャロンはキスのことと、二年越しの気持ちについては──

　冗談と言わなかった。

「……そーいうところ、あたし好きになっちゃったんだあ」

　さらり、となにげにまた告白されてしまい、ぼくは胸がどきっとしてしまう。

「あたしってさ、ほら、いっつもがちゃがちゃしてるからなかなか男の子に女の子って見てもらえないでしょ？」

「そうかな？」

「そうなのよ。クーイなんてひどいのよ？　一いつ緒しよにチーム組んでるくせにやれ砲ほう弾だんだ、やれ焼しよう夷い弾だんだって完全に工兵扱あつかい、行軍訓練のときなんてあたしが泥どろだらけになっていてもタオルも貸してくれないし、でもね、あたしだっていちおーはその」

　言いい淀よどみ、キャロンは小さく《女の子》なんだから、と言った。

「──少しくらい不安になったり、怖こわくなったりすることだってあるわ。いつだって元気いっぱい、明るいってわけじゃない」

　誰だれにいうともなく抗こう議ぎしたあと、彼女ははにかむような眼差しでぼくを見て、

「──でもカイムくんだけ、あたしのことを女の子あつかいしてくれた」

「え……？」

「だってそうでしょ？　女の子が不安そうにしてたり悩んでたから、気になって声をかけてくれたんじゃないの？　さっきだってあたしの不安な気持ちを察して、声をかけにきてくれた」

　そう、かもしれない。男子を差別するわけじゃない。

　でもやっぱり男の子は女の子を護るもの、みたいな気持ちをぼくはどこかで持ってるのかもしれない。セレーナをずっと護ってきたことで。

　アイリーシュに対しても。

「あたしさっきまでね、じつを言うと怖くてたまらなかったの」

「キャロン……」

「これからどうなっちゃうのって。だから、思い残すことのないように……。いままで告白できなかった気持ちをカイムくんに伝えようって。でも、こんな時にかぎって怖おじ気けづいちゃってけっきょく言えなくって。そのいらいらと、怖さで、心がぐちゃぐちゃになってるときに変性加工作業なんておこなったから──あんな化け物創りだしちゃって」

　ごめんなさい、と素直に反省している彼女に、

「じゃあ変性加工作業は、気分転てん換かんでやってたの？」

　するとキャロンは言った。

「──戦いの準備でもあるわ。あたしたちのツンデレ隊長……あの娘この考えてること、だいたいわかる。たぶん市民たちを護るためにあたしたちが市民の盾になるってことね」

　やっぱりキャロンも察してたんだ──思うぼくに、

「あたしたちだけで勝てる確率なんてほとんどない。でも市民たちが逃にげ出す、時じ間かん稼かせぎくらいはできるはずよ」

　決死の覚かく悟ごで臨めば。自分たちの全ぜん滅めつという限りなく高い確率を代だい償しように。

「──もっといえば、アイリーシュは自分だけで敵を食い止めるつもりだろうね」

　彼女の性格はわかっているつもりだ。

「きみたちにまで命をかけさせられない。アイリーシュにとっては、きみたちも安全に逃がさなければいけない人たちに含ふくまれるんだ」

　途と端たんキャロンが、

「じゃあカイムくんは!?　カイムくんは、どうするつもり!?」

「ぼくはほら、これでも彼女の副官だから……」

　一緒に戦うつもりだった。どれだけのことができるかなんてわからないけど。

「だってカイムくんには、セレーナちゃんが!?　カイムくんにもしものことがあったら、妹さんのことはどうするの!?」

　いまごろセレーナは、まだ出発していない《Ｅｅイプセロンスリー》の病院できっと退たい屈くつして持ちこんだパーソナルコンソールでチャットでもしてるんじゃないかな。

　彼女がこっちにきていなかったことだけが、なによりの救いだった。

「以ま前えにも似たようなことをアイリーシュと約束したことがあるんだ。彼女を見捨ても、裏切りもしないって。ぼくがここで逃げだしたら、かえってセレーナは怒おこると思うよ」

　答えた直後、上唇を水鳥の嘴みたいに尖らせたキャロンが俯うつむく。

「……かり、……よね。……か」

「え？」

　ぼくが聞き返すと、キャロンは大声で叫さけんだ。

「自分たちばっかり、かっこつけないでよねって言ったのよ、ばかー！」

　ぐっと握にぎった両手の拳こぶしを胸の前に持ってくる彼女は、

「あたしたちっ！　痩やせても枯かれてもシェイクトエリアの軍人よ!?　市民たちの盾たてになる覚悟くらいできてるわ！　ましてっ！　仲間だけ残して自分たちだけ逃げるなんて、そんなことできるわけないでしょ!?」

「キャロン……」

「アイゼルのことほっとけないってあたしたち言ったけど！　あの娘このことだって!?　すぐ頭ず突つきとかしてくるし！　石頭だし！　ぜんぜん人の言うこと聞かないし偉えらそうだし！　カイムくんのことだってあって……すっごく、すっごくムカついてるけど！　だけどっ！　……やっぱりあの娘こだって会ったばかりでつき合い短くったって、おんなじ小隊の仲間なのよ!?　ほっとけないのよ!?」

　この言葉をアイリーシュに届けてあげたら、どんなにか歓よろこぶだろう──

「クーイもきっとこの戦いに参加すると思うわ。彼もああ見えて、仲間想いなところあるから」

　ぼくが胸がいっぱいになる思いでキャロンの言葉に耳を傾かたむけていると、

「でもアイゼルだけは、それでもこの戦いからはずしてあげてほしいの」

「アイゼルを？」

「彼を、あれだけ小隊に残してあげてほしいって言っておきながら、……矛む盾じゆんするみたいでごめんなさい。でも彼にはまだ時間が必要なの。《想念士》として成長して、戦う勇気を持つためのね。って、あたしみたいなひよっ子がいうのはおこがましいんだけど」

「……。ねえキャロン、どうしてきみはそこまでアイゼルをかばうの？　もちろん、アイゼルを無理にこの戦いに参加させる気はないけど」

　彼女はエリア境界壁へきの中庭が見える窓まど枠わくに、すらりと長い脚を持ちあげて腰こしかけ、

「あたしね、弟がいたの」

　寂さびしい影かげがキャロンの横顔に差す。過去形──と、すぐに気づいた。

「セレーナちゃんみたいに鉱化病じゃなかったけど、生まれつき肺が弱くてね。すぐに気管がつまっちゃって、……咳せきとか出て。一年の半分以上は病院のベッドにいて、たまに出歩く時も酸素マスクとか、携けい帯たい用の人工呼吸器がかかせなかった、かわいそうだった」

　彼女は過去を思い出すように目を細め、抱かかえた膝ひざに顔を埋うずめ、

「そんな弟の命日は《災さい厄やくの日》よ。ウルバス外がい壁へきが壊こわれて《罠トラツプ》と《掃そう討とう者しや》たちがわんさか侵しん入にゆうしてきて、あたしはすぐに弟の入院している病院に走っていった。病弱な弟を護るのは自分だって子どものときから決めてたから。あたしが着いたとき弟を助けにきてたお父さんもお母さんも大きな鋏はさみみたいな《罠トラツプ》に捕つかまっていて、……息をしていなかったわ。弟だけがパジャマ姿で病室の片かた隅すみで震ふるえてて、あたしはすぐにがむしゃらに病室に飛びこんだ。自分の命なんて考えない。ただ弟を助けたいって。なのに」

　キャロンの声が震える。

「あたしと目があった瞬しゆん間かん、あんなに弱かった弟が。……いっつもあたしにくっついてくるばかりだった弟がね……立ちあがって点てん滴てきとか、椅い子すとか、いきなりありったけのその場にあったものを《罠トラツプ》に投げ出して叫んだの。《お姉ちゃん逃げて！》って。そして花か瓶びんで窓ガラスを割ると、小さな身体からだいっぱいであたしにぶつかってきて、あたしを突つき飛とばして、そこは病院の二階だったんだけど助けてくれたの。──でもそのあとに続いて逃げようとして、自分は間に合わなかった。窓の縁ふちに脚あしをかけたところで《罠トラツプ》に捕まっちゃって、……気がつけば、あたしはシェイクトエリアの軍病院にいたわ」

　故人を偲しのぶキャロンに、ぼくはかけてあげる言葉が見つからなかった。

「あんなに身体の弱い、本当は、あたしが護ってあげなくちゃいけなかった弟にあたしは逆に助けられたの。お姉ちゃんお姉ちゃんって、なにをするにもあたしを頼たよりにしてくれていた、そんな弟の夢が《想念士》になることだったわ」

「《想念士》に……」

「弟はいつも言ってた。自分は《想念士》になってこの世界を護るんだって。弟は釣つりをしたり、お散歩をしたり、入院生活の合い間の貴重な時間でやれることが大好きだったの。病気だったからこそ、生きていられるあいだにありったけの思い出を自分につめこもうとしてたのね。……。あたしは身体のことを考えれば、あの子が《想念士》になるなんて無理だってわかってた。だけど、そう伝えることはできなかったわ」

　キャロンは話が湿しめっぽくなってしまったのを詫わびるみたいに微笑ほほえみ、

「あの子との一番の思い出は、たった一度だけ姉きよう弟だい二人で出かけられたエイズナ旅行よ。カイムくん知ってる？　エイズナにはね、リムルダルって湖があってね。そこで見た光景をあたしは一生忘れないわ。そこには幻まぼろしといわれる《エルズ》って魚が棲すんでいてね。一〇年に一度だけ《双子の月ルナ・マルダ》が両方とも皆かい既き月げつ食しよくを起こす日の夜、彼らはつがいを求めて求愛の魚群を形つ成くるの。その時エルズたちは全身を蒼あお白じろく発光させて、それはあたかも湖全体が輝かがやいてるみたいにきれいで。人間なんてちっぽけなんだなーって思えるくらい壮そう大だいで。──あたしたち、一〇年経たったらもう一度一緒にこようねって約束してたの」

　それは一〇年後も生きていたいという、弟さんの想いがこめられていたのだろう。

　そして一〇年後も生きていてほしいという、姉の気持ちがこめられていたのだろう。

　──そんな姉弟の絆きずなは《災厄の日》によって無む惨ざんに打うち砕くだかれてしまった。

「弟の死を知ったその日に、あたしは《想念士》になると決めた。あたしは弟の願いを継つぎたかったの。滅ほろびゆく世界なんていわれてるけど、まだまだこのウルバスには素敵な場所がたくさんある。そこに暮らしている人たちも、みんな一いつ生しよう懸けん命めいだわ。だからあたしはこの世界を蹂じゆう躙りんするものが許せない。《無む窮きゆう領域》も、カラルモ軍も。本当は後方支し援えんなんかじゃなくって、あたしは自分のこの手で世界を護りたい。直接前線で戦えない歯がゆさはあるわ。……って、こればかりは資質の問題だからしかたないわよね？　っていうより《想念士》の遺伝適性があっただけでも感謝しなきゃ」

　屈くつ託たくなく笑うキャロンは、

「アイゼルを見てるとどうしても弟と重なっちゃうのよね。ほら、あの子どことなく頼りないっていうか、ほうっておけないところあるじゃない？　甘やかすのはよくないってわかってても、つい、ね。もしも無理をさせすぎちゃって弟みたいに死んじゃったらどうしようって、思っちゃうの。──だったらいっそ《想念士》なんて辞めさせちゃえばいい。そういう意見もわかる。でもアイゼルにだって、どうしても譲ゆずれない夢があるから」

　キャロンは言った。

「アイゼルの穴は絶対にあたしとクーイで埋めるから。あの娘こやカイムくんには迷めい惑わくをかけないように、あたしたち死ぬ気でがんばるから」

「あ、でもクーイにも念のため、ちゃんと確認をして気持ちをたしかめないと……」

　その瞬間だった。

「あー、ごほん」

　シャワールームから咳せき払ばらいが聞こえてくる。

「え？」

「きゃ!?」

　ぼくとキャロンがシャワールームに行って入り口のカーテンをずらしてみると、そこには決まりが悪そうに後頭部を掻かくクーイが床ゆかにリュックを置いて立っていた。

「いや、さ、盗ぬすみ聞ぎきをするつもりはなかったんだけどさ、へへへ、まさかこっちがシャワー浴びようとしてるところにキャロンが入ってくるとは思わなかったからさ」

　シャワーを出すとお湯の音が出てしまうのでけっきょく浴びられなかったのだろう、彼は服を着たままだった。

「キャロンは部屋にくるなりなんか一人で悩なやみ始めちまうし、したらわけわかんない化け物創り出して悲鳴をあげるからこっちが助けようとしたら、俺が出る前に今度はカイムが飛びこんできて助けちまうし」

「あ、あ、あんた……じゃ……さっきからあたしたちの……!?」

　ボッと顔から火が出そうになっているキャロンに、

「だからしょーがないだろ、不ふ可か抗こう力りよくだって」

　言いつつへへへっと笑ったクーイは上うわ唇くちびるを嘴くちばしみたいに突き出だして《誰だれかさんの物まね》をし、そのまま身をくねらせて自分を抱だきしめチュウのしぐさをした。途端、

「ば、ばっ、ばっかじゃないの!?」

　キャロンの鉄てつ拳けんがクーイの顔面に炸さく裂れつしていた。

　が、クーイは、殴なぐられてもまだものまねをやめない。

「とにかくそういうわけだからさ、手を貸すぜ。《人に頼られしは死してなお報いよ》ってのはヨアヒム家の家訓だからな。……チュウ」

　……この家訓って、きっとクーイがその場その場で適当に創ってるんだろうな。

「ありがとう、じゃあぼくは二人のことをアイリーシュに伝えてくるよ。きっと歓ぶと思う、ぼくからもお礼を言わせてもらうよ」

　キャロンは片目を瞑つぶって、クーイはオッスと答えて、ぼくは部屋をあとにした。と、

（あれっ、これは……？）

　廊ろう下かに布しかれていた絨じゆう毯たんにごく僅わずかな乱れがある。

　ぼくがこの部屋に入る際には、なかったはずなのに。

（誰か、いた？）

　が、詮せん索さくするひまもなく、ぼくはアイリーシュを捜さがしにいった。
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　少し捜してアイリーシュを見つけたのはエリア境界壁の物見塔とうだった。

　境界壁の上部に設置されているサーチライトの発射塔でもあり、緩かん慢まんに回転する白色光の下でアイリーシュは風に吹ふかれ《ＥｅＸイプセロンテン》の街並みを見つめていた。

　もの思いに耽ふけっているせいか、《ぺぽろってぃ世》をずっと撫なでている彼女はぼくが外づけの階段を昇のぼってゆき近づくまで気づかない。

「やあ」

　ぼくが声をかけるとやっとアイリーシュは、驚おどろいた顔をして寸刻後。

　緊きん張ちようの解けた微笑みをみせた。

「おまえか」

　彼女はたぶん、こんな柔やわらかい微笑みをぼく以外の人前でもう何年も見せていない。

　ぼくだって滅めつ多たに見られないその柔らかい表情に軽い感動をおぼえたぼくの眼下では、黄昏たそがれのなか群衆とシェイクトエリア直属軍第七連隊の老指揮官たちが話し合っていた。

「安全の保障はあるのか!?　安全の保障は！　このままここにいて！」

「だからの、おまえさんがたに何度も言っとるが、ここで騒さわぎ立てて逃にげだしたりすりゃそれこそすぐにカラルモ軍の追つい撃げきを受けるぞい？」

「なら降こう伏ふくすれば助かるのか!?」

「危険な賭かけじゃと言うとろうが。相手さんに、生せい殺さつ与よ奪だつ権をゆだねちまうことになる」

「じゃあ、どうしろってんだ!?」

「逃げるなとは言うとらん。逃げるにしてもやりかたとタイミングが重要ということじゃ。わしらが敵を釘くぎづけにしてやる。その間おまえさんがたは逃げたらええ。そっちのほうがずうっと安全じゃぞい？」

　様子を眺ながめていたアイリーシュは、

「わたしが彼らに頼たのんだのだ。カラルモ軍の暴発も怖こわいが、市民たちの恐きよう慌こう状態がなお危険だからな。みろ、シェイクトエリア直属軍屈くつ指しの兵つわものたちというロイ大たい佐さの話、あながち嘘うそではないかもしれんぞ」

　そこにはどっしりとかまえた老指揮官たちの姿があった。

「だいじょうぶじゃ。まずおまえさんがたを地上組と《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》組とにわける。地上組はエリア境界壁のおかげでカラルモ軍からは気づかれずに行動できる。歩みは遅おそかろうが静かに、いまから逃げだすのじゃ。第七連隊武器保管庫の物資輸送運うん搬ぱん車両は貸せるだけ開放してやる。その荷台がおまえさんがたの座席じゃ」

「いっぽうで《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》組は、都市上空型レールのせいでカラルモ軍からはまる見えじゃ。ゆえにへたな逃げかたをすりゃ一発で砲ほう撃げきされてズドンだ。が避ひ難なん市民の数を考えりゃこいつも使わざるをえん」

「そこでわしらの出番じゃ。わしらがエリア境界壁へきで狼煙のろしをあげる。カラルモ軍の動うごきを封ふうじてからな。これを合図におまえさんがたは慌あわてず騒がず、順番を守って逃げだすのじゃ。女性、子ども、わしらみたいなお年寄りが優先じゃぞい。なあに、おまえさんがた全員が逃げだすくらいの時じ間かん稼かせぎくらいこなしたる」

　説明を聞いているうち、次第に市民たちは平静をとりもどしていった。

　アイリーシュは感心しきりにヌイグルミを小こ脇わきに抱かかえ、

「あの老兵たちののんびり落ちついた物もの腰ごしがかえって市民たちを安心させ、彼らの柔らかい話しかたが市民たちの殺気を取りさってゆく。わたしではああはいかん」

　老指揮官たちはいきなりこっちを指差したかと思うと、

「あんずることはなにもない。ほれ見てみい、あそこにおわすはかのシェイクトエリア直属軍第一〇連隊エリート指揮官様じゃ。わしらみたいな雑ぞう兵ひようとはものが違ちがうわい」

　突とつ然ぜん自分を指差されたアイリーシュはびっくりしながらも、話を合わせ苦笑しつつも市民たちに手を振ふった。これで《おおお！》と市民たちにさらなる安心感が拡がる。

　もう彼らの暴走の心配は無用だろう。

「どうやらこれで後こう顧この憂うれいは消えたようだな、あとはこっちの仕事をするだけだ」

「さっきからわしら、わしら、って言ってるけど、第七連隊の彼らも協力してくれることになったの？」

「ありがたいかぎりだ、彼らのほうから申し出てくれてな。ロイ大佐の口くち添ぞえのおかげかもしれん」

　僥ぎよう倖こうを噛かみ締しめるアイリーシュに、

「そのことなんだけどアイリーシュ──」

　ぼくはキャロンとクーイの申し出も伝える。すると、

「そうか」

　アイリーシュは感無量となって言葉少なく頷うなずき。

　が、つぎの瞬しゆん間かん少しだけ意地悪な目つきになって、いたずらっぽく、

「なら、おまえがあの小こ娘むすめとなにをしていたか特別に《詮せん索さく》しないでやろう」

「え……？」

「ほう？　なんだ、顔色の変わるところを見るとやはりなにかわたしに言えないやましいことでもあったのか？　なら気が変わってきたな、拷ごう問もんでもして吐はかせてみるか？」

　ほう？　ほう？　とぼくの両側の頬ほおをつまんで左右に拡げてくるアイリーシュに、

「な、なんにもしてまへん！　かっ、神ひゃまに誓ちかって!?」

　ぼくのほうからは、ね。するとアイリーシュは、

「冗じよう談だんだ。軽くからかっただけだ」

　と手を放してくれた。

　……。そのわりに、つねられた痕あとがかなーりひりひりと痛むような。

「あ、ただね」

　ぼくはアイゼルのことだけは大事な話だから分けて伝える。

「キャロンたちが、アイゼルだけはこの戦いからはずしてくれって」

「初めからわたしに無理強いする気などない。彼らが自分の意志でそうするならともかく、アイゼルがどんな道を選ぼうとそれは尊重するまでだ」

「どんな道を選ぼうと？　だってきみ、アイゼルの小隊復帰を認めてなかったんじゃ」

　するとアイリーシュは物見塔の鉄てつ柵さくに頬ほお杖づえをつき、夕陽に染まるシェイクトエリアの人工都市を見つめた。夕景の空は次第に夜の藍あいと混ざり始めていたものの、《実りの感謝の祈いのり》の刻限にはまだ時間がある。

「《想念士》になる理由は人それぞれある。譲ゆずれない想い、辞められない事情、誰にでもな。それくらいわかっているつもりだ。──自分自身そうであるように」

（アイリーシュだって、わかってたんだ）

　彼女は空いた一方の手で自分の心臓を押さえる。

《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》に死の爪つめを埋うめこまれた心臓を。

「だがこの気持ちは自分で持つものだ、誰かに強いられるものではない。だからわたしはアイゼル自身に決めさせた。たとえ上官に面会拒きよ否ひされようと、怒ど鳴なられようと、本気で成すべきことがあれば上官命令を無視してでもわたしならやる」

　逆にいえば、そのくらいの気持ちがなければだめなんだ。

（そうか、アイリーシュはずっとアイゼルが自分からくるのを待っていたのか）

　もし彼女がアイゼルの立場だったなら。

　絶対に自分の想いを譲ゆずらなかっただろう。

　たとえロイ大佐に二度と顔を見せるなと言われても強引に喰くらいついて、守衛を頭ず突つきで突とつ破ぱしてでも。まして《傲ごう慢まんなる咀そ嚼しやく》との戦いでたび重なりぐらついたアイゼルの気持ちを確かめるには、中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちのぶつけられかたでは心もとない。

　その時だった。

　入り日を浴びた長い人ひと影かげが、ぼくとアイリーシュの影に被かぶさる。

（！　アイゼル……）

　そこには思いつめた顔で彼が立っていた。

（もしかして、キャロンの部屋の前にいたのは……）

「アイリーシュ小隊長、どうしてもお話したいことがあります」

　これまでの、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで気弱そうだった彼とは別人みたいに強い意志の光を瞳に宿していた。

「いいだろう、言ってみろ」

　汲くみとったアイリーシュは部下の気持ちと正面からぶつかるためだろう、腕うで組ぐみし、大おお股また開きとなり、ふんぞりかえるほど胸を反そらして申し出を許可する。

「わたしを、……どうかこのわたしを！　この戦いに参加させてください！」

　気き迫はくが伝わってくる願い出だった。

「そう思うにいたった経けい緯いを述べてみろ」

「正直に告白します。もともとわたしは《想念士》になること自体には消極的でした。争いごとが苦手で、戦いも嫌きらいです。だからわたしはどこか静かな片かた田舎いなかでずっとひっそりと暮らしていたいと思っていました」

「ではなぜ《想念士》を志したか」

「わたしの夢は、《想念士》にならなければ実現できないことだったからです」

　すると彼は手に持ってきていた一冊の本をぼくたちに見せた。

　それはなんとあの、アイリーシュが付ふ箋せんをいっぱいつけて読んでいた出版社もわからない手造りの本だった。《未完の年代史》インコンプリテ・クロニクル──

「わたしの夢は一つの《歴史書》を書きあげることです。一冊で終わるものではなく、連綿と続く、生しよう涯がいをかけての作業、もしかしたら自分の一生だけでは終わらないかもしれない。後世の者たちにも受うけ継ついで書き続けてもらいたい！　そんな、いまは未完成のこの年代史を描えがくにはどうしても自分自身が《想念士》となって、歴史の真実をこの目で確かめなければいけないのです！」

（アイゼルがこの本の作者だったなんて、じゃあアイリーシュはそれを知っていて）

　まだ書ききれていない歴史書だからこそ、本の表題がいまだ正式なものでない《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》なのだろう。

「この本はわたしが司書のバイトをし、自分でこつこつ貯めたお金で自費出版した、たった一〇〇部程度の本です。養成学校の図書室や、あとは馴な染じみの古書店にいくつか置いてもらえているだけの。しかしこんな本でも、わたしにとっては宝なのです」

　アイリーシュはきっと養成学校の図書室あたりで彼の本を見つけたのだろう。

　指揮官が自分の部下の履り歴れき書しよに目を通すのは当然だ。

　そこにはアイゼルの執筆歴も彼の《想念士》の志望動機も記されていたはず。

　アイゼルは手造りゆえに不格好な、しかしだから味のある、心のこもった分厚い本の表紙を大事そうに手でさすり、

「こんな理由で《想念士》になるなんてとばかにされ、非難され、時には不ふ謹きん慎しんとまで罵ののしられました。しかしわたしは子どものころからこの不合理な世界の成り立ちに興味をもっており、どうしてもこの解明に生涯を捧ささげたかったのです。どうしてこんな世界ができあがったのか。《無む窮きゆう領りよう域いき》はどうやって生まれたのか。《掃そう討とう者しや》はなにゆえ人類と敵対するのか。なによりも謎なぞ多き外世界《希望の園アーセルヴア》について思いを巡めぐらせると、わたしは子どものころから寝ねつけなくなるくらいに胸が高鳴りました。まだ見ぬその世界をどうあっても自分自身の目で見てみたい、そのことを《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》に書き記したい」

　彼は熱っぽく語り続けた。

「これは自分の探求心を満足させるためだけのものではありません。歴史は様々なことを教えてくれます。過去にあった大きな過あやまちを知るから、人は成長できる。賞賛され語かたり継がれるべき者たちの真実を明らかにするからこそ、人々は感謝とともに優しい心を持てる。歴史は人類の糧かてであり指針です。そして語り継がれるべき歴史のなかには、語り手がいなかったがために歴史の陰かげに埋もれていった多くの物語があるとわたしは確信しています。とりわけウルバスのために尽つくし、命を懸かけ、散っていった多くの《想念士》たちのなかに。それをわたしが語り手として世に拡める。この役目はほかの者にはできない、わたしだけの使命と考えているのです」

　そうしてアイゼルは確固たる想いで言った。

「そして今日この日、わたしにはもう一つの大きな夢が加わりました。いままでの《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》にわたしの素晴らしい仲間たちの物語を書き加えたい。彼らの未来を、おなじ時間をともに過ごし、最後まで見届けたい、という想いです」

　アイゼルは全身全ぜん霊れいで、必死になって訴うつたえかけてくる。

「わたしには、わたしのために命を懸けてくれるかけがえのない仲間がいます。彼らだけが、歴史書のために《想念士》となったわたしを受け入れてくれました。わたしの気持ちを受けとめてくれました。わたしはどうしても彼らの行く末を見届けたい。彼らの力になりたい。そして彼らの歴史が決して闇やみに埋もれてしまわないよう、こんな素晴らしい仲間たちがいたことを世にはっきりと知らしめたいのです！」

　じっくりと聞き終えたアイリーシュは、告げる。

「おまえのやっていることは、くだらん！」

「アイリーシュ、隊長……」

「──などとは思わん」

　アイゼルが目を見開く。

「他人にとってどう見えようと、どう感じられようと、当人にとって命に値する大切なものはある。それを嘲あざけり笑うやつをわたしは許さん。……。おまえの本は、おまえの魂たましいがこもっているだけあってなかなかのできばえだった」

　言いながら彼女が軍服の内ポケットから取りだしたアイゼルの本は、付箋がさらに増えていてぼろぼろになるまで読み返した形けい跡せきがあった。

　アイゼルは感極まって絶句し、──あとは、ただ頭を腰こしの高さまで下げる。

「大切なことはおまえがその《命に値するもの》に対して、どこまで気持ちをつらぬきとおせるかだ。この瞬間の気持ちを忘れるな。素晴らしい仲間たちのためにもな」

「──つらぬきます、小隊長、あなたのためにも」

　アイゼルは肩かたを震ふるわせていた。
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　こうして市民たちの避ひ難なん誘ゆう導どうを第七連隊の人たちにまかせたぼくらアイリーシュ小隊の五名は、誰だれ一人ひとり欠けることなくエリア境界壁へきの上へと集結した。

「さすがに迫力だな、五対……三〇〇〇とは。とんだど派手な初うい陣じんだ」

　胸きよう壁へきの隙すき間まから顔を覗のぞかせエリア緩かん衝しよう地帯のカラルモ軍を見おろすアイリーシュは、挑ちよう戦せん意い欲よくを掻かき立てられているみたいに笑う。

　空はほぼ藍あい色いろ一色となり、待機中のカラルモ軍はかがり火を焚たいていた。

「あらいいじゃない？　大きくて派手なのって、あたし好きよ？」

　自分の顔の前でパフッと白手て袋ぶくろを合わせてくるキャロンにアイリーシュは、

「……。最初に会ったときからずっと言おうと思っていたが。……少しばかり乳がデカいからといっていい気になるなよ、この《乳デカ女》」

「だ、誰だれが《乳デカ女》よ!?　こ、この貧乳!?」

「ひ、《貧乳》だと!?　人がひそかに一番気にしていたことを!?」

　自分から言い出した口くち喧げん嘩かなのに思わぬ反はん撃げきを喰らい、もう二人のあいだで大喧嘩が始まってしまった。二人は美人顔と可愛い顔がだいなしになっちゃうくらい、お互たがいの手でくんずほぐれつ目もととか頬とかびろーんと横に伸びちゃうくらい引っぱり合ってて。

「ほ、ほら、二人ともそのくらいに、こんなところで喧けん嘩かなんてしてたらカラルモ軍に笑われちゃうよ!?」

「そ、そうですよアイリーシュ小隊長殿どの、《名めい誉よの戦死》ならともかく敵に大だい爆ばく笑しようされるなんて、軍人としてこんな生いき恥はじありませんぜ!?」

　……せっかく和解できたと思ったのに。でもへんに馴なれ合うより、このくらいのほうがアイリーシュ小隊らしくてちょうどいいのかも。

　と、アイリーシュたちの喧嘩をぼくとクーイが二人がかりで引ひき離はなしていると《名誉の戦死》というＮＧワードに反応したのか、アイゼルがすーっと音もなくエリア境界壁の片かた隅すみまで歩いていって、直後。《げー》という物悲しい音が聞こえてきた。

　げっそりとした表情で喧嘩の気が失うせたアイリーシュとキャロンが互いに手を引く。

「……。クーイ、あんたね、言葉の選択チヨイスに気を遣つかいなさいよ。アイゼルの妄もう想そう悲観主義まで改善されたわけじゃないんだから」

　そんなクーイもアイゼルも機械装そう甲こうやランチャーを装備して戦せん闘とう態勢を整えていた。

　ぼくらにも、紙のように薄うすい勝算が三つある。

　アイゼルがうがいをして戻もどってくるのを待って、ぼくはそれをみんなに伝える。

「いいかい、実力も経験も数も上回るレイン隊だけど、ぼくらだって彼らにはない有利な点を三つ持ってるんだ。だから諦あきらめちゃだめだよ」

　アイリーシュを筆頭にぼくたちはカラルモ軍に読どく唇しん術じゆつで会話を読まれないよう、念のため仲よくみんな輪になって胸壁の陰にしゃがみこみうんうん頷うなずき合う。

「一つはこのエリア境界壁自体が、護るに適した《防ぼう壁へき》であるという地の利。もう一つは彼らが短期決戦を挑いどんできたがゆえに余よ剰じよう物資を持たないこと。いっぽうぼくらは、第七連隊武器保管庫にいくらでも使える機械残ざん骸がいや《罠トラツプ》を持っている。この《物資の差》は大きいよね？」

　大きいねー、とみんな賛同してくれる。現在クーイやアイゼルが装備中のランチャーや機械装甲の材料だって、第七連隊武器保管庫から調達してきたものだ。

　ついでに防衛上の観点からエリア境界壁と第七連隊武器保管庫の距きよ離りはとっても近くて走って往復できるくらいの距離で、これもありがたいことこのうえなかった。

「そして最後の《有利》な点がアイリーシュの真《ぺぽろってぃ世》の火力だ。こればかりはどんな精強な部隊でも防ぎようがないからね。発射して、直ちよく撃げきさえできれば一いち撃げきで敵を殲せん滅めつできる、まさしく兵の錬度も戦術もいっさいがっさい吹ふっ飛とばすぼくらの最終兵器だ」

「そうよねーあの《ウルバス外がい壁へき》にさえかすり傷とはいえ負わせられるんですものね」

「……。その黒歴史には触ふれるな、小こ娘むすめ」

「と、とにかく、敵が一番怖おそれるのがこの真《ぺぽろってぃ世》の火力にあることは間ま違ちがいないんだ。おいそれと近づいてくることもしにくいだろうし、だからこそ彼らは手間はかかってもぼくらに降こう伏ふく勧かん告こくしてきたりしたんだから」

　そうこうしているうちに。戦場はサーチライトの明かりが必要なほどの薄うす暗ぐらさとなり、とうとう《実りの感謝の祈いのり》の刻限をむかえる。

（いよいよか……今回は、セレーナに通信回線を繋つなげないようにしておこう）

　心配をかけたくないから。第七連隊武器保管庫にある《罠トラツプ》の特性はもうみんな知っている。連れん絡らくはこの戦いに勝ってから気のすむまで入れればいい。これは──

　必ず生きてセレーナのもとに還かえるというぼくの決意表明でもあった。

　と、全員で一回気合いの《おー！》を発してからぼくらが立ちあがると同時に、エリア境の緩衝地帯をカラルモ軍総指揮官レインが単身歩いてくる。

「考えは決まったか。それを聞きにきた」

「決まりはしたが降こう伏ふくは拒きよ否ひする。真ガ剣チ勝ン負コでやり合おう」

　胸きよう壁へき狭きよう間かんから伝えたアイリーシュに、レインは口もとに笑みを浮うかべた。

「……。おまえなら言いそうな気がしていた。ならば遠えん慮りよはせんぞ」

　外がい套とうをばさりと外し捨てた彼女は自軍陣じん地ちへと悠ゆう然ぜんと去っていった。

「これでいよいよ、あともどりできなくなっちゃったね。でもどうするの？　エリア境界壁の横よこ幅はばは広いわ。あたしたちを無視して、あっちがみーんなばらばらに突とつ破ぱしようとしてきたら、押さえようがない気がするんだけど？」

　するとアイリーシュが答える。

「鍵かぎを握にぎるのは《想念士》部隊と指揮官のレインだ。とくにレインさえ通さなければレイン隊は統制を欠く。指揮系統を失ったほかのやつらに突破されたところで、どうということはない、といえば語ご弊へいがあるがなんとかはなる」

　彼女の意見にぼくが補足する。

「つまりね、かりに指揮官と《想念士》のいない軽歩兵と機き甲こう部隊に二〇〇〇や三〇〇〇侵しん入にゆうされたところで、それは手強い大部隊に違ちがいないけどそれでもシェイクトエリア中心部まで攻せめのぼれる戦力じゃないってことなんだよ。そんなまずい戦略をレインは採らないと思うんだ。怖こわいのはあくまでも、レインと《想念士》部隊が一体となったレイン隊だ。相手も承知している。だったら各自ばらばらに進軍するより、こっちはたかが五名程度の弱小部隊なんだから、まずはここのエリア境界壁をきっちり制圧して橋きよう頭とう堡ほとしてから、あらためて軍を再編成してシェイクトエリア内陸部に進むのが常識的だと思うんだ」

「……。そこまでこっちが与くみしやすそうな相手と思われてるのは釈しやく然ぜんとしないけど、まあでも、自分たちの身を護ることさえ考えていればいいなら助かるわ」

「あちらさんの《想念士》部隊だけなら五〇〇くらいだもんな。三〇〇〇にくらべりゃ、ずいぶん数が減った気がするぜ。ここの境界壁をよじ登るには時間もかかるし、壁かべ登りのあいだは敵さん両手両りよう脚あしが塞ふさがってて無防備だ。ある意味こっちの狙ねらいたいほうだいだかんな」

「壁をよじ登られてしまった敵だけ相手すればいいのなら、わたしとしてもずいぶん助かる。あんな敵軍のど真ん中に特とつ攻こうをかけさせられるなんて、ぞっとするからな」

　本気で震えるアイゼルにアイリーシュはふっと笑い、

「ともかくこっちは徹てつ頭とう徹てつ尾びエリア境界壁の地の利を活いかし、ここから動かず胸壁をよじ登ってくる相手だけを確実に相手する。勝とうなどと思わんでいい。ロイ大たい佐さの送ってくれた第一〇連隊援えん軍ぐんがくるまで持ちこたえられれば、こっちの勝ちだ」

　到とう着ちやく時刻は、たぶん深夜直前といったところだろう。

（短いようで長い、数刻だな）

　それまでにこの戦い、どんな結末であれ決着はつく。

　あとの不安材料は敵指揮官レインの能力だ。《継けい承しよう者しや》ガルシアの腹心とまでいわれる彼女の《想念士》としての実力が、いかほどのものか。

（いかほどのものでも、やるしかない）

　が、敵指揮官レインの未知数の戦闘能力以上に──

　ぼくらには制さなければならない、《障しよう壁へき》があったんだ。

　それもぼくらの心のうちに。現時点では、アイリーシュ小隊のまだ誰も気づいてない。

　ぼくもこの時は意識していなかった。

　市民たちの《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》組に避ひ難なん開始を促うながす狼煙のろしをあげるために待機してもらっていた第七連隊のおじいさんたちにアイリーシュは手で合図する。

　物見塔とうからすっかり夜の帳とばりが降りてしまった空に一条の閃せん光こうが打ちあがり──

　今日は皓こう々こうと照る《双子の月ルナ・マルダ》と重なり、これをきっかけに戦闘は開始された。
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「いいか！　基本はクーイが壁を登ってくる敵を各個撃げき破はする！　もし《軍用装甲列車ノイエス・ガイエス》を狙う対たい空くう砲ほうなどがあれば最優先でこれを破は壊かいしろ！　こちらに向かってこない地上の敵は無視していい！　そして迎げい撃げきしきれずにエリア境界壁をよじ登ってこられてしまった相手を撃破するのはアイゼルの役目だ！　おまえは遊ゆう撃げき手しゆとして防壁の上を巡じゆん回かいしてろ！」

　矢や継つぎ早ばやに指示を繰くり出だしたアイリーシュは《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミを空中高く放り投げ、叫さけぶ。

「精神接続！　機械外装、装着開始！」

　するとエリア境界壁のそばのシェイクトエリア側に第七連隊指揮官の運転で乗りつけられていた巨きよ大だい一二輪トレーラーの荷台から、山積みだった機械残骸がどんどん飛来してきて瞬またたく間まに巨大依より代しろを象かたどっていった。

　ぼくらのすぐ上空に完成し斥せき力りよく浮ふ遊ゆうする真《ぺぽろってぃ世》──

　トレーラーの運転席から身を乗り出して老指揮官が叫ぶ。

「機材が足りなくなったら、どんどん武器保管庫から持ってきてやるからの！」

　なんだかみょうに張り切ってしまっているみたいに見える彼は力こぶのほとんどなくなってしまった上じよう腕わんをぐっと曲げてみせ、アイリーシュに訴うつたえた。

「キャロンはクーイの砲ほう弾だんを創れ！　どんどん創れ！　敵はうじゃうじゃいるぞ」

「わかってるわよ、っていうかすでにやってます！」

　キャロンはエリア境界壁の上で機械残骸を白手袋でこねていた。

　そこにはこれまた第七連隊の老兵たちが流れ作業でほいさ、こらさ、と防壁下のトレーラー荷台から、階段をつたいここまでバケツリレーで資材を運うん搬ぱんしている。

「カイム！　おまえは《特とく殊しゆ生存技能型》だ！　なまじわたしの指示を受けるより自由行動のほうが持ち味を活かしやすかろう！　戦局をみて臨機応変に各員の援えん護ごにまわれ！」

「了りよう解かい！」

　第七連隊の人たちはキャロンやクーイの《素材用》トレーラーのほかにもう一台、ぼくの《罠トラツプ》専用のトレーラーを横づけで用意してくれていた。

　そこにわんさか集められた《罠トラツプ》は豊富な種類もさることながら、あらゆる戦せん況きように対応した選えりすぐりの形けい跡せきがある。こんな選別眼にも彼らの熟練の目は光っていた。

　そして戦せん端たんが開かれる。敵の先せん陣じんを切ったのは《直接戦闘型》の部隊だ。

　顔の上半分を覆おおい隠かくす漆しつ黒こくの軍用ヘルメットをかぶった集団、軽歩兵部隊や機甲部隊の似た形のヘルメットは一いつ般ぱん素材のものだろうが、《直接戦闘型》部隊のそれはアイゼルと同種の機械装甲と思われた。

　彼らは背後に陣じんを敷しく軽歩兵と機甲部隊の通常火器による援えん護ご射しや撃げきを受けながら、怒ど濤とうの勢いで攻せめこんでくる。

　渦か中ちゆう、こちらのエリア境界壁へき全体に標準装備されている自動動作感知システムによる機き銃じゆう掃そう射しやを受けてもびくともせずに、ヘルメットも胴どう体たいも弾だん丸がんを跳はね返していたので、きっと軍服の下にも機械装甲を着こんでいるのだろう。と、クーイが、

「うーん、やっぱ機械装甲にはおなじ機械で対たい抗こうするしかねえか」

　喋しやべってる間にもぼくらの耳もとやこめかみを、びゅんびゅん敵歩兵放つ自動小しよう銃じゆうの弾丸やロケット砲弾が掠かすめ飛んでゆく。うわ、実弾の音ってこんなに、凄すごかったんだ……！

　間近で聞くと頭が割れそうで、鼓こ膜まくがいちいち破けそうだ。

「やば……おしっこもれそう……かも」

　内うち股また気味に胸きよう壁へきの陰かげに頭を屈かがめるキャロンから、できたてほやほやの砲弾を三発ほどまとめて受け取ったクーイは、

「よーし、いくぜ！　敵さん多いからな、超ちよう節約モードでよろしくな」

　敵の斉射の間かん隙げきを縫ぬって胸壁の峡間から顔を出した彼は、ランチャーで一発ずつ的確に敵をしとめていく。境界壁に高速で迫せまっていたカラルモ軍《直接戦せん闘とう型》たちは誰だれ一人ひとり防ぼう壁へきまで到とう達たつすることなく、通常火器では進しん撃げきが緩ゆるみもしなかったのに、緩かん衝しよう地帯の段階で《ぐあっ!?》《っく……！》と悲鳴をあげ、胴どうやヘルメットを押さえてばたばた倒たおれていった。悶もん絶ぜつしていて、あれならすぐには動けない。

　と、敵指揮官のレインが焦じれて、

「しぶといな、ならば《五身一体砲》発射せよ！　前進中の《直接戦闘型》を援護しろ」

　指示を受けた、中央に巨きよ大だい砲ほう身しんの《間接戦闘型》が地面に座る《直接戦闘型》との五人がかりの《人間砲ほう台だい》から──

　今度は敵機甲部隊の地対地ロケットと比べても威い力りよくで数倍する、砲弾が飛んでくる。

　防壁に着ちやく弾だんするなりエリア境界壁全体がぐらぐらと、大だい地じ震しんみたいに揺ゆさぶられ、夜空を焦こがすような激しい火柱が天高く立ちのぼり、ぼくらはもう生きた心地ここちもしない。

　と、キャロンが呆ほうけて立ちつくしてて、

「……。……チョロッといっちゃったかも」

「……。おい、パンツの替かえ取りに行ってるひまなんてないぜ」

「……じょ、冗じよう談だんに決まってるじゃない!?」

「……。まあ、そーゆーことにしといてやるよ」

　とにかくあの《五身一体砲》はまずい！

　あれを何度も喰くらってたらさすがにエリア境界壁でも持たない！

　そこでついに、

「よし、わたしも出る。おまえたちはひき続き《想念士》隊を援護しろ」

　最悪の相手の出しゆつ陣じん、レインが一般兵たちの中軍に指示したのち、叫んだ。

「微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセ！」

（微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセ……？　なにが、起こるんだ!?）

　直後、彼女の周囲には機械装そう甲こうの材料となるものなんてなにもなかったのに、その全身は革命的な変容を遂とげてゆく。

　一般的な《直接戦闘型》の機械装甲とは一線を画する、肉体そのものを材質から変革してしまうみたいな細さい胞ぼう構造レベルの変身だ。

（極小機械ナノマシンによる変身能力を、戦闘用に転用しているのか!?）

　ロイ大佐がそんなことを言っていたけど……。

　彼女はきっと体表に常時見えない機械微び粒りゆう子しをまとっていて、それを必要に応じて変装に用いたり機械装甲に変えたりしているんだ。

「ふ、いよいよ真しん打うちの登場か、……さて、どんな能力がおでましするかだが」

　両りよう腕うでを挙げた姿勢のアイリーシュは、さっきから真《ぺぽろってぃ世》の主しゆ砲ほうを一刻も早く使えるよう、極力自分も依代自身もむだな動きを避さけてエネルギー充じゆう填てんに集中していた。

　ぼくはといえば最初からレイン一人に警けい戒かいの目を絞しぼっていたんだ。

　彼女の動きを見てこちらも《罠トラツプ》を選せん択たくするつもりだった。

　渦中、レインの身体からだはどんどん変わっていく。

　細ほそ面おもての顔、黒くろ髪かみ、肌はだの露ろ出しゆつしている脆ぜい弱じやくな部分はみな《生体甲かつ冑ちゆう》という表現がしっくりくる外装に覆われてゆく。頭部には長く捻ねじれた対ついの角つのが生え、頭頂部から後頭部にかけては腰こしもとまである長い鬣たてがみが伸びてきた。全体的には、細めの骨格と筋きん繊せん維いとで構成されている。が、そこにあるのは弾だん力りよく性せいと鋭えい利りさでひ弱さはなく、むしろ肉体を極限まで超圧縮、超ちよう高こう密みつ度どに練れん磨ましたセラミックソードの趣おもむきを窺うかがわせた。

　その両の手の爪つめは細長く湾わん曲きよくして伸び、猛もう禽きん類るいのごとくになっている。

「──いくぞ」

　言うなり、レインは先のカラルモ軍《直接戦闘型》たちの疾しつ駆くした速度に数倍する疾しつ風ぷうの動きで戦場を駆かけ抜ぬける。

「まじ……か!?　やべ、こんな時に弾た薬ま切れだ!?」

「ええっ!?　そんなこと急に言われたって、魔ま法ほう使つかいじゃないんだから!?」

　キャロンはまだ新しい砲弾を完成させておらず、

「カイム！」

　血相を変えたアイリーシュの指示に、

「だめだ！　まだ精神接続が間に合わない！」

　レインの動きを見て《罠トラツプ》を決めるという受け身の戦略が、敵の予想以上の速度によって根底から覆くつがえされてしまった。

「わたしの《ぺぽろってぃ》ではあの動きは捕つかまえられんぞ!?」

　そうこうしているうちに、すでにレインはエリア境界壁のそばに到達していた。

（……！　まずい、初めて壁につかれた！）

　レインは壁をよじ登るのではなく、獣けものの四足歩行さながらに鬣を振ふり乱みだし、両手の爪とつま先をがっちりエリア境界壁に食いこませ壁を垂直に駆けあがってくる。

　もうすぐそばまで迫っていた彼女の機械装甲の奧に光る金こん色じきの瞳ひとみが、鈍にぶく輝かがやき、ぼくらを獲え物ものとして捕と捉らえたかのように見えた。

「きゃああああ！　もうだめぇえ……!?」

　直後、レインがエリア境界壁上部に跳ちよう躍やくして現れ、戦車の合金装甲さえ軽々引ひき裂さけそうな両手の凶きよう爪そうを振り翳かざしてくる。

　刹せつ那な、──ガキンッ！　と金属の激げき突とつし合う音がした。見れば──

（アイゼル！）

　横から飛び出してきたのは、彼だった。アイゼルはレインと真正面から組みあい、両者の指と指がぎりぎりと緊きん張ちよう感かんある軋きしみをあげて絡からんでいる。

「アイゼル!?」

　アイリーシュの叫びに、

「ここは、わたしが引き受けます……みんなはほかの敵を！」

　彼の機械装甲は関節や駆く動どう部分から軽い漏ろう電でんが起こっており、たぶん、ぼくらの想像を絶する負荷がかかっているんだ。

「っていうかさ、これってチャンスじゃね!?　そのままアイゼル、レイン押さえてろ、敵の指揮官いま仕留めてやるから！」

　ようやく完成したキャロンの砲弾を受け取り弾だん倉そうに装そう填てんしたクーイは、すぐさまランチャーをかまえこれを至し近きん距きよ離りから発射する。

「くっ!?」

　身動きを封ふう殺さつされているレインは避けようともがいていたものの、アイゼルが必死に食らいつき、指を放さない。そして砲弾はついに！　やったぞ……！

　彼女の顔面装甲をまともに捉とらえた。

「ぐっ……っつあ！」

　煙けむりがあがったレインの顔が一いつ瞬しゆん大きく仰のけ反ぞり、彼女の顔面を覆っていた外装の一部が弾はじけ飛とぶ。

「おの……れ！」

　仰け反った顔を戻もどした彼女の顔面装甲は完全に縦半分が飛散し、彼女は素顔を露あらわにしていた。その奧の金色の瞳は屈くつ辱じよくの怒いかりに燃えている。こんなぼくたち新兵に五人がかりとはいえ、よもや手傷を負わされるとは思ってもみなかったのだろう。

　すかさずアイリーシュが、

「いまだアイゼル！　やつの顔面はむき出しだ！　おまえの拳こぶしを叩たたきこめ！　それでこの戦い終わる！」

　──が、なぜかアイゼルは動かない。動けない。

　額に汗あせを滲にじませ。懊おう悩のうの顔で。

　いくらレインがささやかな抵てい抗こうで、かりに顔を背けたり、腕うでで顔面を防ぼう御ぎよしようとしても、ここまでの密着状態なら絶対に彼の拳は命あ中たるのに。

「アイゼルなにをしてる!?」

「あ、いや……」

「レインの力が強すぎて、組みあいを解けんのか!?」

「いや、そうではなく……」

　これが──

　アイリーシュ小隊に起こった異変の発ほつ端たんだった。レインは、

「……。ちっ！」

　体勢を立てなおすべくアイゼルの胴体を両りよう脚あしで思いきり蹴けり、反動でようやく五指の束そく縛ばくから逃のがれ、そのまま身軽に後方宙返りをしてエリア境界壁の下まで降りてしまう。

　その脚あしで彼女は自軍陣じん地ちまで、一時撤てつ退たいしてしまった。

（最大の好機を……つぶしてしまった！）

　しかしレインは逃にげ去さる際、砕くだかれた顔面装甲を手で押さえていた。

　もしかしたら目に傷でも、負っていたのかもしれない。

（倒せなかったまでもせめて少しは、時間が稼かせげればいいんだけど）

　と、今度はクーイまでもが、

「クーイ！　おまえまで、なにをしている!?」

　レインの対応に追われている隙すきに、数人の《直接戦闘型》がエリア境界壁へき付近に接近していた。そのなかの一人、緩衝地帯で迎げい撃げきするのはもう無理と判断したクーイが、壁かべを彼らがよじ登り始めて移動速度が鈍ったところでランチャーを発射し、みごと一人目の頭部にこれを命中させて落下させた状じよう況きようだった。

「追つい撃げきしろ！　初しよ弾だんはヘルメットに命あ中たっただけだ！」

　でないとすぐに復活してくる──が、クーイもまた引き金を引けずに硬こう直ちよくしてしまっていた。緩衝地帯に撃げき墜ついされた《直接戦闘型》にはまだ後続がいて、ここで一人でも確実に戦闘不能にしておかなければあとが困るのに。

（みんな、どうしちゃったんだ!?）

「えーいもういい、キャロン、おまえがやれ！　クーイのランチャーの砲ほう弾だんを創る要領で手製の手しゆ榴りゆう弾だんくらい創れるだろう!?　それで吹ふっ飛ばすんだ！」

　が、思わぬ足並みの乱れはついにキャロンにまで波は及きゆうした。

「……！　だめ……あたしには……できないわ」

（キャロンまで!?）

「ええい、どいつもこいつも!?　なら……わたしがやる！」

　痺しびれを切らしたアイリーシュが主砲エネルギー注入を中断し、真《ぺぽろってぃ世》の腕を思いきり下に払はらうと、その勢いで腕の肩かた関かん節せつと肘ひじ関節がはずれて腕全体が伸び、先の掌てのひらが地上の機械資材を乗せたトレーラーに届くくらいになる。

　そこで巨きよ岩がんなみの機械残ざん骸がいを適当に掴つかみ取ったアイリーシュは、依代の腕を戻し、これを機械巨きよ人じんの頭上に抱かかえあげた。

「こいつで一いち撃げき粉ふん砕さいしてくれるわ──」

　その時になって──

「うっ……!?」

（！）

　アイリーシュも、ぼくも、やっと彼女が投とう擲てきしようとしている相手を視た。

　そして同時に、アイゼルやクーイたちが戦えなくなってしまった理由も知る。

「……ぐっ、そういう、ことだったのか……」

「こんなことって……」

　クーイのランチャー砲ほう撃げきを受けてエリア境界壁から落っこちたカラルモ軍《想念士》は、頭部ヘルメットが粉々に砕けて素顔がさらされていた。

　ほの暗い闇やみのなか周回するサーチライトの明かりに照らし出されていたのは──

　ぼくらと同年代の少女の姿だった。短い栗くり色いろの髪かみの少女。

　いままさに殺されようとしている彼女は怯おびえきった目でアイリーシュを見上げ、地面に倒たおれたまま、恐きよう怖ふのあまり歯の根が噛かみ合わないほど震ふるえている。

　身体が痺れて自由が利かないのだろう。逃げることも叶かなわず、目には涙なみだを浮うかべ、口を小さく動かし、戦場の銃じゆう声せいに掻かき消けされてその声はよくは聞こえなかったけれど。

　──お母さん、そんなふうに慟よ哭んでいるみたいに見えた。

「くっ……！」

《ぺぽろってぃ》の持つ機械残骸を投げつければ、確実にしとめられる。

　しかしアイリーシュの手が停まる。動かない。──動けない。

「く……そっ！」

　それでも部下たちの命を預かる身として──

　指揮官の責務として、葛かつ藤とうを振り払いアイリーシュが機械残骸を投げ落とそうとすると即そく座ざにキャロンが叫さけぶ。

「だめよ!?」

「甘ったるいことをぬかすな！　これは、戦争だぞ!?」

「そうよ戦争よ！　でもあたしたちは人殺しじゃない!?　そんなことのために《想念士》になったんじゃないわ！」

　戦場にキャロンの声が響ひびき渡わたり、一瞬、エリア境界壁に持続的に援えん護ご射しや撃げきの銃じゆう弾だんとロケット砲弾を撃うちこんでいたカラルモ軍一いつ般ぱん兵へいたちの動きも、《五身一体砲ほう》も停まる。

　──初めての本格的な実戦。初めての戦争。緊きん張ちようと、のぼせあがった頭で思いいたらなかった。

　カラルモ軍兵士たちがなまじの攻こう撃げきなど跳はね返す頑がん丈じような機械装そう甲こうをまとい、顔面を覆おおい隠かくすヘルメットをかぶっていたせいで、──なおさら相手を無意識のうちに人ではない、ある種の《物》のように思わせていた。──しかし、そうではなかった。

　彼らは血も涙もない機械人形などではない。ぼくらが敵としてきた《無む窮きゆう領域》の《掃そう討とう者しや》や《罠トラツプ》などとは決定的に違ちがう。それどころか、

「リーヴェ！」

　──それが倒れたカラルモ軍、栗色の髪の少女兵士の名前だろう。彼女のもとに自らの危険も省みず、べつの《直接戦せん闘とう型》戦闘部隊の一群が救出に駆け寄よってくる。

　いまアイリーシュが機械残骸を落とせば、彼らも全ぜん滅めつするだろう。それでも。

　恐怖に勝る仲間への想いで彼らは怯ひるまず、立ち止まらず、突つっこんできた。

　そうしてカラルモ軍《想念士》たちは倒れたリーヴェに肩かたを貸して助け起こすと、彼らはぼくたちを、命に替かえても仲間を護るという敢かん然ぜんとした気配で見あげた。

（くっ……そうなんだ、相手だって《想念士》なら、ぼくたちと同い年くらいで当然じゃないか！）

　──そう、当たり前すぎるくらいに当たり前のことだったんだ。

　彼らもまたぼくらとおなじように生きていて。息をして。護るべきもの、命いのち懸がけで失いたくない大事なものがあって。──紛まぎれもなくおなじ《人間》だったんだ。

　そんなことに気づかなかった自分に慄りつ然ぜんとし、腹が立つ。

　リーヴェを連れて逃げようとするカラルモ軍《想念士》たちはまだ真《ぺぽろってぃ世》の機械残骸、投擲射程範はん囲い内にいて。

　しかしキャロンはアイリーシュの前に両りよう腕うでを開いて立ちはだかった。

「あたしたちなんのために《想念士》になったわけ!?　大切な人とか！　護りたいものとか！　自分たちの未来とか！　みんなの幸せとか！　そういうのを護るために《想念士》になったんじゃないの!?」

「だからこそ！　それを護るためのこの戦いだろうが!?　そこをどけ！」

「どかないわ！　ここでどいたら、あたしたち人でいられなくなる！」

「こっちがその気でもむこうは容よう赦しやせん！　ただありがたく攻せめてくるだけの話だ!?」

「むこうがそうしたいならそうすればいい！　あたしたちが《想念士》としてどう生きるかと！　むこうがどうしてくるかはべつ問題よ！」

「それで軍人といえるのか!?　シェイクトエリア市民たちを護る戦いをおまえは放ほう棄きするつもりか……！」

「違う！　そうじゃない！　戦いをやめるだなんて言ってない！　あたしはただ！」

「もういい、そこをどけ！」

　アイリーシュは視界を塞ふさぐシャロンの身体からだを自分の腕で横に突き飛ばし、逃とう走そう中のリーヴェ一行を視認する。

　そうやって視覚で捉えた彼女の位置情報を今度は想念で真《ぺぽろってぃ世》に伝達し、情報を受容した依代巨人は手に持った機械残骸を大きく後ろに振ふりかぶる。そして。

「だめ──」

　アイゼルとクーイが瞠どう目もくし、キャロンが目を瞑つぶって絶ぜつ叫きようする。

　刹せつ那な、前方に投石機カタパルテの勢いで稼か働どうした野太い機械巨人の腕から、細かな金属片を撒まき散ちらす機械巨岩が放たれた。

「アイリーシュ！」

　ぼくらの頭上を弧こを描えがいて飛んでいったそれは地上のリーヴェたちに急接近し、彼女たちの全身に暗い死の影かげが覆い被かぶさる。死の予兆。破は滅めつの予感。そしてついに直ちよく撃げき──

（くっ!?）

　──しなかった。代わりにリーヴェたちのすぐそばに停まっていた──

　カラルモ軍地対地ロケット発射用の機き甲こう部隊無人車両を直撃し、その車体を原形もとどめないほどにぐしゃりと押おし潰つぶしてゆく。

「アイリーシュ!?」

　残骸の下した敷じきとなり爆ばく発はつして黒こく煙えんを噴ふく車体を背景に、彼女は振り返かえり、

「……。おまえたちは間ま違ちがっている。軍人としては」

　アイリーシュの言葉には続きがあった。

「──だが人間としては共感できる」

　そしてアイリーシュはエリア境界壁の胸きよう壁へきに颯さつ爽そうと飛び乗るや、地上のカラルモ軍兵士たちに向かって堂々と宣言した。

「カラルモ軍兵士に告ぐ！　安心してかかってこい！　おまえたちの誰だれ一人ひとりとして、殺さないでいてやる！　我らは《想念士》であり人殺しではないからだ！　だからといってここを譲ゆずり渡すつもりなど毛頭ない！　責任も放棄はしない！　我らは断じて市民たちの命も、我ら自身も護りきってみせる！」



    

  
    
      　戦場が──

　静せい寂じやくに包まれた。カラルモ軍兵士たちは忘我となり立ちつくしている。

　……。これでいい。と、ぼくも思った。

　ぼくも、アイリーシュやみんなに共感する。

　アイゼルがレインを殺せなかったように。

　アイリーシュが、キャロンが、クーイが、リーヴェにとどめを刺させなかったように。

　この結果、ぼくらがどんなに苦境に立たされようとも。

　ぼくは胸を張ってこの選せん択たくを選びたい。

　暴ぼう虐ぎやくの《災さい厄やくの日》を引き起こしたカラルモ軍に対して。

　ぼくのイーサ父さんとルイズ母さんを殺したやつらに対して、セレーナを鉱化病にした者たちに対して。

　許したわけじゃない。

　──いまもきれいごとじゃなく、おなじ目に遭あわせてやりたい復ふく讐しゆう心しんはぼくの胸のどこかで燻くすぶっている。アイリーシュは勢いあまって、実際に彼らを生かしておかないと口走ったこともあった。でも──。

　違うんだ。ここで彼らに対する殺さつ戮りく行こう為いを肯こう定ていしてしまえば、ぼくらは彼らとなにが違うのか。断じて罪を負うべき者はいる。負わせることを諦あきらめたりはしない。

　しかしそれは戦争という無差別な殺し合いじゃなく。

　ただ敵陣じん営えいに属しているからといって誰だれ彼かれかまわず命を奪うばっていいというのではなく。

　きちんと当事者その人物を見極めて……。

　その者だけを、真実を追究できる場できちんと裁くべきなんだ。

（ぼくは、……人殺しとなったあとでも平然とセレーナの前には立てない）

　それが──

　すべてだった。

　混迷の自分から脱だつしたアイリーシュは晴れやかにぼくらに言う。

「相手を殺さないだけではない。我ら自身も生き残るぞ。より困難な戦いになるからといって、わたしはおまえたちの誰一人としてこの戦いで命を落とすことを許可しない。このことをよく覚えておけ」

　異存なんてあるはずもない。むしろ《制約》のもとでこそ全力で戦える。

　ぼく、キャロン、クーイ、アイゼルが頷うなずいた時だった。

　ターン！　と乾いた音が戦場に響く。

（……銃声!?　狙そ撃げき音おん!?）

　狙ねらわれるのは、胸壁の上に立っていたアイリーシュしかいない。が──

　目を見開く彼女に傷一つついていなかった。

　地上を見るとカラルモ軍軽歩兵の一人が銃じゆう口こうから硝しよう煙えんの立つ狙そ撃げき銃じゆうを構えている。

　が、その銃じゆう身しんは──。さっきアイリーシュに見み逃のがされたリーヴェという《想念士》の手で、まるで見けん当とう違ちがいの天空へと向けられていた。

（リーヴェ……）

　ぼくらを睨にらみあげていたリーヴェはそのままくるりと背を向けると、傷の手当てにいったのか、ほかの仲間たちに両りよう肩かたを支えられカラルモ軍中軍の奧へと消えていった。

（借りを、返したかったのかな）

　──あるいは自分自身の誇ほこりのためか、わからない。

　ただアイリーシュは味なまねをと笑う。そして、

「あらためてやるぞ！　ここからがアイリーシュ小隊の真の初うい陣じんだ！　我らに退けぬ理由があるように、やつらにもまた退けぬ理由があるのだろう！　ならば正面きってぶつかりあいいずれの信念が勝るか決着をつけるまでだ！」

　胸壁から飛び降りたアイリーシュが天に突きだした拳こぶしに、ぼくたち残り四人の小隊メンバーの拳が自然に重なる。

「どうやって戦うべきかは、わかっているな？」

「相手の命を奪わないなら、徹てつ底てい的てきに敵の装備を叩たたくべきだよ」

「彼らはあたしたちと違って予備の装備を持たないんですもの、一度装具を破は壊かいしちゃえばもう《戦闘不能》と変わらないわ」

「手間はかかるけど、俺の精密射しや撃げきなら自信ありかと」

「どんな苦労があろうと、人殺しよりは何倍もましだ」

　そして、ぼくたちの新たなる戦いが始まった。
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「きゃあ、きゃあ、きゃああっ！」

　白手て袋ぶくろで頭を護り、キャロンはエリア境界壁へきの上をあっちこっちと走りまわっている。

「……。だいじょうぶか？　パンツの替え取りにいく時間くらい稼かせいでやるぜ？」

「だ、だから違うって言ってるでしょクーイ!?　カイムくんの前であんまりへんなこと言わないで！」

《五身一体砲》と敵機甲部隊の斉射が防ぼう壁へきに絶え間なく直撃し、頑丈な金属防壁をひしゃげさせていく。大おお金かな槌づちで筋骨隆りゆう々りゆうの大男が、思いきり鉄板を叩いているその一〇倍くらいの爆ばく音おんといったらわかりやすいだろうか。

　リーヴェの件があってから敵の戦術は慎しん重ちように様変わりしていた。

《直接戦せん闘とう型》部隊をいったんさがらせ、彼らは《間接戦闘型》主体による防ぼう壁へき破は壊かい作戦に切きり替えていたんだ。もしも防壁の地の利を失えば、ぼくらに勝ち目はない。

　わざわざ危険を冒おかさずとも、黙だまっていても彼らに勝利が転がりこむ。

　が、そこで獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せたのがキャロンだった。

「キャロンやべーぞ！　こっちが崩くずれかかってる！　はやく頼たのむぜ！」

「こっちもだ小こ娘むすめ、ええいなにをしてる！　パンツくらい、あとでわたしのをいくらでもやる！」

「だ、だーから……違ちがうって!?　……ぜーは……ぜーは……ぜーは」

　そこかしこで胸壁が崩れそうになるたびに彼女は全力疾しつ走そうで駆かけつけて。

　そのたびにキャロンは白手袋の《変性加工》能力で壁かべ塗ぬりみたいに、ぺたぺたと防壁の破損箇か所しよを修しゆう繕ぜんしていった。惚ほれ惚ぼれするいい仕事っぷりだ。

　そんな彼女の後ろにはアイゼルがつきっきりで、《直接戦闘型》の体力を活かして修繕材料となる山盛りの機械残ざん骸がいをトレイ型金属板に乗せてつき従っていた。

「キャロン、気のせいだろうか……こうしてきみについて廻まわっていると軟なん弱じやくで情けない、荷物持ちの男みたいな心境になってくるのだが」

「……なら荷物持ちなんてやめて、《直接戦闘型》らしく敵軍に突とつ撃げきでもしてみる？　こうして安全な後方支援担当の《直接戦闘型》ってのが、あなたの希望じゃなかったの？」

「そ、そうか!?　言われてみれば天職だ！　ああ、なんだこの清すが々すがしさは……前線に出なくていい《直接戦闘型》、まさにわたしの夢と希望だ。……。思えばこんなにも安らいだ気持ちになったことは、養成学校生時代からなかった」

　サーチライトの光明を浴び、片手を胸に当てて感かん慨がい深ぶかげに目を閉じているアイゼルに、

「……。お願いだから本気にしないでちょうだい。はやくお姉さんを安心させてね」

　砲ほう弾だんの創り手が不在のあいだ、クーイもがんばっていた。

「さーて砲た弾ま切れをどうすっかな、……しゃーねー、やっぱあれで代用といくか」

　一いつ旦たんランチャーを防壁に置いたクーイはひとっ走りエリア境界壁内の兵営施し設せつに入っていくと、すぐに両手いっぱいに白くて丸い塊かたまりを幾いくつも抱かかえて戻もどってくる。

（まさか、アレは……）

　彼は口笛を吹ふいてそれらをランチャーに装そう填てんし、軽快に撃うち始めた。

　と、塊の飛んでいったカラルモ軍中軍から、ぐしゃ、パキ、ばりん、と軽い効果音が響ひびいてきて、並行して《なんだ気をつけろ!?》《敵の新型化学兵器か!?》といったカラルモ軍兵士たちの声が聞こえてくる。

（さっきキャロンと話してた部屋にあった、簡易式冷蔵庫のタマゴ……）

　と、とにかくぼくも、みんなを援えん護ごしないと……！

　トレーラーにざっと目を走らせ、……あれがいい！

「精神接続！　──《ネンチャクセシチョウツガイ》！」

　ぼくが選んだ《罠トラツプ》は大きな金属岩みたいな形状をしているものだった。

　作動するなり真んなかで上下に分かれ口が開き、ちょうど二枚貝みたいな形となる。

「いけ《ネンチャクセシチョウツガイ》！　敵の動きを停めるんだ！」

　すると打楽器のカスタルネットみたいに階段をバウンドして登ってトレーラーの荷台から防壁上部までやってきた《罠トラツプ》は、ぼくの想念に感応して二枚貝の口を大きく開け、その中心にあったホース状の舌先からピュッ、ピュッと白い粘ねん液えき物質を吐はき出す。

　これが結構射程距きよ離りがあり、クーイのランチャーに負けないくらい飛んでいっては遠くに布ふ陣じんしていたカラルモ軍兵士たちに覆おおい被さり、すると彼らはまるでトリモチに捉とらえられたみたいに身動き取れずに地面に四よつん這ばいになってしまった。

《なっ！》《動けん!?》と、かなりせっぱつまった声が聞こえてくる。

（そうは動けないよ、こいつの粘液は一度ついたら簡単に剥はがせないんだから）

　相手を傷つけず身体からだの自由だけを奪う──

　これほどいまのぼくらの戦いに適している《罠トラツプ》もなかった。それだけじゃない。

　ぼくはこの二枚貝を使ってキャロンの手伝いもしてあげる。

「よし！　今度は補修だ《ネンチャクセシチョウツガイ》！」

　こいつのトリモチは壁かべの破損箇所の修復にも、極めて有効だった。ぼくは接せつ着ちやく剤ざいの要領でどんどん崩れそうな壁に《罠トラツプ》の粘液を吐きつけ、これで塗ぬり固かためていく。

「カイムくん、助かるわ！」

　その時だった。

（光!?　いまなにか、サーチライトに反射して光った！）

　ぼくが光源を見つけたのはエリア緩かん衝しよう地帯の中間地点だ。思ったのもつかの間、

「……！　アイリーシュ!?」

　ものの半刻でぼくらの目の前の防壁から、獅し子しの鬣たてがみを揺ゆらす戦士が現れた。

（速い！）

　アイリーシュがとっさに真《ぺぽろってぃ世》の陰かげにとび退すさり叫さけぶ。

「レイン!?」

「──アイリーシュ・シエラール、どうあってもここは通させてもらう」

　彼女はまだ目の傷も癒いえておらず顔面半分に包帯を巻いていた。アイゼルの正拳で砕くだかれた装そう甲こうすら修な復おしていない。

　なのに戦線に復帰したレインの鉤かぎ爪づめがアイリーシュに迫せまり、応じるアイリーシュは真《ぺぽろってぃ世》の腕アームを横よこ薙なぎに動かしてレインを牽けん制せいする。

「きゃっ、危ない!?」

「騒さわぐな！　こいつ一人ならなんとかする！　おまえたちは防壁の死守に専念しろ！」

《ぺぽろってぃ》の反はん撃げきを天への跳ちよう躍やくでかわして胸きよう壁へきに降り立ったレインに、

「もう退ひけ！　ここを陥お落としてもいまさらシェイクトエリア中央区画には攻せめこめんぞ!?」

　もう後方の区画では、すでにシェイクトエリア軍による第二、第三のレイン隊防衛網もうが布しかれていることだろう。

「おまえたちの電でん撃げき侵しん攻こう作戦は、もう失敗に終わったのだ！」

「……。このままおめおめと引きさがれるものか。ガルシア陛下の御おんため、我が命と身を捧ささげつくすことこそ我が使命」

「おまえにとって、ガルシアとはそれほど大事なものなのか!?」

「問われるまでもない」

「だが部下たちはどうなる!?　このままシェイクトエリア直属軍の援えん軍ぐんがくれば、おまえの部下たちも全ぜん滅めつするぞ!?」

　ぼくらが彼らを殺さずの誓ちかいを抱いだいていても、援軍のシェイクトエリア直属軍は抱いていないのだから。

「ここにいる者たちみなガルシア陛下に忠誠を誓い、陛下の御ためにつくそうとしている。死の恐きよう怖ふに挑いどんでもだ！」

「それほど部下に思われるガルシアなら、おまえたちの命を思わないはずがないだろう!?　ここでの犬死にがガルシアの望みか？　むざむざガルシアに預かった、大事な兵士たちを殺してしまっていいのか!?」

「黙れ！　まだこの侵しん攻こう作戦が失敗したと決まったわけではない！」

　激げつ昂こうするレインは両手の爪つめを開き、腕を左右に拡げて胸壁の上で構えを取る。

（なにをする気だ!?）

　カラルモ軍総指揮官ともあろう人物が、ただ強きよう靭じんな爪や肉体だけを武器にしているはずがない。彼女はまだなにか奥の手を隠かくしている。

（──ここは先手を打って、アイリーシュを援護すべきだ）

　自由判断の裁量権を与あたえられているぼくはレインを迎むかえ撃つのにもっとも適していると思われる《罠トラツプ》を、トレーラーの荷台から起動した。

「いけ！　《ジュバクノイマシメ》！　レインの動うごきを封ふうじるんだ！」

　かつては《紅あかき六りく瞳どうの獣けもの》さえ縛しばりつけたこの《罠トラツプ》なら、レインにだって通用するはず。

　ぼくの想念が到とう達たつするとトレーラーから幾本もの、尖せん端たんに碇いかり状の突とつ起きがついた太い鎖くさり型《罠トラツプ》が伸びてきた。

　が、レインは避よけようともせず鉤かぎ爪づめのついた五本の指先を開いて身体の前面に翳かざし、

「知覚吸入コピレーシヨン」

　彼女は驚きよう異い的てきな動体視力と反射神経で鎖をすべて掴つかみ取った。寸刻後、

（うっ!?）

「ばかな！」

　あろうことか──。彼女の鎖を掴んだ腕の肘ひじから先が《ジュバクノイマシメ》とまったくおなじに変化してゆく。

「えー、なになに!?　どうなってんの!?」

「ふ、形だけではないぞ。喰くらうがいい」

　不敵に笑うレインが腕を突つき出だすと、なんと！　彼女の《ジュバクノイマシメ》もどきは本物と寸すん分ぶん違たがわぬ動きでアイリーシュの真《ぺぽろってぃ世》に絡からみつき、瞬しゆん時じにがんじがらめにしてその身動きを封じてしまった。

　機械巨きよ人じんの駆く動どう部位が鎖によって空転し、苦しげな音を発している。

「ぐっ、こなくそ……引きちぎれ……真《ぺぽろってぃ世》！」

　機械依代は回転モーター音おんを全フ開ル稼か働どうさせて《罠トラツプ》を引きちぎろうとするも最高位の拘こう束そく系《罠トラツプ》《ジュバクノイマシメ》だ、そう簡単に壊れるはずもない。

（しまった、援護のつもりが、まさかこんなことになるなんて！）

　知覚吸入コピレーシヨンもまた、レインの極小機械ナノマシンによる細さい胞ぼう構造レベルの微粒機械変形ナノ・メタルフオルセ能力なのだろう。……つまりレインに対して、こっちはもういっさい《罠トラツプ》を使えないってことだ、でないと強力な《罠トラツプ》を使えば使うほど彼女を強化してしまうことになる！

（ぼくはいっさい、手出しできない）

「おいおいやべーんじゃねえの!?」

　その時。

「あたしにまかせて！」

　走ってきたのはキャロンだった。彼女は真《ぺぽろってぃ世》に一直線に向かい、

「小娘!?」

「こーいう時、変性加工能力が役立つのよ、アイゼルっ！　肩かた車ぐるまお願い！」

　機械依代の足もとまでやってくるなり彼女は、《あ、ああ》と頷うなずくアイゼルの肩かたにまたがって自分を持ちあげさせる。そうして、

「動かないでよー、よっと、ほい……一つ、二つ、三つ、とね！」

　彼女が手の届く範はん囲いの《ジュバクノイマシメ》を白手て袋ぶくろで触さわっていくと、キャロンの掌てのひらが触ふれた鎖の部位は瞬時に風化してしまったかのごとく砂同然にさらさら崩くずれていった。

（その手があったか！　変性加工能力で、《罠トラツプ》を一気に劣れつ化かさせたんだ！）

「さっ、あと上んとこは手がとどかなくって無理だったけど……あれくらいなら自力で引きちぎれるわよね？」

　ミニスカをひらりとひるがえしてアイゼルの肩から飛び降りたキャロンに、

「よくやった！　じゅうぶんいけるぞ！」

　返事したアイリーシュが依代を全力で力ませると、真《ぺぽろってぃ世》を呪じゆ縛ばくしていた拘束力の弱まった鎖は一気に弾はじけ飛とび四散していった。

「……。よい連携コンビネーシヨンだな、とてもにわかじこみの小隊とは思えん、わたしの部下に欲しいくらいだ」

「わたしの部下は粒つぶぞろいだからな、なめてかかると痛い目に遭あうぞ」

　アイリーシュは自由になった真《ぺぽろってぃ世》で再度レインに掴みかかり、

「レイン、ガルシアはなにを考えている!?　なぜカラルモは突とつ然ぜん挙兵した！　ウルバスを危機におとしいれてまでおまえたちの戦う……理由はなんだ!?」

「ガルシア陛下が戦われるはこの世界のためだ。断じて私し利り私し欲よくのためではない。なればこそ我らは、陛下と一心となり陛下のためにつくす誓いを立てた」

「ガルシアは！　……あの人は、どうしてわたしを助けてくれた!?　《紅き六瞳の獣》がガルシアの依代なら、なぜ!?　獣に傷つけられたわたしを励はげまし、生きる希望をあたえてくれた!?」

　レインは答えず。腕の《ジュバクノイマシメ》を使い、機械巨人の攻こう撃げきを完全に子ども扱あつかいして捌さばいていく。

「わたしは、……おまえたちのしでかした《災さい厄やくの日》のことを許せない！　どんな理由があろうと、なにがあっても、あの罪は許されるものではない！」

「だとしたら、こうして我らとおまえたちが戦っていることこそ滑こつ稽けいだな」

　レインの口もとに微かすかに自じ虐ぎやくの笑みが浮うかぶ。

「滑稽……？」

「なぜならば、おまえたちが憎にくむべき真の相手、《災厄の日》の黒幕は我らにではなく、シェイクトエリアにこそあるからだ」



　！　！　！　！　！



　ぼくらアイリーシュ小隊の五人。全員が──

　凍こおりついた。レインは淡たん々たんと語る。

「ウルバスに破は滅めつをもたらすのは我らではない。シェイクトエリア政府とその軍部だ」

（なん、だって……）

　その時だった。

（……？　泣き声……？）

　一いつ瞬しゆん、聞こえた。子どもが泣いているみたいなか細い声。が、まさか……？

　だってこんな戦場に、小さな子どもなんているはずがないもの……！　しかし、

「……カイムくん、見てあそこ!?　トレーラーの脇わきに！」

　キャロンの悲鳴じみた声にその場の全員が視線を向けると、まだ五、六歳の女の子が、《罠トラツプ》用の資材を乗せたトレーラーの物もの陰かげにしゃがみこみ動けなくなっていた。

（そんな、ばかな！　なぜこんな場所に!?）

「くっ、第七連隊の者たちが、避ひ難なん誘ゆう導どうを担当していたのではなかったのか!?」

　すると機械資源運うん搬ぱんトレーラーの運転席で待機中だった指揮官が自分もいま気づいたとばかりに顔を出し、教えてくれる。

「いいや担当しとったぞい！　きっちりやっとったはずじゃ！　ていうか、わしはずっとここにおったが、さっきまでそんな子おらんかったぞい!?」

　議論していてもらちが明かない。とにかく保護しなきゃ！　ぼくが思った瞬しゆん間かん、

「まずい、アイリーシュ小隊長!?」

　アイゼルの叫さけび。……最悪、だった！　不運にもさっきキャロンとアイリーシュが協力して弾はじき飛ばしたレインの《ジュバクノイマシメ》の破片がエリア境界壁へきの縁ふちでぐらぐら揺ゆれていて、それがいまにも女の子の頭上に落下しそうになっている！

（いけない！）

　思っている間にも、金属片は危うい均きん衡こうを失い少女目がけて滑すべり落ちた。

「くっそ！　俺のランチャーじゃ……砕くだいても破片があたっちまう！」

　その時。

「……。ちっ！」

　目を疑った。なんと女の子から最短距きよ離りにいたレインが自分の腕の《ジュバクノイマシメ》を飛ばし、間かん一いつ髪ぱつ、少女の頭を破片が砕く寸前にこれを受けとめたんだ！

（レイン……）

「……。勘かん違ちがいをするな、情けではない。いずれここの民はガルシア様の民となる。わたしは陛下の民を護った、それだけのことだ」

　そうしてレインが鎖を自分に戻もどそうとした時だった。

（え……？）

　女の子の姿が突然半はん透とう明めいになって虚こ空くうに消えてゆき、代わりに少女のいた場所に、大きな果くだ物ものくらいの表面におうとつがある金属球が出現する。

（あれは……《キオクヨトワニ》……？）

　立体映像を映しだす《罠トラツプ》……でも誰だれが、なんのために……？

　刹せつ那な、金属球の直下の舗ほ装そう地面を貫つらぬき一本の機械の芽が出現した。直後、

「ぐっ……ああああああああっつ!?」

　それはレインの叫びだった。彼女が戻そうとしていた鎖には、いま生えてきたばかりの機械の芽がどういう状じよう況きようか怪あやしく巻きついている。驚おどろくべきことにその接せつ触しよく部から、レインの《ジュバクノイマシメ》が徐じよ々じよに不気味に蠢うごめく金属触しよく手しゆへと、その姿を変えていた。

　二ふた股また、三つ股、四つ股と──。どんどん加速度的に枝分かれし、長さも質量も増長してゆく。そんな触手全体には蒼あおくて薄うす気き味み悪わるい光点が点在していた。

　と、みんなが異変に気を取られている隙すきに、

（人ひと影かげ!?）

　トレーラーそばのエリア境界壁へき付近の物もの陰かげから、人の気配がして走り去る。

（誰……？）

　人物の特定こそできなかったものの俊しゆん敏びんで規則的な動きから、訓練された軍人、または特とく殊しゆ部隊の人間みたいにも思えた。その人物が潜ひそんでいた現場からは異い臭しゆうのごとく、微かに《想念士》特有の精神エネルギーの澱よどみが感じられる。

（いまの人影が《想念士》だったとすると、……あの《芽》の《罠トラツプ》を使う機会を窺うかがっていた？）

　混乱の極みに達するぼくらに、レインが苦しげに喘あえいだ。

「どうやらこの芽には……わたしの知覚吸入コピレーシヨンを暴走させる……作用が含ふくまれていたらしいな……見るがいい……これが……シェイクトエリアのやりかただ……っ、あああああ!?」

　幻げん影えいとはいえ少女の命を利用した非情の作戦──

　レインは自分で自分の触しよく手しゆ制せい御ぎよができないらしく、顔に苦く悶もんの汗あせを滲にじませていた。

　そんな彼女の全身もすぐに増え続ける触手の大海に呑のみこまれてしまう。あっという間に肥大したそれらに、顔以外のすべての部分が覆おおいかくされてしまった。

　カラルモ軍の砲ほう撃げきが停止し、彼らにも動どう揺ようが拡がる。敵てき陣じん地ちからは《レイン様！》《レイン様!?》と口々に指揮官の名を叫ぶ声が聞こえてきた。

　あまりにも早く、勢いのある触手たちの増ぞう殖しよく分ぶん裂れつ──

「いかん！　このままではエリア境界壁……全体が呑みこまれるぞ!?」

　アイリーシュが叫んだころにはもうぼくらは足の踏ふみ場ばもない状態に追いやられていた。第七連隊の人たちと防ぼう壁へきの端はしへ、端へと追いやられ。その下では防壁がみしみし軋きしみ、もういつ大規模な倒とう壊かいが起きてもおかしくない状態だ。

「危険すぎる！　しかたがない、一時避ひ難なんしろ！」

　ついにアイリーシュは断腸の思いで防ぼう壁へき放ほう棄きを決断した。

　が、万が一のカラルモ軍進軍に備えて、脱だつ出しゆつ用の真《ぺぽろってぃ世》の掌に乗りこんだぼくらアイリーシュ小隊一同はエリア緩かん衝しよう地帯側の地面へと飛び降りる。

　最悪、壁かべはなくとも身体からだを張ってでもカラルモ軍を食い止めるんだ！

　その過程でここまで協力してくれてきた第七連隊の人たちとも別れ別れとなってしまうものの、無事は見届けた。アイリーシュがきちんと彼らがシェイクトエリア都市部側の階段を降りて退たい避ひしたのを見届けてから、自分の依代をジャンプさせたんだ。

　間を置かずして──

　エリア境界壁から溢あふれるほどとなっていたレイン触手の重みに耐たえきれず、しかも触手自体が凶きよう暴ぼうに暴れ、触れるものすべてを掘くつ削さくし体当たりする凶きよう器きと化していたので。

　ぼろぼろになっていた防壁は横よこ幅はば数十マルテルにも亘わたり、ほかの防壁部分と完全に分断される形で倒壊してしまう。

「ちぃっ……！　……これでもう、防壁の役目は望めんな」

　苦々しくアイリーシュの見つめる防壁の倒壊部分から、シェイクトエリア側の景色がはっきり丸見えになっていた。
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「どうしよう、ぶっちゃけ、いまカラルモ軍の総攻撃受けたら防ぎようがないわね」

「それよか問題はレインの触手だろ!?　まだでかくなり続けてるぜ!?」

「アイリーシュ小隊長、このままではシェイクトエリアの街も、わたしたちも、カラルモ軍も、みなあれの餌え食じきです」

　ぼくらは真《ぺぽろってぃ世》の掌から降りたっていた。

　と、レインがまだ意識があるのか、もうエリア境界壁とほぼおなじ高さにまで成長している触手のなかから苦しげに呻うめく。

「……これはおそらく……シェイクトエリア第一五連隊の仕し業わざだろう……やつらはルクオンと……手を組んでいる」

　ルクオンの名に、即そく座ざにアイリーシュが反応する。

「ルクオンだと!?」

「おまえの父ではない……プラセータ……ルクオン……インダストリー……これは通常の《罠トラツプ》ではない……普ふ通つうの精神制せい御ぎよをいっさい受けつけないところをみると……ルクオン社製の……特殊開発兵器……だろう……」

（特殊、開発兵器!?）

　ぼくは聞いてみる。

「アイリーシュ、心当たりがあるの？」

「……。父直属の研究開発計画はさまざまにおこなわれていたのは事実だ。だがそれは、すべて抗こう体たい錠じよう剤ざいのようにウルバスの民の役に立つもののはずだった。ウルバスを破は壊かいするものなど一つとてない！　……すくなくとも、わたしの知るかぎりな。が、……これを軍事転用していたやつらがいるのだとすれば」

　ゴスタフ──

　ぼくの脳のう裏りにあの嫌いやな現プラセータ・ルクオン・インダストリー社長の名が浮かんだ。

「そうなら許せん！　父の研究を……こんなことに！」

　闘とう志しを燃えあがらせるアイリーシュに、

「カラルモ軍の主力を討てるなら……戦略的価値のない一区画程度犠ぎ牲せいになったところでどうということはない……やつらの考えそうなことだ……あとは情報操作でなんとでもなる……すべてを我が軍の仕業とするとかな……」

（どこまでも汚きたない、やりかただ！）

「……。どうやったらこいつを止められる!?　教えろレイン！　このままではおまえの部下たちも危なくなる！　わたしに協力しろとは言わん！　仲間のために話せ！」

　放置しておけば。

　いずれは避難中のシェイクトエリア市民にまで被ひ害がいがおよびかねない。

　──それだけは、絶対に防がねばならないことだった。

　すでに触手はエリア緩衝地帯へとうねりだし、シェイクトエリアの都市側にも進んでいる。もう時間の猶ゆう予よはなかった。

「……この《罠トラツプ》はわたしに寄生し……わたしの微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセを利用することで増ぞう殖しよくしている……しかしわたしの微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセは使われているだけで……わたしには制御はできん……」

「ならばどうする!?」

「制御はできずとも……一体化しているおかげでこいつの特性はわかる……。……わたしを殺せ、アイリーシュ・シエラール」

「な……に？」

「本体であるわたしが死ねば《罠トラツプ》の活動は自動的に停止し、触手どもは死し滅めつする」

（!?）

　苛か酷こくなレインの言葉に──

　カラルモ軍兵士たちは軍用ヘルメット越ごしでもわかるほどに衝しよう撃げきを受けていた。

「……ほかに、方法はないのか？」

「ない！　……あったとしても、いや、……なんでもない」

　レインはなにかを秘めるように口をつぐみ、

「さあ殺せ！　わたしを！　カラルモ兵たちに……我が部下たちに犠牲が出るまえに！」



　！



　その言葉に──。放心状態だったカラルモ兵たちが我をとり戻す。

「悩なやむことはない！　おまえたちが我らを殺さずと決めたのは知っている！　だがこれはわたしが望む死の幇ほう助じよにすぎん！」

「ぐっ……っく！」

　葛かつ藤とうするアイリーシュにレインは強く訴うつたえる。

「おまえがさっき……なぜ最後までわたしたちを殺さないことを認めなかったか……わたしにはわかっているつもりだ！　おまえは自分の情に部下たちを巻きこみ、その命を危険にさらすことを危ぶんだ！　……指揮官として……部下の命を預かる身として！」

（そう、だったのか、アイリーシュ）

「おなじ指揮官としておまえの気持ちはよくわかる……ならばおまえもわたしの気持ちはわかるだろう……！　さあ撃うて！　わたしを……！　わたしの部下はわたしを撃てん……だがおまえならやれる！」

　もはや懇こん願がんにちかいレインの必死の呼びかけに、

「……。……。……」

　ついに、アイリーシュが動いた。苦悶の表情の彼女は無言でレインの方向を指差し、真《ぺぽろってぃ世》に指示を出す。

　感情なき機械巨きよ人じんは命じられるがままに、口こう蓋がいを開けて主しゆ砲ほうの発射準備態勢に入った。

（やるのか、アイリーシュ!?）

「ちょ、ちょっと!?」

　ほぼ同時に、

「待て！」

「やめて、くれ！」

　レインの命いのち乞ごいを嘆たん願がんするカラルモ軍兵士たちの叫さけび声ごえがあがる。

　そして寸刻の間をおいてから、彼女は決断をくだした。

「──発射！」

　その瞬しゆん間かん、機械巨人の口こう腔こうから戦場一帯さえ灰かい燼じんに帰きするほどのエネルギー量の光線が発射される。

《ウルバス外がい壁へき砲ほう撃げき事件》の《一〇〇分の一出力》とほぼ同等のエネルギーの虹にじの奔ほん流りゆう。

「レイン様！」

「レイン様……！」

「レイン様!?」

　カラルモ軍から口々にあがる悲ひ痛つうの叫び。

　閃せん光こう。大だい爆ばく発はつ。爆ばく風ふうが目も開けていられないほどの風圧で爆ばく心しん地ちを中心に同心円状に拡がり、ぼくらは吹ふき飛とばされないよう腰こしを落として踏み留とどまる。

　熱風が肌はだを焼き、髪かみを乱暴に逆さか撫なで、熱気で呼吸もままならないこと半刻、が──

「どういう……ことだ？」

　レインは生きていた。

「なぜわたしは生きている!?」

　代わりに彼女を苦しめる触しよく手しゆ群の一角に真《ぺぽろってぃ世》の主砲が削けずり取った、機械巨人が直立して悠ゆう々ゆう潜もぐり抜ぬけられるくらいの大穴が空いていた。触手は思わぬ砲撃に怒いかり苦しむように蒼あおい光点を激しく明めい滅めつさせ、穴はレインの微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセのおかげかすぐに新たに再生した触手によって補ほ填てんされ、虚きよ無むの空間を埋うめてしまう。

「なぜわたしを殺さないアイリーシュ!?　こいつの増殖力を見ただろう！」

　すると──アイリーシュは思いもかけないことを口走った。

「……。おまえ、じつはツンデレだろう」

（え……）

　途と端たん、レインの顔がカァアと紅潮してゆく。

「な!?」

「ガルシアの腹心だなんだと大おお仰ぎように登場したわりには。敵エリアの子どもを助けようとして罠わなにかかるわ、部下のために命を棄すてようとするわ、このわたしがお墨すみつきの鑑かん定てい証明書を発行してやる。おまえは正しよう真しん正しよう銘めいのツンデレだ」

（言葉責めだ……）

「や、やめろ、それ以上言うな」

「おまえとはどうも他人の気がせん」

（おなじツンデレのにおいを感じてるのか）

　アイリーシュはしげしげとレインの顔を見つめ、

「……。よく見ればおまえ、可愛い顔をしているな」

「や、やめろ！」

「……。好きになっていいか？」

「そ、それ以上言ったら殺すぞ!?」

　触手にす巻き状態のため動けずばたばたしているレインに言いたい放題言ったあと、アイリーシュは告げた。

「冗じよう談だんだ。とにかくあの程度の触手、おまえなんぞ犠牲にせんでもきっちり破壊してやるから大船に乗ったつもりでみてろ」

　言うなり彼女は真《ぺぽろってぃ世》の両眼副ふく砲ほうビームで、芝しば刈かりさながらに触手の大樹林をところかまわず焼やき払はらいだす。

（……でもレインを可愛いと言ったのは、絶対本気だった気がする）

　見ていたぼくたちも、

「そ、そうね、なまじ気を遣つかうことの多い人間相手の戦いよりも、思いきりやれるぶんやりやすいかもね」

　レインが殺されそうになって一時はどうなることかとはらはらしていたキャロンも。

　きょろきょろあたりを見み渡わたしてエリア境界壁へきが破壊された際一いつ緒しよに落ちてきた機械残ざん骸がいを発見すると、手て袋ぶくろで寄せ集めてこねだし、いつもの砲ほう弾だんじゃなく手て投なげ弾だんみたいなものを完成させる。

　彼女がそれをひょいと投げつけると、命中した触手の一角で大爆発が起こり直径十数マルテルくらいの陥没坑クレーターができあがった。

「あら、じょうできじゃない？　あたしってばけっこう、《間接戦せん闘とう型》としてもいけるんじゃない？」

　これを皮切りにクーイもアイゼルも、ランチャーの砲ほう撃げきと、鉄てつ拳けん、肘ひじ、蹴けりをまんべんなく使った打だ撃げき攻こう撃げきで一本一本触手を壊こわし始めた。ぼくはぼくで、

「いけ！　《ジュバクノイマシメ》！」

　横よこ倒だおしとなったエリア境界壁から見えていた《罠トラツプ》のトレーラーからありったけの鎖くさりを呼び寄せ、これらを空中で輪の形にすると、輪投げの要領で広こう範はん囲いの触手たちを締しめあげてゆく。結び目を一気に引っぱると気持ちのいい感かん触しよくで、触手の束はちぎれていった。

　そうこうして奮ふん闘とうしだしたぼくらだけど、

（くっそ……きりがない！）

　なにしろ圧あつ倒とう的てきに人手が足りない。斬きっても焼いてもむしっても、それ以上にあとからあとから触手が生えてくるんだから。徒労。そもそも気力体力が限界に達している。

　緩かん慢まんに命を削られていくような劣れつ勢せいが続く。

（このままじゃ、全ぜん滅めつする……）

　その時だった。夜空に一条の閃光が走り、触手群の一角に長ちよう距きよ離り砲ほうのロケットかなにかが着ちやく弾だんする。派手な爆発と火か炎えんで触手を消散させたその発射地点と思われる方角をぼくらが見ると、

（あれは！　カラルモ軍!?）

　それはロケットではなく──カラルモ軍《五身一体砲ほう》の砲撃だった。

　彼らはとりわけ、ぼくたちになにか言葉をかけてきたわけではない。

　声すら発していない。ただ最初の砲撃を契けい機きにほかの五身一体砲もぼくらを援えん護ごするかのように、触手に攻こう撃げきを加え始める。

　さらにそこに。カラルモ軍一いつ般ぱん兵部隊による小しよう銃じゆうの斉射と、機き甲こう兵のロケット砲攻撃が参加し、リーヴェ指揮する《直接戦闘型》部隊による突撃攻撃まで展開される──

　それらはいつしかカラルモ軍総出撃による、一大援えん護ご攻撃へと化していった。

　ぼくと一いつ瞬しゆん目があったリーヴェが、《レイン様をお願いします》とばかりにぺこりとお辞じ儀ぎをして、また触手の群に突とつ撃げきしていく。

　そこにもはや、アイリーシュ小隊とカラルモ軍の垣かき根ねはなく。

　ただ一丸となって生死をともにし、護るべきもののために戦う、たとえ一時的にせよ手を取り合った同どう胞ほうたちの姿があった──

「なにをしている!?　おまえたちまで……無茶するな!?　わたしを殺せ！　わたしを殺せば……それでおまえたちは安全に生き延びられるのだぞ!?」

　レインの叫びをアイリーシュが一いつ喝かつする。

「なにを言ってる！　おまえの部下たちの姿をみろ!?　誰だれのためにあんな苦労をしていると思っている!?　弱音を吐はくひまがあったら最後の最後まで諦あきらめるな！」

「！」

　アイリーシュは真《ぺぽろってぃ世》の突とつ進しん力を利用し、腕うでで滅め茶ちや苦く茶ちやに触手を掻かき分わけながらなんとかレインのもとまで到とう達たつしようとしていた。

　彼女さえ引っぱり出せれば事態を打開できるかもしれない。そう考えて。

　これを援護しようと自然と《ぺぽろってぃ》の周囲にカラルモ軍の一いつ斉せい射しや撃げきが集まり、《直接戦闘型》もまた集まって数人がかりで触手の束を引き分けたりして、全員が団結して《レインへの道》を造ろうとしていた。

「おまえたち……」

　そんな戦いを見守っていたレインが黙もつ考こうし、やがて口を開く。

「アイリーシュ、──この触手を倒たおす手段がもう一つだけある」

「なに、どんなだ!?」

「この《罠トラツプ》触手の急所はぜんぶで一〇三ある。蒼い光点がところどころに見えるだろう、これがそうだ。こいつをすべて同時に正確に破は壊かいすれば触手は死し滅めつする」

「同時に……正確に、だと!?」

「そうだ、この光点が、わたしの微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセを書かき換かえて触手の増ぞう殖しよく再生をおこなわせている元げん凶きようだ。だが気をつけろ。一いつ箇か所しよでも破壊し損じればすぐに生き残った急所から、増殖再生が始まってしまうぞ」

　一〇三もある急所を同時破壊しなければいけないなんて──

　……。だからレインは口にしたところで不可能と思い、黙だまってたんだ。

　アイリーシュは思案に暮れ重々しく呻うめく。

「……。わたしの真《ぺぽろってぃ世》改の《全装填武器斉射ゼクトウエポン・フアイアル》なら、全砲ほう門もん合わせて一五四ある。理論上は同時粉ふん砕さいが可能だ。──が、こいつの狙ねらいは大ざっぱで正確さに欠ける。なにより現時点では、エネルギー不足で真《ぺぽろってぃ世》改に変形することもできん」

　激げき闘とうの連続による真《ぺぽろってぃ世》の過剰な負荷が原因で、どうしてもエネルギーを溜ためきることができなかったんだ。キャロンが、

「あきらめちゃだめ！　なにかきっと、方法があるはずだわ!?」

「照準だけなら俺が引き受けられるんだけどな、……っても、はは、いくらなんでも一〇三同時ってのはきついか」

「……すみません小隊長、やはりわたしにできることは限られているようです」

　ぼくはいまだトレーラーに残存している《罠トラツプ》の種類とかねあわせ、必死に計算していた。レインを救う手段を。

（組み合わせはある、でもこれをやるにはあと一つ《要素》が足りないんだ）

　そこにエリア境界壁の正門を開いて、一台の巨きよ大だいトレーラーが戦場に突つっこんでくる。アクセルを吹かし、車体の一二輪タイヤをゴムが擦こすり焦こげるほど全輪駆く動どうさせ、行く手を塞ふさぐ触手たちを轢れき死しさせつつぼくらのもとへと現れたのは、

「待たせたのー、遅おそくなったが市民たちの避ひ難なんは完かん了りようしたぞい！　あとはわしらだけじゃから、応おう援えんにかけつけたぞい」

「あなたは!?」

　ぼくは驚おどろく。きてくれたのは、第七連隊白ひげ老指揮官だった。

「ぼくはてっきり、第七連隊の人たちも市民の人たちと避難したものかと……」

「なに、わしらの孫より若い連中が戦っとるのに残してはいけんよ。ほかの連中もみな、年がいもなくはりきっとるぞ。第七連隊武器保管庫に立てこもってな。おまえさんがたの資材を護るんじゃと古ぼけたランチャーやらロケットやら持ちだしての」

　物資補給部隊、戦場では目立つことはなくても軍の屋台骨を支える大事な役目──

　その裏方に徹てつする人たちの誇ほこりをぼくは垣かい間ま見みた気がした。

「まあ、ロイ大たい佐さにも頼たのまれちまったからの」

　これでぼくの作戦は実行できる！　ぼくはただ感謝の気持ちで、

「それでは協力、していただけますか!?」

「そのためにきたんじゃからな、なんでも言うてくれ」

「ほかのみんなも聞いてくれ！　アイリーシュ小隊も！　……カラルモ軍兵士たちも！」

　ぼくは賛同をえられるかわからなかったけど、自分の練った案を伝える。

　無茶は承知のうえだ。でもほかにたぶん、方策はない。

「──可能か不可能かではなく、やるしかあるまい」

　一番最初に、──誰よりもまっ先に、アイリーシュが賛成してくれた。

「すごいわカイムくん、希望が……見えてきた！」

　キャロンが手投げ弾を用いながら返答する。

　クーイも、アイゼルも、誰も反対しなかった。カラルモ軍からもなんの異論もない。

　それをぼくは彼らが受け入れてくれた表現と判断した。白ひげ指揮官に、

「ではさっそくお願いします。ただこれは、……本来なら一般兵のあなたにとても頼めないような、危険な作業になるんですが」

「ほいさ、危険は承知のうえじゃよ、なら一つ頼みがあるんじゃが」

「なんでしょう？」

「あんたらんとこのほれ、男前の《直接戦闘型》の坊ぼつちゃんがいたじゃろ」

　アイゼルのこと、だろうか。

「彼をわしの護衛につけてくれんかの？」

　それはぼくも賛成だ、というより最初から《想念士》でもない彼一人を行かせられるはずはなかった。するとアイゼルが自信なさげに近寄ってくる。

「わたしを、呼んだだろうか？」

「アイゼル、きみにこの人の護衛を頼みたいんだ」

「あ、いや、しかし……これは作戦の《重大な役目》なのだろう!?」

　戦いの恐きよう怖ふではなく、数々の重圧に負けて失敗を重ねてきた──

　苦い記き憶おくが甦よみがえったのだろう。腰こしが引けているアイゼルに、

「だいじょうぶじゃよ、いや、おまえさんでなくちゃならんのじゃ」

　老指揮官は笑顔でトレーラーの助手席の扉とびらを開けた。



　　　　８



　戦場でトレーラーを転回させた老指揮官は、アイゼルを助手席に乗せ、エリア境界壁へきと第七連隊武器保管庫を結ぶ一本道の軍用道路を疾しつ走そうする。

　彼はしわがれた声で生き生きと語りだした。

「こうしていると思いだすのう、昔のことを」

「昔のこと、ですか」

「といっても一〇年ほど前のことじゃがの、わしらこう見えて昔、ロイ大佐をお助けに行ったことがあったんじゃ」

「ロイ大佐を!?」

「大佐もあのころはまだ《想念士》になりたての、階級もそうじゃな、ちょうどおまえさんがたの指揮官嬢じようちゃんとおなじくらいの少しよう尉いだったかの」

「はあ、そうですか」

「それでもわしら万年伍ご長ちようの老人軍団よりずっと立派な、もう一隊をまかされているご身分じゃった。だが血気にはやるあまり小隊もろとも《無む窮きゆう領域》で《掃そう討とう者しや》の群に囲まれちまっての。なんとか機械洞どう窟くつまで逃にげのびたはいいが、援えん軍ぐんに駆かけつけられる《想念士》もあいにくおらんくて。洞窟には使える《罠トラツプ》もない。そこでわしらが、決死隊を編つ成くってロイ大佐に《罠トラツプ》をお届けにいったんじゃ」

「あなたたちだけで!?　《無窮領域》に!?」

《罠トラツプ》も使えない一般兵だけで脚あしを踏ふみ入れるそれは自殺行こう為いとほぼ同義語だった──

「いまにして思うと正気の沙さ汰たじゃないがの。あんときは必死で、考えとる余よ裕ゆうなんぞなかった。大佐はその《罠トラツプ》を使ってみごと窮きゆう地ちを切り抜ぬけられて、わしらみたいなもんに何度も深く感謝してくださったんじゃ。……。《第七連隊のお荷物軍団》なんかにな」

「ロイ大佐に、そんなことが」

「──わしらずっと、戦場で華はな々ばなしく戦える《想念士》が羨うらやましくてしょうがなかった。戦いたくても戦えんものもおるんじゃよ。それでもウルバスのため、なにかお役に立ちたくてこうしてこんな歳になるまでがんばっとった。だからおまえさん、自信を持ちなされ。──おまえさん、素晴らしい才能に恵めぐまれとるんじゃからな」

「おじいさん……」

　老指揮官の長い白はく眉びの奧には、包容力のある温かい眼差しが宿っていた。



　　　　※



「ええい……まだアイゼルたちは戻もどってこんのか!?　そろそろ《ぺぽろってぃ》も限界だ！　これでは作戦前に依代のほうがぶっ壊こわれてしまうぞ！」



    

  
    
      　ぼくたちはアイゼルたちが発たってからというもの。

　ずっと帰き還かんを待ちわびながら奮戦していた。

　アイリーシュの真《ぺぽろってぃ世》の外装はもう半はん壊かいしていて、触しよく手しゆに強引な格かく闘とう攻こう撃げきを挑いどんでいたせいで槍やりのような突きや鞭むちのような殴おう打だを受け、あちこちに湾わん曲きよくやへこみができている。

　ついでに関節の回転モーター音もギギギと時おり異音が混ざるようになり、いつ稼動停止してもおかしくない状態だ。そこへ、

「アイリーシュ!?　トレーラーだ！」

「きたか!?　待ちかねたぞ！」

　すでに大量の触手たちがエリア境界壁にも押し寄せていた。

　ここを切きり抜けるだけで命いのち懸がけだ。が、気合いのハンドル捌さばきと運転席自体を武器にする強行突とつ入にゆう戦法で触手を撥はね、トレーラーはエリア境界壁正門を抜けてくる。

「さすがは運うん搬ぱん一筋、ウン一〇年の大ベテランね」

　はりきって老指揮官が運転するトレーラーの荷台には運転席後部取っ手に掴つかまってアイゼルが乗りこみ、彼はもう片方の手でそこに搭とう載さいされていた、大木なみの太さがある電力供給線をがっちり掴んでいた。

　その線は延々、第七連隊武器保管庫まで続いている、──はずなんだ。

「第七連隊武器保管庫は、じいさんどもが護っとるおかげで無事じゃったぞーい！　発電設備もきっちり生きとったわい！」

　よかった！　ぼくは安あん堵どする。武器保管庫には物資搬はん送そう用トレーラーや軍用車両を整備するための充じゆう電でん設備が整ってるから、そこからの発想だったんだ。

「アイリーシュ、あとちょっとだからがんばって！」

　あの電力供給線を真《ぺぽろってぃ世》に接続すれば、ぼくの計算では電力をエネルギー転てん換かんして《ぺぽろってぃ》を真《ぺぽろってぃ世》モードに変身させられる見こみなんだ！

「わかってる！　が……こっちからは動けん！　急いで供給線を持ってきてくれ！」

　アイリーシュは可動エネルギーぎりぎりの状態で、触手への応戦を強いられていた。

　もしあれがヌイグルミの《ぺぽろってぃ世》に戻ってしまったら……。

　もう依代を再起動させる精神エネルギーは、彼女には残されていないだろう。

「心配いらん、わしらが届けてやるわい！」

　が、あと一歩で彼らがアイリーシュのもとまでたどり着けるというところで、

「なんじゃ……あ!?　っぐ!?」

　突とつ如じよとして金属舗ほ装そうされたエリア緩かん衝しよう地帯の地面の下から、触手が柵さくのように出現してトレーラーの進路を塞ぐ。

（触手が、地下にまで潜もぐりこんでいたなんて!?）

　それらにトレーラーの一二輪のタイヤはことごとくパンクさせられ、横転させられてしまった。

「きゃあっ!?　おじいさん！」

「おい、じいさん!?」

　横よこ滑すべりする荷台から飛び降りたアイゼルはすぐさま運転席に向かい、

「おじいさん!?」

　運転席側を下にして倒たおれていたので、渾こん身しんの力をこめて車体を持ちあげる。

　そしてねじ曲がって開かなくなっていた扉をちょうつがいごと引ひき剥はがし、なかから老指揮官を助けだす。ほぼ同時にトレーラーから洩もれていた燃料にエンジンプラグかなにかの火花が飛んだのだろう、トレーラーは大だい爆ばく発はつを起こして炎えん上じようした。

「おじいさん！」

　ぼくも駆け寄より、愕がく然ぜんとする。老兵の胸には──

　折れたハンドルの軸じくでもぶつかったのか、心臓のあたりが緋ひ色いろに染まっていた。

「ふぃ……最後の最後でかいの……若いころみたいに……いかんの」

　ぼくは正視に堪たえない。

（……あの出血じゃ、助からない）

「ひどい！」

「じいさん、死ぬんじゃねえぜ!?」

　アイリーシュはあまりのことに、《ぺぽろってぃ》の戦地から声もなく現場を見ている。

　ぼくが、──ぼくがあんな無茶なお願いをしたから。なんて、ことだ！

　アイゼルはおおいに動どう揺ようし、半はん狂きよう乱らんで泣なき叫さけび、

「おじいさん！　しっかりしてください!?　おじいさん！」

　大出血している胸に手を当て、老兵を抱だきかかえ声をかけ続ける彼の涙なみだつたう頬ほおに、老兵の厚みのある手が触ふれた。

「そんな哀かなしい顔をせんでくれ、指揮官の嬢ちゃんも、お仲間の坊ちゃんも、嬢ちゃんも、……わしらずっとな。くすぶっとって、本当はこのまま輝かがやく機会もなく枯かれ果てていくのかのぅと……寂さびしく思っとったんじゃよ。だからこんな花道を最期にあたえられて……感謝しておる」

「おじいさん！」

　号泣するアイゼルの腕うでのなかで老兵は呟つぶやく。

「カラルモの坊ちゃん、嬢ちゃんがたも……わしらにとっちゃ、みんな可愛い孫みたいなもんじゃ……みんなウルバスの未来を背負って立つ大事な宝じゃ……そんなおまえさんがたを護って死ねるなんて……なんて幸せな……花道じゃ……」

　そして意識も混こん濁だくし始めているはずのおじいさんは、唄うたを口ずさみ始めたんだ。



　第七連隊……

　連隊歌……

　我ら……光差さぬ者たちなれど……

　名もなき……者たちなれど……

　なれどその想い……

　報いを求めず……名めい誉よを欲ほつせず……

　ただひたすらに……

　……ただひたすらに……愛し護るべきもののために……



　名もなき老兵の連隊歌に、ぼくはどうしようもなく目頭が熱くなって──

　ぼくは──

　ぼくは心が震ふるえていた。



　──人生の大だい先せん輩ぱい……。

　あなたの遺の産こしてくれた心をぼくも。

　ぼくも、アイリーシュ小隊の仲間たちと一いつ緒しよに継も承らいます。

　ウルバスの未来を担うべき者として──



　いつしか戦場のみなが、老兵に敬礼を捧ささげていた。

　ぼくも。アイリーシュも。キャロンもクーイもアイゼルも。

　カラルモ軍兵士たちまでもが──

　全員が触手と戦いながらも、たとえ僅わずかの時間でも割いてそうせずにはいられずに。

　自分たちを《可愛い孫》と呼んだ老兵に対して。

　そして《名もなき老兵》は──

「みんな仲よくな……喧けん嘩かはいかんぞい……」

　遺言し最期にアイゼルに、

「おまえさんはやれる子じゃよ……決して勇気のない……落ちこぼれなんかじゃない……自信を持つんじゃ……」

　伝えて、彼の胸のなかで静かに逝いった。

　いまは弔とむらってやることのできない老兵をそっと地面に横たえたアイゼルは、敢かん然ぜんたる決意を秘めた瞳ひとみで立ちあがる。

「おじいさん……」

　そして彼はトレーラーから弾はじかれて落ちた電力供給線の尖せん端たんを掴みあげ、叫んだ。

「やるぞ！」

　やり遂とげる──

　強い意志に満ち雄お々おしく雄た飛つた黒くろ髪かみの《想念士》は、真《ぺぽろってぃ世》に向かって走りだした。ぼくら全員が、奮い立つ。

「うおおおおおぉぉおおおおおおおっつ！」

　雄お叫たけびをあげ疾しつ走そうするアイゼルを食い止めるべく膨ぼう大だいな触手の群が襲しゆう来らいするも彼はそれらをものともせずに腕で払はらい、体当たりで弾き、走り続ける。なにものも彼を停められなかった。停まらなかった。

　そして距きよ離りにして約一〇〇マルテル、──精神的には永遠とも思える距離を完走しきった彼は最後の間合いを電力供給線を持ったまま大だい跳ちよう躍やくし、ついに真《ぺぽろってぃ世》へと到とう達たつする。

　そこでアイゼルは真《ぺぽろってぃ世》の延えん髄ずいに該あ当たる部位へと供給線のなめらかで円形の尖端を、尖端に発生していた電磁力によって装着した。

「アイリーシュ小隊長！」

　触手による死の大河を渡わたりきった彼の叫びに地上のアイリーシュが答える。

「よくやった！　おまえの想いはむだにはせん！」

　なし遂げたアイゼルは最後のしあげに電力供給線の尖端にあった稼動スイッチを入れる。と、これまで死にかけていた真《ぺぽろってぃ世》の双眼が溢あふれんばかりのエネルギーに激しく明めい滅めつし、力強く回転モーター音を発し、全身を鼓こ動どうさせた。

「よし、急激に真《ぺぽろってぃ世》の出力が上あ昇がっているぞ！　成功だ！」

　アイリーシュの報告を受け、そこで完全に力を出しつくしたアイゼルは満足げに地上へと墜つい落らくしてゆく。──が、彼の身体からだが地面に叩たたきつけられることはなかった。

　なぜならば。駆かけ寄ったカラルモ軍《直接戦せん闘とう型》たちが戦場の勇者の身体を丁重に受けとめたから。

（ぼくだって、……負けていられない！）

　ぼくは即そく座ざに自分のそばに持ちこんでいた一つの《罠トラツプ》を起動する。

「精神接続！　──《キズナノイトシルベ》！」

　それは人が両手でなんとか持ち運べるくらいの金属球で、全体には数百ほどの短い金属線が生えている。

　見ただけではただの金属線、でもこの金属線には──

　アイゼルたちを待ち受けるあいだキャロンが一本一本たんねんに変性加工を施ほどこしてくれた、彼女の気持ちがこもっているんだ。

　まだ仕事の終わりきっていないキャロンが、ふらつく足取りで笑顔を見せる。

「じゃあ最後の仕あげ、カイムくん、やってくるわ」

　無理もない。変性加工作業につぐ変性加工作業。本来畑はたけ違ちがいの《間接戦闘型》のまねごとまでさせられた。

　それでもがんばり屋の彼女は自分にしかできない役目を担うために、辛つらい顔を仲間たちに見せずに、気力をふり絞しぼって行ってくれた。

《キズナノイトシルベ》の金属線の一本を摘つまんで、キャロンは真《ぺぽろってぃ世》と繋つながるエネルギー供給線のもとへと歩いてゆく。金属線はどこまでも伸びていった。

「これが最後の変性加工……この二つを接着して……はい、おしまいっと！」

　金属線とエネルギー供給線とを持っていた機械残ざん骸がいで溶よう接せつするみたいにして、キャロンはしっかり結びつける。

「あとは……みんな……まかせたわね……」

　白い歯を見せて彼女は地面に横たわると、健やかに眠ねむってしまった。

　そんな彼女の周囲にはいつしかカラルモ軍《直接戦闘型》たちが集結していて、彼らは強固に組んだ十と重え二は十た重えの円えん陣じんによって。

　決してキャロンが触しよく手しゆたちの襲来を受けることがないよう護ってくれていた。

（ありがとう、キャロン、……カラルモの人たち）

　胸がいっぱいになったぼくの想念命令に応じて《キズナノイトシルベ》の金属線は、四方八方へと伸びていく。数百本そのすべてが。

　アイリーシュ以外の戦場にいた全《想念士》たちの手もとへと飛んでいった。

　彼ら全員にこれが行き渡ったのを見て、

「──よし！　全軍精神エネルギー、注入開始！」

　ぼくの指揮と同時に、クーイ、カラルモ軍の《直接戦闘型》、そして《間接戦闘型》が惜おしげもなくどんどん自分たちに残る最後の精神エネルギーを金属線に注入していく。

《キズナノイトシルベ》──

　この《罠トラツプ》は複数いる《想念士》たちの精神エネルギーを一つにまとめて活用できる、変圧器みたいなものなんだ。

　大勢の仲間がいなければなんの意味もなさない。

　気持ちがばらばらな者同士では、使用したって壊こわれてしまう。

　しかしいま、これほどこの《罠トラツプ》を用いるのにふさわしい状じよう況きようはなかった。

　クーイとカラルモ軍《間接戦闘型》組は想念で団結し、触手《罠トラツプ》の急所である蒼あおい一〇三もの光点を一人一人が担当を分担し。

　照準として定めてこれを追つい尾びしてゆく。

　他方、カラルモ軍《直接戦闘型》組は第七連隊武器保管庫からの電力供給だけではまだ足りない真《ぺぽろってぃ世》改への変形エネルギーを、自分たちの精神エネルギーを犠ぎ牲せいにして供給し補っていった。

　そのどれもがアイリーシュが《殺さずの戦い》を選ばなければ成しえなかった。

　協力は得られず、あるいは自分たちの手で、未来に集わなければならない仲間たちを自ら殺あやめていただろう。

　──このかすがいとなったのは、あの第七連隊のおじいさんだ。

「あとは、きみに託たくしたよアイリーシュ」

　ぼくは最後のバトンを彼女に渡す。自分自身、残された微び力りよくながらの精神エネルギーを彼女の依代を変形させるための手伝いとしてありったけ金属線に注ぎながら。

　戦場にいるすべての者たちの想いを一身に背負ったアイリーシュは、この重みと大切さを噛かみ締しめるように天を仰あおぎ、感謝し、そして裂れつ帛ぱくの気合いをこめて言った。

「──変形、真《ぺぽろってぃ世》改！」

　いまやこの変形を阻はばむものはなかった。

　全身が微び発光するほどにエネルギーを蓄たくわえた機械巨きよ人じんは勇ゆう壮そうに圧縮蒸気を噴ふきあげ、その外形を変えていく。機械部位が複雑に組み替わり、変化し、大きく、太く、雄ゆう渾こんに。

　背には両りよう翼よく一〇マルテルもの厳いかめしい翼つばさが形成され、羽根と身体の金属装そう甲こうがめくれあがる音がして、その内部から口こう腔こうの主しゆ砲ほう合わせ大小一五四もの黒光りする特とく殊しゆ重火器砲ほう身しんが現れる。

　それら砲身の一つ一つに一〇〇余名もの戦場の《間接戦闘型》想念士たちの意識が接続リンクされていて、発射の刻をいまかいまかと、待ちかまえていた。

「目標照準固定ターゲツト・ゼクトロツク！」

　クーイを筆頭として、一いつ斉せいに目を閉じる《間接戦闘型》想念士たちの金属線を握にぎる指先が、ぴくりと細う動ごく。



    

  
    
      「仰ぎよう角かく修正プラス二〇・七度！　方位角修正四五度！　破は砕さい目標、敵《罠トラツプ》蒼せい光こう点！」

　真《ぺぽろってぃ世》改が横よこ軸じくと縦たて軸じくを僅かに回転させ、本体の向きを微び調ちよう整せいする。

　つぎの瞬しゆん間かん。アイリーシュは掲かかげた腕うでを魂こん魄ぱくとともに振ふりおろした。



　──全装填武器斉射ゼクトウエポン・フアイアル！　──



　真《ぺぽろってぃ世》改の全特殊重火器が同時に火を噴き、閃せん光こうと実じつ弾だんの混合する嵐あらしとなって敵触しよく手しゆ蒼せい光こう点に襲来する。

　そのすべてが正確無比に目標を捕とらえ、刹せつ那な、閃光──

　無限増ぞう殖しよくを続けていた触手の活動は機能停止し、中央にいた、たぶんいまは意識を失ってしまっているのだろう、ぐったりとしているレインから剥はがれ落ち──

　触手は連れん鎖さ的に瓦が解かいしていった。



　　　　※



「……。あなたのおかげで、わたしたちは生きのびることができました」

　アイリーシュは地面に横たわる《名もなき老兵》を腕に抱だき寄よせていた。

　生きているのが不思議なくらいの死し闘とうから生せい還かんしたぼくたちアイリーシュ小隊の面々は地面に片かた膝ひざをついてかがむ彼女の背後に直立している。

「誰だれも殺さないなどと、偉えらそうなことを言っておきながら……。わたしはあなたを救えなかった……それどころかあなたに救われて、多くを教えられた」

　老兵の安らかな死に顔に、彼女は声をつまらせて大おお粒つぶの涙なみだをぽろぽろと零こぼし、

「感謝してもしたりない……詫わびて謝りきれることではない……だがあなたという尊い犠牲をはらったからこそ……わたしはなおのこと誰も殺したくない、この信念をつらぬかせてもらいます……それがあなたに報いる、唯ゆい一いつの道だと思うから」

　そこにやってきたのは、第七連隊武器保管庫に立てこもっていた老指揮官の同どう胞ほうたちだった。

「それでいいんじゃよ嬢じようちゃん」

　彼らは年ねん齢れいを重ねた温かい手でアイリーシュの頭を撫なで、

「やつも、わしらも、みんな自分の意志で嬢ちゃんとともに戦ったのじゃ。誰も恨うらんどりゃせんし後こう悔かいもしとらん。誰も殺さず──《不殺の戦い》か。いい言葉じゃないか、この言葉を旗印に、嬢ちゃんは戦い続け、その理想がいつかウルバスを救うと信じて。こんな老骨でよけりゃ、わしらいつだって嬢ちゃんが困ったときには協力させてもらうぞい」

　魂たましいが救われた思いで──

　アイリーシュは嗚お咽えつし、彼女だけじゃない、ぼくらもみな痛感していたんだ。

　この戦いでぼくたちは大きなものを背負ってしまったのだと。

　中ちゆう途と半はん端ぱにこの《不殺の戦い》の誓ちかいを投げだすことはもう許されない。

「おじいさん、あなたの名前も必ず、ぼくの《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》に……」

　アイゼルが呟つぶやいた。

　その時だった。

「──本当かいの？」

「うわ!?」

　叫さけんだのはアイリーシュで、目を白黒させている彼女のお尻しりにはたったいままで倒たおれていたおじいさんの手が触ふれていて。さわさわしていた。

　って、えええええっ!?

「おじいさん！」

「おじーさん!?」

「おじーちゃん！」

「じいさん!?」

　仰ぎよう天てんするぼくらの前でおじいさんは弱々しくもアイリーシュをさわる手だけは元気に動かし、

「ほっほ、天国から生還じゃあ、なんぞ恥はずかしいが呼よび戻もどされちまったわい……」

　おじいさんが胸もとから出したのはぐしゃりと潰つぶれたトマーテのヘタだった。

（あれが、血に見えたって……？）

　戦せん闘とうの混乱で、焦あせってたから。

「ハンドルに胸をぶつけて、あばらはバキバキじゃがの。わしも本気で死んだかと思ったが、なんとか命は助かったわい」

　もうなんでもいい、生きててくれただけで──本当に。

「こっ、この、エ、エロじじい!?」

　憤ふん慨がいし涙を拭ぬぐったアイリーシュはしかし、直後に安あん堵どのため息をもらすと、

「……まったくなんたる無節操さだ。おまえなぞ、当分死なん」

　彼女が第七連隊の人を呼ぶと、老人救護隊はほいさ、こらさ、と担たん架かを使ってお得意の搬はん送そうで負傷のおじいさんを運んでいった。

　と、ぼくらのそばに回復したレインがやってくる。

「──我らはカラルモに一時退く。この戦いで傷つきすぎた」

「そうか」

　担架のおじいさんを見送るアイリーシュに、

「シェイクトエリアとの戦争をやめるわけではない。おまえたちが戦う理由を背負ったように、我らにも戦う理由がある」

「……。戦闘中に話していた、シェイクトエリアが《災さい厄やくの日》の元げん凶きようだということは事実なのか？　それにわたしの父の会社が、戦争の道具を開発していると……」

「おまえたちが我らカラルモにつくというなら、すべてを話して聞かせよう。心の整理がついたらいつでもカラルモにくるがいい。おまえたちなら歓かん迎げいする。そこでガルシア陛下の口から真実は語られよう」

　彼女の周囲には、もうぼくたちに武器を向けることのなくなったレイン隊の者たちが控ひかえていて。

　その一人からレインは外がい套とうを受け取ると自らの肩かたにかけてきびすを返す。

「──できれば、おまえたちとはもう戦いたくない。よい再会を願っている」

　その時。レインのもとに一人のカラルモ軍伝令が現れる。

「どうした？」

　黒のヘルメットをかぶった彼はレインの足もとに跪ひざまずき、緊きん迫ぱくした声で、

「報告いたします！　本国から通信が入りました、カラルモ領シャズナ区画──シェイクトエリア第一五連隊の奇き襲しゆうを受けて壊かい滅めつ！」

「壊滅……!?　詳しよう細さいを教えよ」

「は、護りの手て薄うすとなったカラルモ領内に《無む窮きゆう領域》外がい壁へき部より敵軍特務部隊が潜せん入にゆう、領内送風装置エアダクトシステムが爆ばく破はされ、これによりシャズナ区画は壊滅、民間人三〇〇〇人以上が急性鉱化病により……死亡したと思われます」

「三〇〇〇人、だと!?　なんたる、ことだ……すぐに本国に帰き還かんする！」

（民間人に!?）

　血相を変えるレインをアイリーシュは呼びもどす。

「待て！　いまの報告は、本当か!?」

　するとレインは憤ふん怒ぬの形相で返こ答たえた。

「言っただろう、──これがやつらのやりかただ」

　外壁への破は壊かい工作。民間人への殺さつ戮りく行こう為い。それはカラルモ以外の四大エリア間で結ばれていたウルバスの平和と安全に関する重大な協定義務違い反はん。





　なにより《災厄の日》によって大切なものを失ったぼくたちにとって──

　決して許し難がたい行こう為いだった。



    

  
    
      　エピローグ




　シェイクトエリア中央区画《ＡａＩアルバワン》政治中ちゆう枢すう《総統府》。

　式典用広場の片かた隅すみに設けられた、《災厄の日》に戦せん没ぼつした三一名にものぼる《想念士》たちの名前が刻まれた慰い霊れい碑ひ──通つう称しよう《英えい霊れいたちの碑ひ》の前で一人の男が佇たたずんでいた。

　淡あわい《双子の月ルナ・マルダ》の光を浴び、ロングコートを風になびかせている。

　シェイクトエリア第一〇連隊長ロイ・ブルーモアだ。

　彼は月明かりに照らし出された碑に向かい、くわえ煙草たばこに火をつけ語りかけていた。

「ウェッシュ、マグレガー、バルト、ガイエンタール、ゲイン、ハインツ、ドゥーズ、ブロイゼン、イーシュ、クルズ、ワインズマン、コール、シミュート、テューダー、ゼル、……。……。……レムリア」

　最後の名だけが女性名であり──

　最後の名を呼ぶ瞬間にだけ、ロイの瞳ひとみにそれまでの惜せき別べつの情とは異なる物悲しい影かげが差した。

《災厄の日》に死亡した《想念士》のうちじつに半数以上を占しめる一六名、──これが、最大の激戦地に赴おもむいたロイ・ブルーモアがかの日失った部下たちの数だった。

　ロイはロングコートのポケットから、小さなペンダントを取りだして蓋ふたを開ける。

　そこには《二桁連隊ダブルナンバー》の軍服を着た、長い白金髪プラチナブロンドの女性がロイとともに笑顔で写っていた。

「──おまえたちの無念、晴らせる日も近いかもしれん」

　呟き彼がペンダントの蓋を閉めそっとコートのポケットにもどした時、

「こんな時間に墓参りか、ロイ・ブルーモア」

　シェイクトエリア直属軍第一五連隊の軍服を着た男が現れた。

　軍人らしく銀ぎん髪ぱつを短く刈かり、肉づきのいい体格だ。背は高くロイと同等だがより筋肉質でがっちりした体型に見える。その肩かた口ぐちにはロイと同格である大たい佐さの階級章があった。

「……。ブランフォード・マシュタル」

「かつての《暁あかつきの双そう剣けん》も落ちぶれたものだな。候補生くずれのガキどもや、零れい落らくしたルクオンの令れい嬢じよう集めてなにをたくらむ」

「きさまと話すことはない。ここはきさまのようなやつが脚あしを踏ふみ入れる場所でもない」

「はっ、なら退散しよう、……シャズナの事後処理で忙いそがしいんでね」

　肩をすくめブランフォードは立ち去った。



    

  
    
      
　あとがき




　クロム・クローズド・クロニクル二巻、ご購こう入にゆうありがとうございます。

　こんな出版不ふ況きようの最中に本当に感謝です。日くさ下かです。

　この単行本が発売されるころにはもう年も明けてて、二月に入ってるんですよね。

　あとがき書いているいま現在まだ二〇〇九年年末の大おお晦日みそか前で、まだ二〇一〇年にもなってません。

　年明けて二〇一〇年には、一月売りのドラゴンマガジンでＣクローム・Ｃクローズド・Ｃクロニクルの短編も掲けい載さいされているはずですので、どうぞそちらのほうももしよろしかったらご覧らんになってくださいませ。

　時じ間かん軸じくとしては一巻ラストと二巻冒ぼう頭とうのあいだのエピソードとなっておりますので。

　内容としては短編からのかたも、単行本派のかたにも楽しんでいただける創りに、いちおうさせていただいているつもりです。





　さて今回のお話ですが。

　やっとキャロン、クーイ、アイゼルたちカイムの同級生を出すことができましたねー。

　一巻でも、ちょろっとでも出せればよかったのですが。

　ページ数の都合その他もろもろの事情で二巻に延びてしまいました。

　ほかにもカラルモ陣じん営えい始め、キャラも一気に増えてきた感があります。

　なにげに個人的なお気に入りはロイとガルシアなのですが物語の根幹に関わる超ちよう重要キャラにもかかわらず、ようやくお話に絡からんできてくれて、イラストも初お目見えという感じで。

　うわ……展開遅おそすぎてすみません。ほんと、すみません。

　でも賑にぎやかになってくるのはいいですね。

　黒くろ銀ぎんさんの様々なイラストが見られて（そこか）。





　二巻本編において、途と中ちゆう、一いち人にん称しようではなく三人称の文体が混ざってくるところがあります。

　これは当初から表現方法として考えていたことなのですが、あくまでこのＣＣＣは《史書》であるという立場をとったものですので。

　一人称部分のものは基本カイム視点であり、彼が知り、感じたものを書き記しているわけなのですが。

　並行の時間軸で進行している《彼の知りえない物語》もまた当然、歴史上には存在しているわけですよね。

　それらを後年、《ある人物》がカイム視点の一人称の歴史もふくめたすべての歴史的事象を統とう括かつして《編へん纂さんした》設定のもと本編は描えがかれている、とご理解くださいませ。

　その《ある人物》が誰だれなのか。そもそも一人なのか。複数なのか。

　このあたりはえっと一応──

（察しはつかれていると思いますが）秘密、ということにさせていただきます。



　それでは！



日下　弘文
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